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竹内　純子

カーボンニュートラルという
社会変革への挑戦

気
候
変
動
問
題
が
世
界
の
最
優
先
課
題
の

一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久

し
い
。
そ
の
解
決
に
向
け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
側
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
そ
れ
は
対
策

の
一
部
で
し
か
な
い
。

ま
ず
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
の
「
セ
オ
リ
ー
」
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

わ
が
国
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
約
七
割

は
電
力
以
外
、
す
な
わ
ち
車
の
ガ
ソ
リ
ン
や

工
場
の
ボ
イ
ラ
ー
で
焚
か
れ
る
重
油
な
ど
で

あ
る
。
電
力
は
約
三
割
に
す
ぎ
な
い
（
下
図

参
照
）。
電
力
以
外
か
ら
排
出
さ
れ
る
CO₂
を

削
減
す
る
た
め
に
は
高
効
率
化
を
徹
底
す
る

以
外
に
無
く
、
低
炭
素
化
は
で
き
て
も
脱
炭

素
化
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
の
セ
オ
リ
ー
は
、

「
需
要
側
の
電
化
」
と
「
電
源
の
脱
炭
素
化
」

の
同
時
進
行
と
な
る
。
例
え
ば
ガ
ソ
リ
ン
車

の
燃
費
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
電
気

自
動
車
に
乗
り
換
え
、
同
時
に
発
電
方
法
を

火
力
発
電
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原

子
力
発
電
な
ど
脱
炭
素
電
源
に
変
換
し
て
い

く
の
だ
。
供
給
側
、
す
な
わ
ち
発
電
方
法
を

転
換
す
る
だ
け
で
な
く
、
需
要
側
の
電
化
を

徹
底
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
電
気
は
汎
用
性
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
で
は
あ
る
が
、
産
業
用
の
高
温
の
熱
を

作
る
こ
と
な
ど
は
得
意
で
は
な
い
。
そ
う
し

た
需
要
に
対
し
て
は
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
を
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
側
・
需
要
側
の
両
側
面
の
転
換
を

必
要
と
す
る
社
会
変
革
で
あ
り
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て「
現
代
版
日
本
列
島
改
造
」

と
呼
ぶ
べ
き
挑
戦
を
意
味
す
る
。

〈
産
業
革
命
よ
り
も
困
難
な 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
革
命
〉

し
か
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
て
必
要
な
投
資
を
確
保
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
人
口
が
増
加
し
、
経
済

成
長
が
期
待
で
き
る
局
面
で
あ
れ
ば
、
政

府
が
国
土
計
画
を
描
い
て
誘
導
す
れ
ば
民

間
企
業
は
積
極
的
に
投
資
す
る
と
期
待
さ

れ
る
。
し
か
し
わ
が
国
は
既
に
人
口
減
少

局
面
に
入
り
、
経
済
成
長
の
停
滞
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
CO₂
を
出

さ
な
い
と
い
う
価
値
の
た
め
に
イ
ン
フ
ラ

を
作
り
替
え
る
巨
額
の
投
資
を
行
う
こ
と
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

加
え
て
、
移
行
期
間
は
相
当
長
く
か
つ

様
々
な
痛
み
を
伴
う
。
十
八
世
紀
半
ば
に
英

国
で
始
ま
っ
た
産
業
革
命
は
、
生
産
性
を
劇

的
に
向
上
さ
せ
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
の
手
工
業
が
機
械
に
置
き
換

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
労
働
者
の
貧
困

は
深
刻
で
、
産
業
革
命
さ
な
か
の
一
八
五
〇

年
生
ま
れ
の
英
国
人
の
平
均
身
長
は
そ
の
約

百
年
前
の
一
七
六
〇
年
生
ま
れ
の
人
の
そ
れ

よ
り
も
低
か
っ
た
と
い
う
分
析
も
あ
る
と
い

う
。
そ
れ
ま
で
主
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

っ
た
薪
な
ど
と
比
べ
て
、
石
炭
は
圧
倒
的
に
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エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
く
効
率
を
劇
的
に
改

善
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
変
革
に

は
大
き
な
痛
み
を
伴
っ
た
の
だ
。

加
え
て
も
う
一
つ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
挑
戦
が
産
業
革
命
よ
り
も
困

難
で
あ
る
の
が
、
時
間
的
猶
予
の
無
さ
で
あ

る
。
産
業
革
命
に
よ
っ
て
庶
民
が
工
業
化
の

恩
恵
を
享
受
す
る
ま
で
七
十
年
を
要
し
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
わ
が
国
が
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
実
現
の
目
標
年
限
と

し
た
二
〇
五
〇
年
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は
三

十
年
を
き
っ
て
い
る
。

い
ま
我
々
が
目
指
し
て
い
る
の
は
化
石
燃

料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
密
度
を
低
下
さ
せ
る
転
換
だ
。
こ
れ

を
、
経
済
成
長
を
維
持
し
な
が
ら
、
わ
ず
か

三
十
年
足
ら
ず
で
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う
の

だ
か
ら
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

〈
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
〉

し
か
し
世
界
は
そ
れ
を
目
指
す
こ
と
を
前

提
と
し
て
パ
リ
協
定
に
合
意
し
、
日
本
も
菅

前
政
権
の
下
で
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
掲
げ
た
。
こ
の
大
変
革
を
経
済

成
長
の
チ
ャ
ン
ス
に
し
よ
う
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
停
滞
の
後

の
復
興
の
柱
に
グ
リ
ー
ン
を
掲
げ
、
そ
こ
に

投
資
を
集
中
さ
せ
て
い
く
方
針
は
、
欧
州
や

米
国
で
も
採
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
変
革
に
あ
た
っ
て
、
必
要
な
こ
と
を

二
点
指
摘
し
た
い
。

一
つ
は
、省
エ
ネ
の
徹
底
だ
。
省
エ
ネ
は
、

あ
く
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や
CO₂
排
出
量

を
「
減
ら
す
」
も
の
で
「
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ

と
は
で
き
な
い
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
か
ら
、
や
や
も

す
る
と
低
炭
素
化
で
は
不
十
分
で
、
脱
炭
素

化
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
捉
え
る
向
き

が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
足
飛
び
に
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
い
ま
改
め

て
移
行
期
間
に
お
け
る
「
減
ら
す
技
術
」
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
高
効
率
技

術
に
よ
り
海
外
で
の
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
国
内
に
目

を
転
じ
れ
ば
、
日
本
の
建
物
に
つ
い
て
は
省

エ
ネ
の
余
地
が
相
当
残
さ
れ
て
い
る
。
住

宅
・
建
築
物
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

割
合
は
高
く
、
日
本
全
体
で
消
費
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。
こ
れ
を
改

善
す
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や
CO₂
排
出
量

を
削
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ

ッ
ク
な
ど
の
健
康
問
題
や
住
む
人
の
快
適
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。
日
本
で
は

住
居
費
の
負
担
が
重
く
、
省
エ
ネ
住
宅
の
普

及
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
が
一
定
程
度
続
く
の
で
あ
れ

ば
、
投
資
す
る
意
義
も
あ
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
こ
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
挑
戦
は
、
単
に
CO₂
削
減
と
い

う
文
脈
を
超
え
る
変
革
だ
と
い
う
認
識
を
持

ち
、分
野
横
断
で
こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
だ
。

わ
が
国
が
直
面
す
る
人
口
減
少
・
過
疎
化
、

自
然
災
害
の
増
加
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応

や
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
中
で
、
顧
客
に
提
供
す

る
価
値
を
高
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
く
ま
で
何
か
を
す
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
。
単
な
る
価
格
競
争
に
陥

り
が
ち
で
、
需
要
側
の
変
化
が
進
み
づ
ら
い

要
因
と
な
っ
て
い
る
。交
通
事
業
や
建
設
業
、

農
業
な
ど
顧
客
接
点
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
事
業

分
野
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
へ
の
視
点
を
持

つ
こ
と
が
必
要
だ
。

二
〇
二
〇
年
代
は
「
勝
負
の
十
年
」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
が
ど
の
よ
う

な
二
〇
三
〇
年
、五
〇
年
を
迎
え
る
の
か
は
、

ま
さ
に
い
ま
の
我
々
に
か
か
っ
て
い
る
。

たけうち・すみこ

・NPO法人国際環境経済研究所 理事 主席研究員
・東北大学 特任教授
・U3innovations合同会社 共同代表
東京大学大学院工学系研究科にて博士（工学）。
慶應義塾大学法学部法律学科卒業後、東京電力株式会社で主に環境部門に従事
した後、独立。
複数のシンクタンクの研究員を務める。内閣府規制改革推進会議やGX実行会議
など、多数の政府委員も歴任。気候変動に関する国連交渉（COP）にも長く参
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2022年12月、新刊「電力崩壊ー戦略なき国家のエネルギー敗戦」（日本経済新聞
出版社）を上梓。その他主な著書に、「エネルギー産業の2050年　Utility3.0への
ゲームチェンジ」（共著、日本経済新聞出版社）など。



１
．は
じ
め
に

近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
世
界

各
地
で
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

な
ど
、
温
暖
化
対
策
は
地
球
規
模
で
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
パ
リ

協
定
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
が

設
け
ら
れ
、
数
多
く
の
国
々
が
二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
を
目
標
に

掲
げ
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
二
〇
年
十
月

に
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
宣
言
さ
れ
、

こ
の
目
標
は
二
〇
二
一
年
五
月
に
改
正
さ
れ

た
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
お
い
て
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
国
土
交
通
省
に
お
い

て
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
、
グ
リ
ー
ン
社

会
の
実
現
に
向
け
、
二
〇
三
〇
年
度
を
見
据

え
た
分
野
横
断
・
官
民
連
携
の
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
と
り
ま
と
め
た
、「
国
土
交
通
グ

リ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
策
定
し
、
そ
の
中

で
、
都
市
局
の
取
組
も
位
置
づ
け
、
進
め
て

い
る
。〈
図
１
〉

我
が
国
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
は
十
一
億
五
〇
〇
〇
万
ト
ン
（
二
〇
二
〇

年
度
）
で
あ
る
中
で
、
そ
の
大
半
を
占
め
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
お
い
て
は
、
都
市

活
動
と
関
係
す
る
家
庭
部
門
、
業
務
そ
の
他

部
門
、
運
輸
部
門
が
全
体
の
約
五
割
を
占
め

て
い
る
。
都
市
は
、
人
や
モ
ノ
だ
け
で
な
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
す
る
場
で
も
あ
り
、
そ

の
在
り
方
は
CO₂
排
出
量
に
影
響
す
る
た
め
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
す
る
都
市
行

政
の
取
組
・
貢
献
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。〈
図
２
〉

本
稿
で
は
都
市
行
政
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
当

局
で
取
り
組
ん
で
い
く
内
容
等
を
紹
介
す
る
。

２
．�都
市
行
政
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組

「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
リ
ー
ン
化
」

①�

「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
リ
ー
ン
化
」
の

概
要

都
市
局
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
リ
ー

ン
化
」
と
し
て
、
大
き
く
三
つ
の
取
組
を
柱

と
し
て
進
め
て
い
る
。〈
図
３
〉

一
つ
目
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な

る
空
間
づ
く
り
の
推
進
等
の
「
都
市
構
造
の

変
革
」
で
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
と
連
携
し
、
ま
ち
な
か
へ

の
住
ま
い
や
都
市
機
能
の
誘
導
に
よ
り
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
取
組
や
、
官
民
連
携
に
よ
り
、
ま

ち
な
か
の
歩
い
て
移
動
で
き
る
範
囲
に
お
い

て
、
車
中
心
か
ら
人
中
心
へ
の
空
間
へ
と
転

換
を
図
る
、
滞
在
の
快
適
性
向
上
の
取
組
を

進
め
る
こ
と
は
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
、

自
動
車
の
移
動
距
離
の
短
縮
等
に
よ
る
CO₂
排

出
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
に
は
、
各
都
市
に
て
立
地
適
正
化

計
画
作
成
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
中
で
の
、
路
面
電
車
・
バ
ス
等

の
公
共
交
通
網
の
整
備
へ
の
支
援
や
、
街
路

の
再
構
築
に
よ
る
広
場
化
や
芝
生
化
、
沿
道

施
設
の
一
階
部
分
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

都
市
行
政
に
お
け
る 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組

栗
林　

正
義

国
土
交
通
省
都
市
局
都
市
政
策
課

都
市
環
境
政
策
室
　
課
長
補
佐
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

る
公
共
空
間
と
し
て
の
開
放
な
ど
、「
居
心
地

が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く
り

へ
の
支
援
に
よ
り
、
取
組
を
進
め
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
の

促
進
や
環
境
に
配
慮
し
た
民
間
都
市
開
発
の

推
進
等
の「
街
区
単
位
で
の
取
組
」で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
と
は
、
地
区
や

街
区
内
で
近
接
し
て
立
地
す
る
複
数
の
建
物

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
熱
・

図１．国土交通グリーンチャレンジの概要

図２．二酸化炭素部門別排出量の内訳（２０２０）
出典：2020年度温室効果ガス排出量（確報値）（環境省）

7



電
気
）
を
面
的
に
融
通
す
る
こ
と
で
、
施
設

用
途
に
よ
り
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
や
ピ

ー
ク
を
平
準
化
し
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
」
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
）

等
の
自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
施
設

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
系
統

電
力
が
停
止
し
た
場
合
で
も
電
気
・
熱
を
継

続
的
に
供
給
で
き
る
「
防
災
性
の
向
上
」
が

図
ら
れ
る
た
め
、省
エ
ネ
効
果
の
み
な
ら
ず
、

災
害
時
の
業
務
継
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
も

街
区
の
価
値
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
に
よ
る
都
市
機
能
の
集

約
化
に
伴
う
集
約
施
設
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

面
的
利
用
の
導
入
や
、
大
都
市
に
お
け
る
民

間
都
市
開
発
等
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利

用
に
よ
る
防
災
機
能
の
強
化
な
ど
に
よ
る
地

域
価
値
の
向
上
・
国
際
競
争
力
の
強
化
の
取

組
へ
の
支
援
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

的
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。
令
和
五
年
度
に

は
、
大
都
市
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
支
援
し

て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
管
等
の
整
備
に
加

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
や
Ｃ
Ｇ
Ｓ

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
施
設
の
整
備
及
び

オ
フ
サ
イ
ト
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
の
整
備
等
を
支
援
対
象
に
追
加
し
、
取
組

を
進
め
る
。

三
つ
目
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
社
会

実
装
等
の
推
進
に
よ
る
、「
都
市
に
お
け
る

緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
展
開
」で
あ
る
。

都
市
の
緑
に
つ
い
て
は
、
樹
木
等
の
成
長

に
伴
う
CO₂
吸
収
や
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
緩
和
に
よ
り
、
空
調
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
負

荷
を
低
減
す
る
CO₂
排
出
抑
制
の
効
果
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
都
市
公
園
の
整
備

等
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
民
間

施
設
の
屋
上
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
緑
化

も
含
め
、
今
後
も
都
市
の
み
ど
り
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

都
市
公
園
や
緑
地
等
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
お
い
て
数
少
な
い

吸
収
源
対
策
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に

生
物
多
様
性
の
保
全
、
雨
水
貯
留
機
能
の
確

保
に
よ
る
防
災
性
の
向
上
、
景
観
や
居
心
地

の
良
さ
の
向
上
と
い
っ
た
多
様
な
機
能
を
有

し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
導
入
を
図
る
こ
と
で
、

都
市
の
脱
炭
素
化
へ
の
貢
献
を
含
め
、
地
域

の
課
題
を
解
決
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

図3．まちづくりのグリーン化の推進
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

具
体
的
に
は
、
特
に
、
民
間
建
築
物
の
屋

上
緑
化
等
の
取
組
や
、
樹
木
主
体
の
都
市
公

園
の
整
備
、
官
民
連
携
に
よ
る
公
園
の
整
備

等
へ
の
支
援
に
よ
り
、
取
組
を
進
め
る
。

②
脱
炭
素
先
行
地
域
と
連
携
し
た
取
組

都
市
局
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
リ
ー

ン
化
」
の
取
組
と
と
も
に
、
省
庁
横
断
的
な

取
組
で
あ
る
「
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

基
づ
く
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

脱
炭
素
先
行
地
域
は
、
民
生
部
門
（
家
庭

部
門
及
び
業
務
所
の
他
部
門
）
の
電
力
消
費

に
伴
う
CO₂
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
実
現
す
る

地
域
の
こ
と
で
、
環
境
省
が
主
体
と
な
り
、

関
係
府
省
が
連
携
し
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で

に
全
国
で
少
な
く
て
も
一
〇
〇
か
所
の
選
定

を
目
指
し
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
度
に
は
、

四
月
に
二
十
六
件
、
十
一
月
に
二
十
件
が
選

定
さ
れ
て
お
り
、
都
市
局
事
業
と
連
携
し
た

取
組
事
例
も
出
て
き
て
い
る
。

都
市
局
事
業
と
連
携
し
た
脱
炭
素
先
行
地

域
の
取
組
事
例
と
し
て
、
尼
崎
市
、
札
幌
市

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

尼
崎
市
で
は
、
官
民
連
携
に
よ
る
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム
施
設
の
誘
致
と
、
そ
れ

に
伴
う
「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」

ま
ち
な
か
に
向
け
た
、
都
市
局
事
業
（
ま
ち

な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
）
に
よ
る
周

辺
公
園
緑
地
の
再
整
備
に
合
わ
せ
て
、「
脱

炭
素
先
行
地
域
」
選
定
に
伴
う
再
エ
ネ
施
設

整
備
等
の
交
付
金
を
受
け
て
、「
阪
神
大
物

地
域
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
」
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
官
民
連
携

の
ま
ち
づ
く
り
の
機
会
を
捉
え
て
、
フ
ァ
ー

ム
施
設
及
び
周
辺
公
園
緑
地
、
隣
接
駅
及
び

沿
線
の
駅
の
脱
炭
素
化
の
取
組
を
進
め
、
来

場
手
段
に
お
い
て
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指

す
、
脱
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
の
好
事
例
と
言

え
る
。〈
図
４
〉

札
幌
市
で
は
、
積
雪
寒
冷
地
で
熱
需
要
が

大
き
い
都
市
の
特
徴
に
即
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
面
的
利
用
の
取
組
に
よ
り
、
札
幌
都
心

に
お
い
て
脱
炭
素
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
を
契
機
と
し
て
、
札
幌
都
心
部
に

お
い
て
地
域
熱
供
給
を
導
入
し
、
広
域
な
熱

導
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
お
り
、
そ

の
一
部
に
お
い
て
は
、都
市
局
事
業（
国

際
競
争
業
務
継
続
拠
点
整
備
事
業
等
）

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

令
和
四
年
度
か
ら
は
、「
札
幌
都
心

Ｅ
！
ま
ち
開
発
推
進
制
度
」
に
よ
り
、

建
替
計
画
時
に
お
け
る
事
前
協
議
を
行

っ
て
お
り
、
建
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
に
よ
る
都

心
の
脱
炭
素
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
取

組
に
つ
い
て
は
、
容
積
率
の
緩
和
を
行

う
こ
と
で
、
建
物
の
老
朽
化
や
今
後
の

都
市
開
発
に
伴
う
建
替
機
会
を
捉
え
、

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
を
市
と
事
業
者

の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
る
。〈
図
５
〉

令
和
四
年
十
一
月
に
は
「
脱
炭
素
先

行
地
域
」
に
も
選
定
さ
れ
、
よ
り
一
層

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
取
組
を
進
め

る
自
治
体
の
都
市
行
政
部
局
で
は
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
連
携
し
た
都

市
整
備
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

｢

こ
れ
ま
で
の
都
市
整
備
と
異
な
り
、

都
市
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
だ
け
で

図４．尼崎市における脱炭素先行地域と連携した取組事例（阪神大物地域ゼロカーボンベースボールパーク）
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な
く
、
環
境
そ
の
も
の
に
も
貢
献
す
る
こ
と

か
ら
、
市
民
や
企
業
の
理
解
や
共
感
を
得
や

す
い｣

｢

環
境
に
配
慮
し
た
強
靭
な
都
市
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
る｣

と
い
っ
た
意

見
が
上
が
っ
て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
一
体
と
な
っ
た
都
市
行
政
の
取
組

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

３
．今
後
の
課
題
と
展
望

ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た
二
〇
五
〇
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
は
、

一
部
の
自
治
体
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、
令
和
四
年
度
夏
に
実
施
の
、
都
市

計
画
区
域
設
定
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
（
ｎ

＝
一
三
七
五
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
で
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
都
市
行
政
部

局
に
お
い
て
は
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
都
市
行
政
と
し
て
の
目
標
が
な
い
」

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
の
必
要
性
に
つ

い
て
認
識
が
低
い
状
況
で
あ
っ
た
。〈
図
６
〉

令
和
四
年
十
一
月
に
実
施
し
た
第
二
十
一

回
都
市
計
画
基
本
問
題
小
委
員
会
（
社
会
資

本
整
備
審
議
会
都
市
計
画
・
歴
史
的
風
土
分

科
会
の
下
に
設
置
）
で
は
、
自
治
体
の
都
市

行
政
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

取
組
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、「
自
治
体
の
都

市
行
政
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組

の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
」

「
都
市
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な

利
用
を
行
う
た
め
に
、
自
治
体
を
含
め
た
各

主
体
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用

に
関
す
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い
く

た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
求
め
ら
れ
る

か
」
等
を
論
点
と
し
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
CO₂
の
か
な
り
の
部
分
、
五

〇
％
が
都
市
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
て
、
都
市
が
取
り
組
む
こ
と
は
非
常

に
重
要
」「
欧
米
で
は
、
先
進
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
面
的
利
用
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い

る
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
の
推
進
に

は
、
自
治
体
が
明
確
に
方
針
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
、
民
間
へ
の
初
期

投
資
の
支
援
や
、
事
業
者
間
で
の
連
携
を
促

進
す
る
調
整
役
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ

る
」
と
い
っ
た
、
都
市
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
の
重
要
性
や
先
進
的

な
海
外
の
取
組
事
例
、
行
政
の
果
た
す
べ
き

図５．札幌市におけるエネルギーの面的利用による脱炭素化の事例
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

役
割
等
に
つ
い
て
、
意
見
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
小
委
員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え

て
、
都
市
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
取
組
推
進
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
既
に
取
組
の
進
ん
で
い
る
都
市
の

先
行
し
た
優
良
事
例
に
つ
い
て
は
、
事
例
集

と
し
て
整
え
、
年
度
内
に
公
表
し
、
広
く
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、全
国
に「
ま

ち
づ
く
り
の
グ
リ
ー
ン
化
」
の
取
組
を
広
げ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

４
．終
わ
り
に

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
標
と
し

て
、
産
業
革
命
以
来
の
化
石
燃
料
中
心
の
経

済
・
社
会
、
産
業
構
造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
中
心
に
移
行
さ
せ
、
経
済
社
会
シ
ス
テ

ム
全
体
を
変
革
す
る
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現
の
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

目
標
の
達
成
と
、
我
が
国
の
産
業
競
争
力

強
化・経
済
成
長
の
同
時
実
現
に
向
け
て
は
、

様
々
な
分
野
で
投
資
が
必
要
と
な
り
、
そ
の

規
模
は
、
一
つ
の
試
算
で
は
今
後
十
年
間
で

一
五
〇
兆
円
を
超
え
る
。
国
と
し
て
長
期
・

複
数
年
度
に
わ
た
り
支
援
策
を
講
じ
、
民
間

事
業
者
の
予
見
可
能
性
を
高
め
て
Ｇ
Ｘ
投
資

を
官
民
協
調
で
実
施
し
て
い
く
た
め
、
新
た

に「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」（
仮
称
）を
創
設
し
、

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
二
〇
兆
円
規
模

の
先
行
投
資
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
都
市
は
、
人
や
モ

ノ
だ
け
で
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
す
る
場

で
あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
Ｇ
Ｘ
投
資

な
ど
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
取
組
が
加
速
し
て
い
く
中
で
、
都

市
の
様
々
な
課
題
の
克
服
と
合
わ
せ
て
、
多

様
な
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

今
後
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

都
市
行
政
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

図６．都市行政におけるカーボンニュートラルの現状（アンケート結果）
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1
．は
じ
め
に

環
境
省
に
よ
れ
ば
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
都
市
宣
言
を
し
た
自
治
体
が
二
〇
二
三
年

一
月
現
在
、
全
人
口
の
九
九
％
を
カ
バ
ー
す
る

と
い
う
。
筆
者
は
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
脱
炭

素
を
進
め
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と

が
脱
炭
素
化
に
向
け
て
望
ま
し
い
方
向
に
進

ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
目
に
見
え
な
い
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
の
は
決
し
て

簡
単
で
は
な
い
。
し
か
し
、
異
常
気
象
や
そ

れ
に
伴
う
都
市
災
害
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
な
ど
の
温
暖
化
に
関
連
す
る
事
象
が
身

近
な
問
題
と
し
て
市
民
に
も
多
く
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
日
出
席
し
た
座
談
会
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
首
長
さ
ん
が
、
標
高
の
高
い
行
政

で
は
、
以
前
は
葡
萄
は
採
れ
て
も
ワ
イ
ン
が

で
き
な
か
っ
た
の
に
、
現
在
で
は
受
賞
す
る

よ
う
な
ワ
イ
ン
が
作
れ
る
と
い
う
こ
と
を
言

わ
れ
て
い
た
。
温
暖
化
の
な
せ
る
業
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
葡
萄
が
採

れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
、
複
数
の
自
治
体
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い

が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
る
こ
と
の
あ

る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
地
球
温
暖
化
へ

の
対
応
や
脱
炭
素
都
市
づ
く
り
を
大
事
な
要

素
と
し
て
選
択
す
る
市
民
が
増
え
て
き
た
。

こ
れ
も
二
〇
五
〇
年
の
目
標
の
実
現
に
は
多

く
の
賛
同
が
必
要
な
こ
と
だ
か
ら
望
ま
し

い
。
し
か
し
、
事
業
と
な
る
と
、
途
端
に
優

先
順
位
が
下
が
る
。
つ
ま
り
市
民
に
と
っ
て

は
目
に
見
な
い
二
酸
化
炭
素
排
出
量
よ
り

も
、
道
路
の
拡
幅
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

整
備
な
ど
各
人
に
と
っ
て
よ
り
メ
リ
ッ
ト
を

認
識
し
や
す
い
も
の
を
選
ぶ
。
つ
ま
り
総
論

賛
成
で
も
、
各
論
に
な
る
と
決
し
て
実
現
性

が
高
く
は
な
ら
な
い
。

一
方
で
、
脱
炭
素
都
市
づ
く
り
宣
言
を
行

っ
て
い
て
も
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
積
み
上
げ
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
ど
れ
だ
け
あ
る
だ
ろ
う

か
。
宣
言
を
し
て
も
、
そ
の
達
成
に
向
け
た

事
業
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
や
Ｅ
Ｖ
バ

ス
へ
の
転
換
、
各
家
庭
で
の
省
エ
ネ
家
電
な

ど
の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
、
限
定
的
な
取
組

に
留
ま
っ
て
い
て
は
、
決
し
て
達
成
は
で
き

な
い
。
市
民
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
協
力
は
大
事

な
要
素
に
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
半
減
は
難

し
い
。

本
稿
で
は
、
自
治
体
が
主
導
的
に
行
う
ま

ち
づ
く
り
で
、
い
か
に
脱
炭
素
に
向
け
た
取

組
を
行
う
の
か
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

2
．�排
出
量
の
構
造
を
知
る

必
要
性

先
に
も
述
べ
た
が
脱
炭
素
を
実
現
す
る
に

は
、
現
在
の
排
出
量
の
構
造
を
知
る
こ
と
が

大
事
な
要
素
に
な
る
。

総
人
口
の
多
い
大
都
市
ほ
ど
総
排
出
量
が

多
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、

愛
知
県
や
千
葉
県
が
排
出
量
は
多
い（
図
1
）。

な
ぜ
、
東
京
の
排
出
量
は
少
な
い
の
か
。

そ
れ
は
、
東
京
で
は
産
業
集
積
が
少
な
く
、

そ
し
て
、
公
共
交
通
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た

め
、
移
動
に
伴
う
排
出
量
が
少
な
く
な
る
か

ら
だ
。
排
出
量
を
人
口
で
割
り
戻
し
て
み
る

と
（
図
2
）、
東
京
の
一
人
当
た
り
排
出
量
は

四
・
七
ｔ
で
、
東
京
よ
り
排
出
量
の
少
な
い

都
道
府
県
が
三
県
（
福
井
、
岐
阜
、
奈
良
）

し
か
存
在
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

東
京
は
人
口
も
総
排
出
量
も
多
い
も
の
の
、
一

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

村
木　

美
貴

千
葉
大
学
大
学
院 

工
学
研
究
院
教
授
　
工
学
博
士
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

人
当
た
り
の
排
出
量
が
と
て
も
少
な
く
な
る
。

人
口
が
二
〇
〇
万
人
以
下
の
県
が
も
っ
と

も
排
出
量
が
高
い
一
方
で
、
同
じ
く
人
口
規

模
が
小
さ
く
て
も
長
崎
、
山
梨
、
熊
本
、
鹿

児
島
な
ど
非
常
に
少
な
い
と
こ
ろ
も
存
在
す

る
。
こ
れ
は
、工
場
等
の
製
造
業
が
少
な
く
、

公
共
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
自
動
車
に
よ
る

排
出
量
が
低
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
反
対

に
、
も
っ
と
も
高
い
静
岡
県
は
二
十
三
・
四

ｔ
で
、
東
京
の
約
六
倍
に
な
る
。
こ
れ
は
県

レ
ベ
ル
で
の
差
を
見
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を

市
町
村
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
も
っ
と
地
域
差

の
で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

脱
炭
素
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、
県
内
で
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が

望
ま
し
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
構
造
や
、
再
エ
ネ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
都
市
地
域
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
脱
炭
素
都
市
宣
言

を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
同
日
、
同
内
容

の
施
策
を
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ

た
が
、
そ
れ
が
本
当
に
各
地
域
の
脱
炭
素
に

繋
が
る
の
か
、
最
適
な
シ
ナ
リ
オ
が
何
な
の

か
、
今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

3
．札
幌
市
の

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組

こ
こ
で
、
札
幌
市
の
脱
炭
素
に
向
け
た
取

組
を
紹
介
し
た
い
。
同
じ
都
市
に
長
く
関
わ

れ
る
と
、
都
市
づ
く
り
の
特
徴
を
長
い
ス
パ

ン
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、
幸
い

に
も
、
札
幌
の
都
市
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
十
年
以
上
が
経
過
し
た
。

札
幌
市
の
都
心
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
は
二
〇

一
三
年
か
ら
検
討
を
開
始
し
た
。
都
心
建
物

約
一
〇
〇
棟
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
調
査
や
、

国
土
交
通
省
の
支
援
事
業
等
も
経
て
、
二
〇

一
八
年
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
、
そ
の

後
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
そ
れ

に
従
い
進
め
て
い
る
。
一
九
七
二
年
の
札
幌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
に
併
せ
て
建
て
ら
れ

た
都
心
の
建
物
の
多
く
が
二
〇
二
〇
－
三
〇

年
に
建
替
え
を
迎
え
る
と
想
定
さ
れ
る
た

め
、
計
画
は
開
発
と
連
動
し
た
検
討
が
求
め

ら
れ
た
。

図1　都道府県別二酸化炭素排出量と人口の関係
資料）環境省資料（2017）と国勢調査（2015）から筆者作成

 図2　都道府県別の人口と一人当たり二酸化炭素排出量の関係
資料）環境省資料（2017）と国勢調査（2015）から筆者作成
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現
時
点
で
は
、
二
〇
五
〇
年
の
脱
炭
素
が

目
標
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
八

年
段
階
で
は
二
〇
一
二
年
比
八
〇
％
削
減
を

行
う
た
め
に
、
第
一
段
階
で
建
物
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
で
三
〇
－
五
〇
％
の
削
減
、
第
二

段
階
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
で
二
〇
％

削
減
、
第
三
段
階
で
再
エ
ネ
の
導
入
で
一
〇

－
三
〇
％
削
減
を
目
指
す
こ
と
を
記
載
し

た
。
数
値
目
標
が
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
た
め
、
札
幌
市
で
こ
の
よ
う
な
脱
炭
素

に
向
け
た
目
標
値
を
記
載
し
た
の
は
大
事
な

こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
計
画
は
、
都
心
の
開
発
と
連
動
し
た

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
を
目
指
す
た
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
不
動

産
、
金
融
機
関
、
エ
リ
マ
ネ
事
業
者
な
ど
の

様
々
な
主
体
が
参
加
し
た
。
当
初
は
共
通
言

語
の
な
い
中
、
議
論
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
る
が
、
各
主
体
の
役
割
を
認
識

で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
う
。

現
在
、
札
幌
市
は
開
発
と
連
動
し
た
脱
炭

素
化
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
は
脱
炭
素
に
資

す
る
取
組
を
開
発
事
業
が
行
っ
た
際
に
、
容

積
率
緩
和
と
連
動
さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。

北
海
道
経
済
を
牽
引
す

る
た
め
の
開
発
需
要
に

応
え
る
こ
と
と
、
進
め

ら
れ
る
開
発
が
環
境
へ

の
配
慮
を
最
大
限
に
推

進
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
そ
の
上
、

開
発
窓
口
を
一
本
化
す

る
こ
と
ま
で
位
置
づ
け

て
い
る
。
必
ず
し
も
全

員
が
飴
を
必
要
と
し
な

い
可
能
性
も
あ
る
が
、

容
積
緩
和
は
「
飴
」
に

過
ぎ
な
い
た
め
、
開
発

と
連
動
さ
せ
た
脱
炭
素

の
取
組
を
行
っ
た
こ

と
、
後
か
ら
導
入
の
難

し
い
建
物
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
う
し
た
取
組
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
大

事
な
点
と
な
っ
て
い
る
。

4
．�将
来
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と－ス
マ
ー
ト
化
と
の
連
動

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
脱
炭
素

の
達
成
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。
そ
し
て

脱
炭
素
の
達
成
に
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に

デ
ー
タ
の
取
得
と
そ
の
評
価
が
求
め
ら
れ

る
。
デ
ー
タ
を
取
れ
ば
、
脱
炭
素
の
達
成
が

決
し
て
簡
単
で
は
な
い
と
い
う
認
識
も
で
き

る
で
あ
ろ
う
し
、
ど
の
分
野
で
、
ど
れ
だ
け

の
対
応
が
必
要
な
の
か
も
わ
か
っ
て
く
る
。

最
後
に
、
脱
炭
素
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
連

動
さ
せ
て
い
る
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町

地
区
（
以
下
、
大
丸
有
地
区
）
か
ら
そ
の
重

要
性
を
説
明
し
た
い
。

大
丸
有
地
区
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ビ
ジ

ョ
ン
を
二
〇
一
九
年
に
策
定
し
て
い
る
。
こ

の
計
画
が
大
事
だ
と
思
う
の
は
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
の
た
め
、
も

っ
と
も
大
事
な
の
が
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
九
つ
の
目
標
達
成
の
た

め
に
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
が
い
か
に
関
係
す

る
か
が
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
だ

（
図
5
）。
つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
最
上
位
に
掲
げ
、
そ
の
達
成
の
た
め
に

き
ち
ん
と
ツ
ー
ル
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
多

く
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
先
端

技
術
の
導
入
を
最
も
大
事
な
要
素
と
し
て
い

図3　2050年に向けた脱炭素の方向性
出典）札幌市都心エネルギープラン

図4　脱炭素に向けた都市開発推進制度のイメージ
出典）札幌市
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

る
の
に
対
し
、
大
丸
有
地
区
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
像
実
現
の
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
」
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
化
に
徹
し
て
い
る
こ
と
が
最
も
大
き
な
特

徴
だ
と
思
う
。

で
は
、
こ
れ
が
脱
炭
素
と
い
か
に
関
係
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
が
地
区
で
展
開
す
る
各
種
事
業
を
下
支

え
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

（
図
6
）。
図
か
ら
も
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
モ
ビ
リ
テ

ィ
事
業
、
働
き
方
改
革
等
の
各
種
事
業
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
下
支

え
す
る
役
割
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
担
う
の
が
、
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

で
あ
る
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
組
織
は
、
こ
れ

ま
で
の
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
加
え

て
Ｄ
Ｘ
と
い
う
新
し

い
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
も
そ

も
ス
マ
ー
ト
化
は
ツ

ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ

が
何
の
目
的
の
た
め

に
使
う
か
、
と
い
え

ば
、
地
区
の
価
値
向

上
に
他
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
活
用

事
業
や
組
織
も
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
担
う

こ
と
が
も
っ
と
も
望

ま
し
い
こ
と
に
な
る
。

な
ん
で
も
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
事

業
を
行
う
こ
と
に
は
筆
者
は
反
対
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
役
割
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
も
同
時
に

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

5
．お
わ
り
に

最
後
に
数
行
、
ま
ち
づ
く
り
と
脱
炭
素
に

つ
い
て
強
調
し
て
お
く
べ
き
こ
と
を
記
載
し

て
お
き
た
い
。
冒
頭
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う

に
脱
炭
素
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。
し
か

し
、
脱
炭
素
は
数
字
で
説
明
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
上
に
、
目
に
見
え
な
い
排
出
量
削

減
は
、
多
く
の
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
何
を
実
現
す
る
か
と
い
う
ま
ち
づ

く
り
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
中
の
主
要
要
素
と
し
て
脱
炭
素
を
位
置

づ
け
る
こ
と
、
そ
の
運
用
を
脱
炭
素
だ
け
に

と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
ゴ
ー
ル
を
高
い
地

域
価
値
の
向
上
に
据
え
て
、
そ
こ
に
脱
炭
素

を
入
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
複
数
の
目
的
を

一
度
に
達
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と

が
大
事
だ
と
認
識
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
連
動
が
求
め
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
が
各
地
で
増

え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

図5　大丸有地区スマートシティとまちづくりビジョンの関係
https://www.tokyo-omy-council.jp/smartcity/our-project/

図6　大丸有地区スマートシティと脱炭素の関係
https://www.tokyo-omy-council.jp/smartcity/our-project/
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１
．�二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た

国
内
外
の
動
向

我
が
国
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
（
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
二
十
六
回
締
約
国
会
議
）
の
開
催

に
先
立
ち
、
二
〇
二
〇
年
十
月
、「
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
宣
言
し
た
。

ま
た
、
二
〇
二
一
年
四
月
に
は
、
二
〇
三
〇

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
つ
い
て

二
〇
一
三
年
度
比
四
六
％
削
減
を
目
指
し
、

さ
ら
に
五
〇
％
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦
を
続

け
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、
同

年
十
月
に
改
定
さ
れ
た
『
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
（
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
二
日
閣
議
決

定
）』
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
中
長
期
目
標
が

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
二
〇
二
一
年
十
二
月
に

は
、
国
土
交
通
省
の
環
境
関
連
施
策
の
実
施

方
針
を
定
め
る
「
国
土
交
通
省
環
境
行
動
計

画
」
を
改
定
し
、
下
水
道
に
お
い
て
も
関
連

施
策
の
目
標
を
掲
げ
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
国
土

交
通
省
と
日
本
下
水
道
協
会
は
下
水
道
政
策

研
究
委
員
会
「
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
の
あ

り
方
検
討
小
委
員
会
」（
委
員
長
：
東
洋
大

学　

花
木
啓
祐
教
授
）
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
下

水
道
の
将
来
像
を
定
め
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
目
標
を
と
り
ま
と
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
図
１
参
照
）。

２
．�下
水
道
分
野
に
お
け
る�

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
と�

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
活
用
の
現
状

下
水
道
分
野
で
は
近
年
約
六
〇
〇
万
ｔ
－

CO₂
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
て
い
る

（
図
２
参
照
）。
こ
れ
は
、
日
本
全
体
の
排
出

量
約
十
二
・
五
億
ｔ
－
CO₂
の
〇
・
五
％
に
相

当
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務

事
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
中
に

お
い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
こ
の
排
出
量
の
内
訳
と
し
て
は
、
処

理
場
で
の
電
力
消
費
量
に
よ
る
も
の
で
約
五

五
％
を
占
め
、
ポ
ン
プ
場
で
の
電
力
消
費

六
・
三
％
、
燃
料
使
用
五
・
二
％
と
合
わ
せ

る
と
、
全
体
の
約
六
六
％
に
相
当
す
る
。
そ

の
他
、
水
処
理
工
程
に
お
け
る
N₂O
、
CH₄
排
出

や
、
汚
泥
焼
却
工
程
に
お
け
る
N₂O
排
出
が
高

い
割
合
を
占
め
て
い
る
。

電
力
消
費
に
つ
い
て
は
、
近
年
増
加
傾
向

に
あ
り
、
全
国
ベ
ー
ス
で
の
年
間
電
力
費
も

約
一
、一
〇
〇
億
円
に
相
当
す
る
な
ど
、
省

エ
ネ
を
進
め
る
こ
と
は
下
水
処
理
に
係
る
コ

ス
ト
削
減
に
も
資
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

ま
た
、
下
水
汚
泥
焼
却
工
程
に
お
け
る
N₂O

排
出
に
つ
い
て
は
、
高
温
焼
却
の
実
施
や
N₂O

排
出
抑
制
型
の
焼
却
炉
へ
の
更
新
等
に
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
水
処
理
工
程
に
お
け

る
N₂O
、
CH₄
排
出
に
つ
い
て
は
、
過
去
十
年
以

上
横
ば
い
の
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
下
水
汚
泥
が
有
す
る
有
機
物
の
全

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
量
と
し
て
換
算
し
た
場
合
、

下
水
処
理
場
の
年
間
電
力
消
費
量
の
約
一
・

六
倍
に
も
相
当
す
る
約
一
二
〇
億
ｋ
Ｗ
ｈ
に

も
の
ぼ
る
な
ど
、
地
域
資
源
の
再
エ
ネ
と
し

て
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
し
う
る
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
も
有
し
て
い
る
。
下
水
汚
泥
に
含
ま

れ
る
有
機
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
率
は
、
近
年

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
、
固
形
燃
料
化
施
設

等
の
整
備
に
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
一

九
年
度
に
は
図
3
よ
り
二
四
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
有
効
利
用
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
農
産
物
の
育
成
に
不
可
欠
に
も
拘

わ
ら
ず
、
化
学
肥
料
の
製
造
に
必
要
な
リ
ン

は
全
量
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
が
、
リ
ン

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
下
水
道
へ 

向
け
た
日
本
下
水
道
協
会
の
取
組

主
幹
　
前
田
　
明
徳

主
任
　
井
澤
　
　
大

公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会

技
術
部
技
術
課
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

の
年
間
需
要
量

（
約
三
十
万
ｔ
）

の
う
ち
、
約
一

七
％
に
相
当
す

る
約
五
万
ｔ
が

下
水
汚
泥
に
含

ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
内

で
生
産
・
輸
入

さ
れ
る
窒
素
の

約
五
〇
％
に
相

当
す
る
量
が
下

水
と
し
て
流
入

す
る
な
ど
、
下

水
道
は
持
続
可

能
な
物
質
循
環

に
対
し
て
も
高

い
貢
献
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
が
、

下
水
汚
泥
の
緑
農
地
利
用
率
は
一
〇
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
二
〇
三
〇
年
度

目
標
等
の
達
成
の
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
さ
ら
な
る
排
出
削
減
や
下
水
道
の
有
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
活
用
に
戦
略
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
公

共
団
体
が
自
ら
取
り
組
む
地
球
温
暖
化
対
策

を
ま
と
め
た
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
事

務
事
業
編
）
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
一
般
市

四
百
九
十
団
体
の
う
ち
、
下
水
道
施
策
に
お

け
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
ま
で
策
定
し

て
い
る
団
体
は
五
十
団
体
程
度
で
あ
る
な

ど
、
下
水
道
施
策
と
目
標
値
の
位
置
づ
け
は

一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。

３
．二
〇
二
二
年
度
よ
り
策
定

し
た
中
期
計
画
に
基
づ
い
た

取
組

本
会
で
は
二
〇
五
〇
年
の
脱
炭
素
社
会

（
カ
―
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
の
実
現
に
向

け
、
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
下

水
道
資
源
の
有
効
利
用
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
支
援
を
行

い
、
下
水
道
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
利
活
用
促
進

に
加
え
、
下
水
道
資
源
の
循
環
利
用
の
拡
大

よ
り
地
域
へ
の
貢
献
と
下
水
道
の
さ
ら
な
る

成
長
を
促
す
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
目
指
す
。

脱
炭
素
社
会（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

図１　地球温暖化計画における下水道分野の目標＊１
（2030年度における温室効果ガス排出量を2013年度比で算定（CO2換算））

図２　�下水道分野の温室効果ガス排出量
の現状＊１

（H30下水道統計、資源利用調査より国交省
作成）

図3　下水道分野で創エネ/再エネの取組の現状＊１
（令和元年度資源有効利用調査より国交省作成）
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下
水
道
実
現
に
向
け
、
令
和
四
年
度
よ
り
、

脱
炭
素
化
に
資
す
る
技
術
や
施
策
等
の
調
査

及
び
そ
の
共
有
を
図
り
、
地
方
公
共
団
体
の

下
水
道
管
理
者
に
よ
る
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
、

省
資
源
等
の
促
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
「
下
水
道
Ｇ
Ｘ
促
進
調
査
専
門
委
員
会
」

を
令
和
四
年
八
月
に
設
置
し
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
調
査
専
門
委
員
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

審
議
内
容
に
対
し
、
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
か
ら
三
つ
の
Ｗ
Ｇ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

Ｗ
Ｇ
、
農
業
利
用
Ｗ
Ｇ
、
情
報
・
標
準
化
Ｗ

Ｇ
）を
置
き
審
議
を
行
う
体
制
と
し
て
い
る
。

以
下
に
専
門
委
員
会
並
び
に
三
つ
の
Ｗ
Ｇ
の

活
動
概
要
を
左
記
図
４
に
示
す
。

本
委
員
会
で
は
創
エ
ネ
ル
ギ
―
（
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
含
む
）、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及

び
、
下
水
汚
泥
由
来
肥
料
な
ど
下
水
道
資
源

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
最
新
事
例
、
選
定

手
法
等
を
網
羅
し
た
手
引
き
や
事
例
集
の
発

刊
や
、
こ
れ
ら
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
評
価
支

援
ツ
ー
ル
の
公
表
な
ど
へ

向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

※�

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　

�
本
会
の
脱
炭
素
の
取
組
は
、
下

水
道
政
策
・
制
度
、
技
術
な
ど

の
転
換
に
よ
り
、
脱
炭
素
社
会

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
を

達
成
し
、
地
球
環
境
の
改
善
と

地
域
社
会
の
成
長
へ
の
「
転
換
」

を
促
す
下
水
道
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
施
策
名
と
し
た
。

【
下
水
道
Ｇ
Ｘ
促
進
調
査

専
門
委
員
会
】

三
つ
の
Ｗ
Ｇ
の
統
括
審

議
を
行
う
と
共
に
、
必
要

に
応
じ
て
技
術
・
施
策
に

関
す
る
要
望
・
課
題
事
項
の
抽
出
を
行
い
、

地
方
自
治
体
か
ら
の
要
望
・
課
題
事
項
（
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
、
異
業
種
連
携
、
脱
Ｆ

Ｉ
Ｔ
後
な
ど
）
の
整
理
を
行
う
。

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
Ｗ
Ｇ
】

地
方
公
共
団
体
向
け
の
省
エ
ネ
化
、
創
エ

ネ
化
あ
る
い
は
コ
ス
ト
面
も
含
め
た
技
術
選

定
手
法
に
お
け
る
適
切
な
手
引
き
が
な
く
、

情
報
不
足
と
な
っ
て
い
る
課
題
が
あ
る
。
こ

の
た
め
過
去
に
実
施
さ
れ
た
技
術
手
法
を
整

理
し
、
こ
れ
ら
自
治
体
へ
の
指
南
書
と
な
る

取
組
事
例
集
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
分
析
な

ど
自
己
診
断
が
行
え
る
評
価
支
援
ツ
ー
ル
な

ど
の
作
成
へ
向
け
た
検
討
を
行
う
。

【
農
業
利
用
Ｗ
Ｇ
】

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
CO₂
削
減
計
画
に

お
い
て
下
水
汚
泥
由
来
肥
料
利
用
は
反
映
さ

れ
づ
ら
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
実
証
圃

場
調
査
を
踏
ま
え
て
CO₂
削
減
量
の
数
値
化
へ

の
模
索
を
行
う
。

さ
ら
に
下
水
汚
泥
由
来
肥
料
の
施
用
に
か

か
る
コ
ス
ト
試
算
ツ
ー
ル
の
作
成
並
び
に
、

重
金
属
や
臭
気
な
ど
風
評
改
善
に
向
け
た
事

例
を
蓄
積
し
た
Ｑ
＆
Ａ
集
な
ど
の
作
成
へ
向

け
た
検
討
を
行
う
。

【
情
報
・
標
準
化
Ｗ
Ｇ
】

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
評
価
に
お
い
て

は
適
切
な
温
暖
化
排
出
係
数
を
用
い
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら
排
出
係

数
の
標
準
化
へ
向
け
た
調
査
事
項
の
抽
出
及

び
課
題
の
整
理
等
を
行
う
。
さ
ら
に
下
水
汚

泥
由
来
肥
料
利
用
促
進
の
た
め
土
壌
や
堆
肥

の
測
定
項
目
並
び
に
分
析
手
法
の
標
準
化
へ

向
け
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構
築
な
ど
の
検
討

を
行
う
。

４
．�セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ
る�

情
報
発
信

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
グ
リ
ー
ン
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
取
組

や
本
会
の
取
組
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
、
セ

ミ
ナ
ー
開
催
等
に
よ
る
情
報
発
信
や
下
水
道

Ｇ
Ｘ
促
進
調
査
専
門
委
員
会
に
よ
る
脱
炭
素

化
の
ナ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

と
し
て
の
情
報
発
信
、
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
成
果
の
情
報
収
集
と
情
報
発
信
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
及
び
農
業
利
用
に
係
る
異
業

種
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
好
事
例
の
水
平
展

開
の
検
討
を
行
う
。

○
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

下
水
道
事
業
に
携
わ
る
地
方
公
共
団
体
、

民
間
企
業
、
研
究
機
関
な
ど
の
実
務
担
当
者

を
対
象
に
、
汚
泥
の
有
効
利
用
に
関
す
る
専

門
的
知
識
の
習
得
や
実
務
遂
行
能
力
の
向

上
、
情
報
の
水
平
展
開
な
ど
を
目
的
と
し
て

図４　下水道GX促進調査専門委員会活動体系

情報・標準化WGエネルギー利用WG 農業利用WG

下水道GX促進調査専門委員会
（３WGからの審議他、施策課題とりまとめ）

・
好
事
例
技
術
の
模
索
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化

・
肥
料
利
用
の
脱
炭
素
効
果
検

証
事
例
蓄
積

・
費
用
計
算
ツ
ー
ル
等
検
討

・
農
業
利
用
に
か
か
る
施
策
課

題
整
理

・
温
暖
化
排
出
係
数
の
標
準
化

に
向
け
た
課
題
整
理
と
適
用

事
例
発
信
の
検
討

・
農
業
利
用
に
か
か
る
蓄
積
分

析
デ
ー
タ
活
用
に
向
け
た
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
手
法
の
検
討

・
各
種
指
針
類
へ
の
反
映
検
討

・
好
事
例
技
術
の
模
索
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
分
析
計
算

ツ
ー
ル
等
検
討

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
か
か
る

施
策
課
題
整
理

技術委員会
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
令
和
四
年
十
一

月
に
第
三
十
四
回
開
催
を
熊
本
市
で
行
い
、

学
識
者
、
国
土
交
通
省
、
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

熊
本
市
の
浄
化
槽
設
備
、
汚
泥
燃
料
化
設
備

等
の
施
設
視
察
を
行
っ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
長

岡
技
術
科
学
大
学
姫
野
修
司
准
教
授
を
迎

え
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
開
催

水
・
資
源
・
熱
が
集
ま
る
下
水
道
は
「
食
」

に
貢
献
で
き
る
大
き
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
有

し
、
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
に
取
り
組
ん

で
も
、
そ
の
情
報
を
共
有
す
る
場
が
な
い
た

め
、
平
成
二
十
五
年
八
月
よ
り
国
土
交
通
省

と
本
会
で
、
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
地
方
公
共
団
体
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
な
る
「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
推

進
戦
略
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
た
。
令
和
四
年

一
月
に
は
第
十
六
回
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道

推
進
戦
略
チ
ー
ム
会
合
を
開
催
し
て
お
り
、

学
識
者
、
国
土
交
通
省
、
地
方
公
共
団
体
、

民
間
企
業
に
よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
は
東
京
大
学
加
藤
裕
之
特
任
准
教
授
を
迎

え
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

５
．下
水
道
協
会
の
事
業
活
動

に
お
け
る
脱
炭
素
化

本
会
で
は
、
令
和
四
年
十
月
十
八
日
に
事

業
活
動
の
脱
炭
素
化
に
関
す
る
以
下
の
二
点

の
内
容
の
記
者
発
表
を
行
っ
た
。

（
詳
細
はhttps://w

w
w
.jsw
a.jp/association/page-

27414/

を
参
照
）

○﹁
再
エ
ネ100

宣
言RE Action
﹂
へ

の
参
加

本
会
自
ら
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
た
め
、

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
事
業
活
動
で
使
用
す
る

電
力
を
一
〇
〇
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
換
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
日
本
の
下
水
道

関
係
団
体
と
し
て
初
め
て
「
再
エ
ネ100

宣

言RE A
ction

」
に
参
加
し
た
。

○
脱
炭
素
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策

定
と
取
組
の
実
施

本
会
は
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
、
今
後
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア

ク
シ
ョ
ン
・
下
水
道
協
会
」
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
策
定
し
、
取
組
を
進
め
る
。
目
標
と
し

て
電
力
の
一
〇
〇
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
に
加
え
て
、
二
〇
四
〇
年
ま
で
に

事
業
活
動
に
伴
う
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
会
が
実
施
す
る

脱
炭
素
化
に
関
す
る
取
組
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
整

理
し
、
会
員
・
認
定
工
場
等
に
対
し
研
修
、

ア
ド
バ
イ
ス
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
、
本
会
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
下
水
道
へ
向
け
た
取
組
で
あ
る
下
水
道
Ｇ

Ｘ
促
進
調
査
専
門
委
員
会
並
び
に
「
再
エ
ネ

100

宣
言RE A

ction

」
へ
の
参
画
な
ど
、

こ
れ
ら
の
脱
炭
素
化
に
対
す
る
取
組
を
率
先

す
る
こ
と
で
、
今
後
と
も
下
水
道
界
全
体
の

脱
炭
素
化
の
加
速
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

参
考
:
＊
１　

脱
炭
素
小
委
員
会
報
告
書
参
考
資
料

講演風景

図５　再エネ100宣言RE�Action�　PRチラシ
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
道
路
分
野
に
お
け
る
二
酸
化

炭
素
（
CO₂
）
の
排
出
源
・
排
出
量
の
現
状
を

解
説
し
、
国
土
交
通
省
道
路
局
に
よ
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
に
関
す
る
取

組
と
、
筆
者
ら
が
所
属
す
る
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
が
行
っ
て
き
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
関
連
す
る
研
究
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

１
．�道
路
分
野
に
お
け
る
CO₂
の�

排
出
源
・排
出
量
の
現
状

道
路
分
野
に
お
け
る
CO₂
の
排
出
源
は
、
①

道
路
を
利
用
す
る
自
動
車
の
走
行
に
伴
う
排

出
、
②
道
路
の
整
備
に
使
わ
れ
る
建
設
資
材

の
製
造
及
び
工
事
に
お
け
る
建
設
機
械
や
運

搬
車
両
の
稼
働
等
に
伴
う
排
出
、
③
道
路
の

管
理
に
必
要
な
道
路
照
明
設
備
、
電
気
通
信

設
備
、
換
気
設
備
、
消
融
雪
設
備
等
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
伴
う
排
出
、
の
三
つ

に
大
別
で
き
ま
す
。

CO₂
排
出
量
（
図
－
１
）
で
み
る
と
、
①

の
自
動
車
の
走
行
に
伴
う
排
出
量
が
最
も
大

き
く
、
令
和
二
年
度
で
は
約
一
六
二
百
万
ｔ

－
CO₂
／
年
に
の
ぼ
り
、
日
本
の
CO₂
排
出
量
の

約
一
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
令

和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
前
年
度
か
ら
一
割
も
減
少
し
て
い

ま
す
）。
ま
た
、
②
の
建
設
資
材
（
鉄
鋼
・

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
及
び
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
）
の
製
造
、
工
事
に
お
け

る
建
設
機
械
や
運
搬
車
両
の
稼
働
等
に
係
る

排
出
量
は
約
一
〇
・
四
百
万
ｔ
－
CO₂
／
年
、

③
の
道
路
の
供
用
・
管
理
に
係
る
排
出
量
は

約
一
・
四
百
万
ｔ
－
CO₂
／
年
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
道
路
の
建
設
・
供
用
・
維
持
管

理
に
係
る
排
出
量
（
②
＋
③
）
に
対
し
て
、

道
路
を
利
用
す
る
自
動
車
の
走
行
に
伴
う
排

出
量
（
①
）
が
十
倍
以
上
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

２
．�道
路
分
野
に
お
け
る�

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た
取
組

国
土
交
通
省
道
路
局
は
、
道
路
分
野
に
お

け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
「
低
炭
素
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

の
実
現
」、「
道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

の
省
エ
ネ
化
」、「
道
路
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

出
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
」
の
三

つ
に
分
類
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に

つ
い
て
以
降
に
掲
げ
る
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

1）

2）

2）

道
路
分
野
に
お
け
る 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献

大
城　
　

温

国
土
交
通
省 

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所 

道
路
交
通
研
究
部 

道
路
環
境
研
究
室
長

図－1　道路分野における主な排出源ごとのCO2排出量の内訳（令和２年度）
（出典：「令和5年度 道路関係予算概要」）

20



カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

（
１
）
低
炭
素
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の

実
現

低
炭
素
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向

け
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
水
素
自
動
車

な
ど
の
「
次
世
代
自
動
車
」
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
Ｅ
Ｖ
充
電
施
設
の
公
道
設
置
の

た
め
の
環
境
整
備
や
、
充
電
施
設
の
案
内
充

実
を
図
る
ほ
か
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

へ
の
協
力
、
走
行
中
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
技
術

の
研
究
支
援
（
図
－
２
、
写
真
－
１
）
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
渋
滞
に
よ
る
走
行
速
度
の
低
下
に

よ
っ
て
走
行
距
離
当
た
り
の
CO₂
排
出
量
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
や
渋
滞
対
策
の
実
施
な
ど
道
路
交
通
流
対

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
家
用

車
以
外
の
交
通
手
段
の
活
用
が
効
果
的
な
短

距
離
移
動
に
対
し
て
、
自
転
車
や
公
共
交
通

の
利
用
促
進
、
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用

推
進
、
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
道
路

の
形
成
な
ど
に
よ
り
短
距
離
移
動
の
低
炭
素

化
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
や
中
継
物
流
拠
点
整
備
等
に
よ
る
物

流
効
率
化
の
推
進
に
よ
り
低
炭
素
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

の
省
エ
ネ
化

道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
CO₂
だ
け
で
な
く
、
建
設
段
階
か
ら
維
持
管

理
段
階
ま
で
の
道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
に
わ
た
っ
て
排
出
さ
れ
る
CO₂
を
削
減
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
製
造
時
に
排
出
さ
れ
る

CO₂
が
少
な
い
建
設

資
材
や
、
施
工
時

や
供
用
時
に
大
気

中
の
CO₂
を
吸
収
し

て
固
定
す
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す

し
、
施
工
機
械
や
運
搬

車
両
の
燃
費
性
能
の
向

上
を
図
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
ガ
ソ
リ
ン
や
軽

油
か
ら
電
気
、
水
素
、

バ
イ
オ
燃
料
等
に
転
換

す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
の
導
入
等
に
よ
り
作

業
効
率
を
向
上
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
供
用
・
維
持

管
理
段
階
に
お
い
て

は
、
道
路
の
管
理
設
備

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
最
も
多
い

道
路
照
明
に
つ
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
セ
ン
サ
ー
技
術
や
調
光
機
能
の

活
用
、
低
位
置
照
明
の
導
入
等
、
道
路
照
明

の
高
度
化
を
進
め
て
い
ま
す
（
図
－
３
）。

（
３
）
道
路
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
し

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換

道
路
に
お
け
る
道
路
照
明
等
に
よ
る
電
力

消
費
量
の
う
ち
、
道
路
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
よ
り
賄
っ
て
い
る

の
は
わ
ず
か
〇
・
四
％
程
度
で
あ
り
、
道
路

空
間
を
活
用
し
て
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

拡
大
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図

－
４
）。
そ
の
た
め
、
現
在
は
道
路
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
の
た
め
の
技
術
指

針
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
．カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に

関
連
す
る
国
総
研
道
路
環

境
研
究
室
の
研
究

「
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
」（
通
称「
国

総
研
」）
は
、
住
宅
・
社
会
資
本
分
野
に
お

け
る
唯
一
の
国
の
研
究
機
関
で
す
。
筆
者
が

所
属
す
る
道
路
環
境
研
究
室
は
道
路
交
通
研

究
部
に
属
し
て
お
り
、
第
二
章
で
紹
介
し
た

国
土
交
通
省
道
路
局
が
推
進
す
る
取
組（
１
）

～（
３
）
と
連
携
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
国
総
研
道
路
環
境

3）

図－2　走行中ワイヤレス給電技術のイメージ
（磁界結合方式）

写真－1　�走行中ワイヤレス
給電技術の実験状況

図－3　センサー式道路照明技術のイメージ2）

図－4　�道路空間を活用した太陽光発電設備の導入
イメージ
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研
究
室
が
進
め
て
い
る
研
究
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

（
１
）�
自
動
車
走
行
時
の
CO₂
排
出
量
の

推
計
に
関
す
る
研
究

こ
の
研
究
課
題
は
、道
路
局
の
取
組「（
１
）

低
炭
素
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
現
」
と
関

連
す
る
も
の
で
す
。
直
接
的
に
低
炭
素
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
貢
献
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、次
世
代
自
動
車
の
普
及
、

道
路
交
通
流
対
策
、
短
距
離
輸
送
の
低
炭
素

化
、
物
流
の
効
率
化
等
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
に
よ
る
CO₂
排
出
量

削
減
効
果
を
把
握
・
評
価
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

自
動
車
走
行
時
の
CO₂
排
出
量
は
、「
走
行

台
数
（
台
）
×
走
行
距
離
（
㎞
）
×
排
出
係

数
（
ｇ
／
㎞
・
台
）」
で
計
算
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
こ
で
、「
排
出
係
数
」と
は「
自

動
車
一
台
が
一
㎞
走
行
す
る
際
の
CO₂

排
出
量
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の
「
排

出
係
数
」
は
燃
料
、
車
種
や
型
式
に

よ
っ
て
異
な
り
、
同
じ
型
式
で
あ
っ

て
も
積
載
重
量
や
走
行
状
態
（
平
均

速
度
や
加
減
速
の
状
況
）
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ
ン
車
を
電
気
自
動
車
に
転

換
す
る
効
果
は
、
走
行
台
数
や
走
行

距
離
は
変
化
せ
ず
排
出
係
数
の
み
が
小
さ
く

な
る
こ
と
で
表
現
さ
れ
、
道
路
交
通
流
対
策

の
効
果
も
主
に
交
通
が
円
滑
化
さ
れ
た
効
果

が
排
出
係
数
の
低
減
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
排
出
係
数
は
CO₂
排

出
量
削
減
効
果
を
把
握
・
評
価
す
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
次
世
代
自
動
車
の
普

及
や
燃
費
の
改
善
な
ど
の
最
新
状
況
を
反
映

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

国
総
研
で
は
、「
シ
ャ
シ
ダ
イ
ナ
モ
」
と

呼
ば
れ
る
排
ガ
ス
測
定
装
置
（
写
真
－
２
）

に
よ
っ
て
、
発
進
～
加
速
～
減
速
～
停
止
を

繰
り
返
す
実
際
の
走
行
状
態
（
図
－
５
）
を

模
し
た
CO₂
排
出
量
の
測
定
を
様
々
な
車
種
に

つ
い
て
行
う
と
と
も
に
、
実
際
の
道
路
を
走

行
す
る
自
動
車
の
年
式

別
車
種
別
構
成
を
調
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、
年

式
や
車
種
に
よ
り
異
な

る
燃
費
や
積
載
重
量
を
考
慮
し
た
排
出
係
数

を
算
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
予
測
へ
の

適
用
を
考
慮
し
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
法
」）
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
将

来
の
燃
料
消
費
率
の
規
制
を
見
込
ん
だ
将
来

の
排
出
係
数
も
併
せ
て
算
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
二
〇
〇
一
年
に
二
〇

〇
〇
年
次
、
二
〇
一
〇
年
次
、
二
〇
二
〇
年

次
に
お
け
る
CO₂
排
出
係
数
と
し
て
公
表
し
、

二
〇
一
二
年
に
再
度
調
査
を
行
い
二
〇
一
〇

年
次
、
二
〇
二
〇
年
次
、
二
〇
三
〇
年
次
の

CO₂
排
出
係
数
と
し
て
更
新
し
公
表
し
て
お
り

ま
す
（
図
－
６
）。
こ
れ
ら
の
排
出
係
数
は
、

我
が
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
対
策
効

果
の
算
出
や
道
路
事
業
評
価
に
お
け
る
CO₂
排

出
量
の
算
出
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
次
世
代
自
動
車
の
普
及
や
燃
費
の

改
善
な
ど
の
最
新
状
況
を
排
出
係
数
に
反
映

し
て
い
く
た
め
に
は
、
シ
ャ
シ
ダ
イ
ナ
モ
試

験
に
よ
る
CO₂
排
出
量
の
測
定
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
数
年
か
け
て
測
定
し
た
限
ら
れ
た

台
数
の
自
動
車
の
排
出
量
デ
ー
タ
か
ら
算
出

し
て
い
た
の
が
実
態
で
し
た
。
し
か
し
、
次

世
代
自
動
車
と
し
て
電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
な
ど
多
様
な
車
種
の
普
及
が
進
み

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
様
な
車
種
の

CO₂
排
出
係
数
を
よ
り
簡
便
に
算
出
す
る
方
法

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
総
研
で
は
、
自
動
車
走
行
時
CO₂

排
出
量
の
簡
便
な
測
定
方
法
や
、
排
出
係
数

の
効
率
的
な
更
新
方
法
を
開
発
す
る
た
め
に

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
度
ご
と
、
地
域

ご
と
に
排
出
係
数
を
効
率
的
に
精
度
良
く
算

出
で
き
れ
ば
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
の
た
め
の
取
組
（
次
世
代
自
動
車
の
普

4）

5）6）

写真－2　シャシダイナモ試験の状況

図－5　実際の道路における走行状態の例

図－6　�2001年に公表した2000年の排出係数4）及び�
2012年に公表した2010年の排出係数5）
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

及
や
道
路
交
通
の
円
滑
化
等
）
に
よ
る
効
果

の
定
量
的
評
価
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

（
２
）
道
路
管
理
設
備
に
お
け
る
消
費

電
力
量
削
減
に
関
す
る
研
究

こ
の
研
究
課
題
は
、道
路
局
の
取
組「（
２
）

道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
省
エ
ネ

化
」、「（
３
）
道
路
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出

し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
」
と
関
連

す
る
も
の
で
す
。

道
路
管
理
設
備
に
お
け
る
消
費
電
力
量
削

減
に
関
す
る
取
組
を
進
め
る
に
は
、
設
備
分

類
別
に
消
費
電
力
量
の
特
性
を
把
握
し
た
上

で
省
エ
ネ
技
術
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
な
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
に
国
総
研
が
国
道
事
務

所
等
（
十
箇
所
の
サ
ン
プ
ル
調
査
）
及
び
高

速
道
路
会
社・指
定
都
市
高
速
道
路
公
社（
九

社
、
以
下
「
高
速
道
路
会
社
等
」
と
い
う
）

の
道
路
管
理
設
備
に
お
け
る
設
備
分
類
別
の

消
費
電
力
量
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
（
図
－
７
）。

高
速
道
路
会
社
等
で
は
設
備
分
類
別
の
内

訳
が
不
明
の
会
社
が
含
ま
れ
る
た
め
一
部
推

定
を
含
み
ま
す
が
、
国
道
事
務
所
等
と
高
速

道
路
会
社
等
の
い
ず
れ
も
、
道
路
照
明
設
備

及
び
ト
ン
ネ
ル
設
備
の
合
計
で
消
費
電
力
量

の
六
割
程
度
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
前
述
の
国
総
研
調
査

以
外
で
は
、
全
国
の
道
路
管
理
設
備
に
お
け

る
消
費
電
力
量
デ
ー
タ
は
道
路
管
理
者
ご
と

の
整
理
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
設
備
分
類
別

の
内
訳
や
経
年
的
な
変
化
を
把
握
で
き
る
よ

う
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国

総
研
で
は
道
路
管
理
設
備
の
消
費
電
力
量
に

つ
い
て
削
減
施
策
の
立
案
や
効
果
測
定
に
資

す
る
た
め
、
照
明
や
消
融
雪
等
の
設
備
分
類

別
の
消
費
電
力
量
の
調
査
・
分
析
や
効
果
的

な
太
陽
光
発
電
の
導
入
方
策
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
道
路
管
理
設
備
向
け
に
太
陽
光

発
電
を
導
入
す
る
場
合
、
道
路
照
明
の
よ
う

に
太
陽
電
池
が
発
電
で
き
な
い
夜
間
に
電
力

を
消
費
す
る
設
備
に
対
し
て
は
蓄
電
設
備
も

併
せ
て
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
導
入
コ
ス
ト

が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト

ン
ネ
ル
設
備
で
は
外
部
の
明
る
さ
に
合
わ
せ

る
た
め
、
昼
間
の
方
が
む
し
ろ
照
明
設
備
の

消
費
電
力
量
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
本
研
究
課
題
で
は
、
昼
間
に
増

大
す
る
ト
ン
ネ
ル
設
備
の
電
力
を
太
陽
光
発

電
で
賄
う
こ
と
に
よ
り
系
統
電
力
の
使
用
量

を
平
準
化
す
る
（
図
－
８
）
な
ど
、
効
果
的

な
太
陽
光
発
電
の
導
入
や
消
費
電
力
量
の
削

減
に
資
す
る
べ
く
、
設
備
分
類
別
の
消
費
電

力
量
の
調
査
・
分
析
等
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

お
わ
り
に

本
稿
で
紹
介
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
令

和
四
年
四
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
五
期
国
土

交
通
省
技
術
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、「
グ
リ

ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た
技
術
研
究
開

発
」
の
う
ち
道
路
交
通
分
野
の
技
術
研
究
開

発
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
国

総
研
道
路
環
境
研
究
室
は
、
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
省
エ
ネ
化
や
グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
に
貢
献

す
る
た
め
に
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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献
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低炭素化

図－7　�設備分類別の
消費電力量の内訳

23



は
じ
め
に

脱
炭
素
問
題
に
お
け
る
住
宅
・
建
築
分
野

の
責
任
の
重
さ
を
示
し
、
こ
の
分
野
の
内
外

の
動
向
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
さ
ら
に
Ｌ

Ｃ
CO₂
問
題
を
含
め
、
持
続
可
能
社
会
構
築
に

向
け
た
住
宅
・
建
築
分
野
の
脱
炭
素
政
策
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

１�

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
お
け
る
二
つ
の

持
続
可
能
性
と
建
築
の
取
組

持
続
可
能
社
会
の
構
築
は
人
類
に
と
っ
て

最
大
の
課
題
と
い
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
は
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
最
も
重

要
な
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。
持
続
可
能
社
会

の
構
築
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
と

し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
、
全
世
界
が
取
り
組
ん

で
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
二
つ
の
持
続
可
能

性
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。一
つ
が「
地

球
の
持
続
可
能
性
」、
他
の
一
つ
が
「
人
類

の
持
続
可
能
性
」
で
あ
る
。
建
築
の
長
い
歴

史
に
お
い
て
、
そ
れ
が
排
出
す
る
環
境
負
荷

が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご
く

最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
目
標
と
さ
れ
て
き
た

の
は
、
も
っ
ぱ
ら
性
能
の
い
い
建
築
を
つ
く

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
居
住
環
境
品
質
の
向
上

で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
二
つ
の
持

続
可
能
性
の
う
ち
、「
地
球
の
持
続
可
能
性
」

は
「
建
築
物
か
ら
発
生
す
る
環
境
負
荷
の
削

減
」
に
直
結
し
、「
人
類
の
持
続
可
能
性
」

は「
居
住
環
境
水
準
の
向
上
」に
対
応
す
る
。

本
稿
の
主
題
で
あ
る
省
エ
ネ
、
脱
炭
素
は
も

っ
ぱ
ら
前
者
に
か
か
わ
る
話
題
で
あ
る
が
、

例
え
ば
低
所
得
者
向
け
住
宅
の
建
設
と
い
う

課
題
は
後
者
に
属
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ

る
経
済
、
社
会
、
環
境
の
統
合
的
取
組
と
い

う
視
点
の
下
に
、
負
荷
削
減
と
品
質
向
上
を

統
合
し
た
建
築
分
野
の
脱
炭
素
の
取
組
の
推

進
が
求
め
ら
れ
る
。

２�

持
続
可
能
社
会

に
向
け
た
国
連

の
取
組
と
日
本

の
対
応

最
近
の
五
十
年
に
お
け
る

持
続
可
能
社
会
建
設
に
向
け

た
内
外
の
動
向
を
図
１
に
示

す
。
上
段
が
国
連
の
動
き
、

下
段
が
国
交
省
に
よ
る
住
宅

断
熱
の
強
化
の
経
緯
で
あ

る
。
数
十
年
単
位
で
み
る
と

取
組
は
着
実
に
進
行
し
て
い

る
が
、
気
候
変
動
問
題
の
緊

急
性
を
考
え
る
と
十
分
な
ス

ピ
ー
ド
で
対
応
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
わ
が
国
の
省

エ
ネ
計
画
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

持
続
可
能
社
会
構
築
に
向
け
た 

住
宅
・
建
築
分
野
の
省
エ
ネ
政
策
の
あ
り
方

〜
運
用
段
階
の
省
エ
ネ
か
ら
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
る
脱
炭
素
へ
〜

村
上　

周
三

一
般
財
団
法
人
住
宅
・
建
築
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

推
進
セ
ン
タ
ー 

理
事
長

図1　省エネに係る内外の動向：最近の50年について

国連等の取組（抜粋）

・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030

・
パ
リ
協
定

・
断
熱
等
級
６
、７
告
示

・
京
都
議
定
書 

終
了

・
断
熱
基
準 

改
正

　（
次
世
代
基
準
）

・
M
G
D
ｓ

・
I
P
C
C

・
S
G
D
ｓ

・
リ
オ
＋
20

・
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

・
断
熱
基
準 

改
正

　（
新
基
準
）

・
断
熱
基
準

　（
旧
基
準
）

・
低
炭
素
建
築
物 

認
定

　（
エ
コ
ま
ち
法
）

国交省の取組：住宅断熱等に関して（抜粋）

・
環
境
配
慮
契
約
法

　（
C
A
S
B
E
E
、L
C
Ｃ
Ｏ
２
）

・
T
C
F
D
提
言

・
断
熱
義
務
化

・
W
H
O
勧
告

・
住
生
活
基
本
法

　（
Z
E
H
、L
C
C
M
住
宅
）

・
京
都
議
定
書 

採
択

・
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト

・「
成
長
の
限
界
」

　（
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
）
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

枠
組
み
と
整
合
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
国
際
舞
台
で
、

各
国
の
脱
炭
素
の
取
組
状
況
に
対
す
る
要
求

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
の
で
、
国
際

動
向
に
対
す
る
配
慮
は
一
層
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

３
脱
炭
素
問
題
に
お
け
る

建
築
分
野
の
責
任

世
界
全
体
の
CO₂
排
出
量
の
三
八
％
は
建
築

に
起
因
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
で
評
価
す
れ
ば
、
七
〇
％
が
運
用
段

階
で
排
出
さ
れ
、
三
〇
％
が
建
物
建
設
に
伴

っ
て
排
出
さ
れ
る
︵
い
わ
ゆ
る
エ
ン
ボ
デ
ィ

ド
カ
ー
ボ
ン
︶。
従
来
、
建
築
分
野
の
省
エ

ネ
対
策
は
運
用
段
階
を
主
な
る
対
象
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
運
用
段
階
の

省
エ
ネ
が
進
む
ほ
ど
、
後
者
の
割
合
が
大
き

く
な
る
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
十
年
に
限
定
す

れ
ば
、
エ
ン
ボ
デ
ィ
ド
カ
ー
ボ
ン
が
七
〇
％

を
占
め
る
。
一
方
、
二
〇
六
〇
年
ま
で
に
世

界
の
建
築
ス
ト
ッ
ク
は
二
倍
に
な
る
と
予
想

さ
れ
、
建
築
分
野
の
CO₂
排
出
は
増
加
傾
向
が

続
く
。
建
築
物
の
寿
命
は
通
常
の
工
業
製
品

に
比
べ
て
著
し
く
長
い
の
で
、
粗
悪
建
築
に

よ
る
ロ
ッ
ク
イ
ン
現
象
が
発
生
し
や
す
い
。

多
く
の
意
味
で
建
築
分
野
に
課
せ
ら
れ
た
脱

炭
素
の
責
任
は
重
い
。

４
日
本
の
現
状

世
界
各
国
の
省
エ
ネ
の
努
力
を
比
較
し
た

結
果
を
図
２
に
示
す
。

総
合
順
位
で
日
本
は
七

位
で
十
分
に
高
い
が
、

建
築
部
門
は
十
六
位
で

相
対
的
に
低
い
。
建
築

部
門
で
の
取
組
状
況
が

低
い
こ
と
の
背
景
と
し

て
、
後
述
す
る
よ
う
に

日
本
の
温
暖
な
気
候
や

暖
房
を
多
用
し
な
い
独

特
な
生
活
習
慣
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

民
生
︵
業
務
＋
家

庭
︶、
産
業
、
運
輸
三

部
門
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
動
向
を
図

３
に
示
す
。
一
九
九
〇

年
を
起
点
と
し
て
、
産

業
、
運
輸
部
門
が
減
少

し
て
い
る
の
に
比
べ
、

民
生
部
門
の
増
加
割
合

が
著
し
い
。
こ
の
部
門

で
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
こ
ろ

ま
で
は
大
幅
増
加
の
傾
向
を
示
し
た
が
、
こ

こ
十
五
年
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
層
の
削

減
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
建
物
の
省
エ
ネ
基
準
が
初

め
て
提
示
さ
れ
た
の
は
一
九
八
〇
年
で
あ
る
。

そ
の
後
、
京
都
議
定
書
や
パ
リ
協
定
な
ど
の

取
組
に
参
加
す
る
中
で
、
図
１
に
示
す
よ
う

に
数
次
に
わ
た
る
改
定
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

図
４
に
示
す
よ
う
に
、
ス
ト
ッ
ク
住
宅
全
体

図2　省エネの進捗評価の国際比較：ACEEEによる
 ACEEE：米国エネルギー効率経済評議会

（出典）2022 International Energy Effi  ciency Scorecard, ACEEE
（American Council for an Energy-Effi  cient Economy）
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図3　部門別のエネルギー消費の推移（1990～2019）
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と
し
て
は
無
断
熱
や
一
九
八
〇
年
基
準
の
断

熱
性
能
の
低
い
住
宅
が
全
体
の
二
／
三
を
占

め
て
お
り
、
断
熱
水
準
は
低
い
。
現
行
基
準

に
適
合
し
て
い
る
割
合
は
一
三
％
で
あ
る
。

住
宅
・
建
築
分
野
で
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｚ
Ｅ

Ｂ
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、暖
房・

冷
房
を
対
象
と
し
た
断
熱
強
化
に
よ
る
省
エ

ネ
が
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は

海
外
も
同
様
で
あ
る
。
図
５
に
、
住
宅
に
お

け
る
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
国
際
比
較

を
示
す
。
日
本
に
お
い
て
、
暖
房
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
る
。
欧
米
の
先
進
国
の
場
合
、
断
熱
向

上
に
よ
り
大
幅
な
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
日
本
で
は
残
念
な
が
ら
断
熱

に
よ
る
大
き
な
省
エ
ネ
を
期
待
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
日
本
で
断
熱
基
準
の
義
務
化
が
海

外
先
進
国
に
比
べ
て
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
の

背
景
と
し
て
、
期
待
さ
れ
る
効
果
が
小
さ
い

と
い
う
実
態
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
と
省
エ
ネ
・創
エ
ネ
・

畜
エ
ネ

二
〇
一
二
年
の
福
島

原
発
事
故
以
前
の
脱
炭

素
計
画
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
や

各
国
の
予
測
を
含
め
、

殆
ど
す
べ
て
原
発
建
設

に
全
面
的
に
依
存
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
二
〇
一
一
年
の
原
発

事
故
に
よ
り
省
エ
ネ
・

脱
炭
素
運
動
に
お
け
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
化

し
、
原
発
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ

フ
ト
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

枠
組
み
で
進
行
し
た
。

そ
の
結
果
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
は

劇
的
に
低
下
し
、
既
存

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
十
分

な
競
争
力
を
有
す
る
ま

で
に
成
長
し
た
。

建
築
分
野
で
の
省
エ
ネ
対
策
の
中
心
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
運
用
段
階
の
取
組
も
こ

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
運
用
段
階
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
た
創
エ

ネ
と
こ
れ
を
管
理
す
る
た
め
の
蓄
エ
ネ
の
普

及
が
現
実
的
と
な
っ
て
き
た
。
特
に
住
宅
に

お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
と
供
給
の
両

側
面
に
関
心
を
持
ち
、
プ
ロ
シ
ュ
ウ
マ
ー
と

し
て
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
・
畜
エ
ネ
の
統
合
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
る
ユ
ー
ザ

ー
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
運
用
段
階
の

省
エ
ネ
は
新
た
な
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

６
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
脱
炭
素
へ

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め

に
、
脱
炭
素
に
関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
︵
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
︶
の
動
き
が
グ
ロ
ー

バ
ル
な
枠
組
み
で
進
行
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｃ
Ａ

に
係
る
各
種
の
国
際
基
準
な
ど
も
制
定
さ

れ
、
エ
ン
ボ
デ
ィ
ド
カ
ー
ボ
ン
に
対
す
る
配

慮
な
し
に
、
国
内
、
国
外
に
お
い
て
建
設
に

係
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
が
困
難
な

時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
国
土
交
通
省
で
は

Ｌ
Ｃ
Ａ
の
重
要
性
に
留
意
し
、
早
く
か
ら
Ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
や
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
︱
Ｌ
Ｃ
CO₂
認

図4　住宅ストック（約5400万戸）の断熱性能
出典：国土交通省調査によるストックの性能別分布を基に、住宅土地統計調査による改修件数及び

事業者アンケート等による新築住宅の省エネ基準適合率を反映して推計（R1年度）。

現行基準（1999）
（13％）

H4基準（1992）
（22％）

S55基準（1980）
（36％）

S55基準（1980）
に満たないもの
（無断熱等）
（29％）

図5　住宅のエネルギー消費の国際比較［1］（GJ/世帯/年）
［1］住環境計画研究所
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

証
等
の
取
組
を
支

援
し
て
き
た
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
の
枠
組

み
を
図
６
に
示

す
。CO₂
の
排
出
は
、

①
当
初
の
建
設
段

階
で
の
発
生
、
②

運
用
段
階
の
建
築

工
事
に
関
わ
る
発

生
、
③
廃
棄
段
階

で
の
発
生
、
④
暖

冷
房
な
ど
の
建
物

運
用
に
関
わ
る
発

生
の
四
つ
に
分
類

さ
れ
る
。
①
＋
②

＋
③
を
エ
ン
ボ
デ

ィ
ド
カ
ー
ボ
ン
と

呼
び
、
④
を
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
カ

ー
ボ
ン
と
呼
ぶ
。

①
を
特
に
ア
プ
フ

ロ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

と
呼
び
、
全
体
を

ま
と
め
て
Ｗ
Ｌ
Ｃ

︵
ホ
ー
ル
ラ
イ
フ

カ
ー
ボ
ン
︶
と
呼

ぶ
。
脱
炭
素
を
徹

底
し
て
進
め
る
に
は
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
手
法
の
活
用

は
必
須
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
日
本
の
脱
炭

素
政
策
は
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
枠
組
み
の
下
に
Ｗ
Ｌ

Ｃ
の
削
減
に
向
け
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
国
交
省
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、

建
物
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
推
進
に
関
す
る
委
員
会
が

発
足
し
た
。

７
省
エ
ネ
が
も
た
ら
す
コ
ベ
ネ

フ
ィッ
ト
と
脱
炭
素
政
策
の

統
合
的
取
組

日
本
で
は
伝
統
的
に
暖
房
を
あ
ま
り
使
用

し
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
、
低

い
室
温
が
も
た
ら
す
健
康
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
き
た
。
近
年
、
断
熱
向
上
が
居
住
者
の
健

康
維
持
、
増
進
に
も
た
ら
す
効
果
が
大
き
い

こ
と
が
、
医
学
と
建
築
学
の
協
同
研
究
に
よ

り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
省
エ
ネ
の
た
め

の
断
熱
の
向
上
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
だ
け

で
な
く
、
冬
季
の
屋
内
環
境
の
改
善
と
い
う

コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。
断
熱
の
た

め
の
投
資
の
回
収
年
数
は
、
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
の
組
込
み
に
よ
り
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
建
築
計
画
の
目

標
と
し
て
環
境
負
荷
の
削
減
と
環
境
品
質
の

向
上
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
人

類
は
全
時
間
の
九
〇
％
を
屋
内
で
過
ご
す
と

言
わ
れ
る
。
我
々
は
脱
炭
素
の
推
進
に
お
い

て
、
同
時
に
居
住
環
境
の
向
上
と
い
う
側
面

に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
脱
炭
素
は
気
候

変
動
問
題
を
含
め
屋
外
環
境
の
改
善
に
貢
献

し
、
結
果
と
し
て
屋
内
環
境
の
向
上
に
も
貢

献
す
る
。
両
者
は
補
完
関
係
に
あ
り
、
そ
の

取
組
に
は
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
期
待
す
る
こ
と

が
で
き
る
。"
我
慢
の
省
エ
ネ
"
だ
け
で
は

負
担
感
が
強
く
、
脱
炭
素
に
向
け
た
賛
同
が

得
ら
れ
に
く
い
。
こ
れ
か
ら
の
脱
炭
素
行
政

は
、
負
荷
削
減
と
環
境
品
質
向
上
の
両
者
に

留
意
し
た
、
経
済
、
社
会
、
環
境
の
統
合
的

取
組
の
視
点
の
下
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
統
合
的
視
点
は
脱
炭
素
が
広
く
社
会
課

題
の
解
決
に
貢
献
す
る
構
造
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
幅
広
い
賛
同
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
と
め

気
候
変
動
問
題
の
緩
和
に
向
け
て
持
続
可

能
社
会
構
築
の
緊
急
性
は
高
く
、
建
築
分
野

に
お
い
て
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
評
価
を
含
め
よ
り
徹
底

し
た
脱
炭
素
の
取
組
の
早
急
な
具
体
化
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
環
境
負
荷
削
減
と
環

境
品
質
向
上
の
両
者
に
留
意
し
た
統
合
的
視

点
に
基
づ
く
取
組
が
有
効
で
あ
る
。

図6　LCCO2評価の枠組み
出典：WBCSD（持続可能な開発のための世界経済人会議）：Net-zero buildings: Where do we stand?

https://www.wbcsd.org/contentwbc/download/12446/185553/1
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は
じ
め
に

大
蔵
村
は
、
一
千
世
帯
、
人
口
三
千
人
弱

と
山
形
県
で
最
も
人
口
規
模
の
小
さ
な
村
で

す
。
ま
た
、
冬
の
積
雪
深
は
三
ｍ
か
ら
四
ｍ

と
国
の
特
別
豪
雪
地
帯
の
指
定
を
受
け
る
ほ

ど
、降
雪
が
多
い
地
域
で
す
。
こ
の
豪
雪
は
、

通
学
や
通
勤
、
高
齢
者
の
買
い
物
、
通
院
な

ど
日
常
生
活
を
送
る
上
で
大
き
な
支
障
と
な

っ
て
お
り
、
若
者
層
の
減
少
と
高
齢
化
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
規
模
の

少
な
さ
を
悲
観
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
の
出
生
数
が
極
端
に
少
な
く
な

っ
て
い
る
現
状
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
過
疎
化
、
特
に
若
者
世
代
の
村
内
定

着
に
向
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
政
策
と
し
て
「
住

民
の
電
気
代
を
〇
円
に
し
た
い
」
と
い
う
村

長
の
思
い
と
夢
が
発
電
事
業
に
取
り
組
ん
だ

契
機
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
頃
、
世
界
中
で
気
候
変
動
の
影
響
が

深
刻
化
す
る
こ
と
を
受
け
、
パ
リ
協
定
で
世

界
共
通
の
長
期
目
標
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、

地
球
温
暖
化
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
山
形

県
に
お
い
て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
基
地
化
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

開
発
と
普
及
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
実
現
の
三
本
を
柱
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
の

流
れ
か
ら
、
本
村
で
も
脱
炭
素
社
会
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
人
口
三
千
人
弱
の
小
さ

な
村
の
脱
炭
素
社
会
へ
の
挑
戦
と
し
て
、
本

村
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

砂
防
施
設
を
活
用
し
た 

水
力
発
電
の
可
能
性

二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
国
土
交
通
省
新
庄

河
川
事
務
所
が
実
施
し
た
「
新
庄
河
川
事
務

所
管
内
砂
防
施
設
小
水
力
発
電
可
能
性
調
査

業
務
」
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
本
村
を
縦
断

す
る
銅
山
川
流
域
の
砂
防
施
設
に
お
け
る
水

力
賦
存
量
が
非
常
に
多
い
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
の
公
表
を
契
機
に
、
民
間

事
業
者
か
ら
熱
心
な
事
業
化
の
提
案
が
あ

り
、
本
村
と
し
て
も
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す

第
一
歩
と
し
て
、
銅
山
川
の
豊
富
な
水
量
を

利
用
し
た
発
電
事
業
へ
の
取
組
を
選
択
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
本
村
独
自
に
水
量
調
査
を

実
施
す
る
傍
ら
、
提
案
の
あ
っ
た
民
間
企
業

を
交
え
、
事
業
の
採
算
性
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
水
資
源
と
砂
防
堰
堤
の
高
低
差

を
活
用
し
た
発
電
事
業
は
、
事
業
採
算
性
が

あ
る
と
の
判
断
を
し
ま
し
た
。二
〇
一
六
年
、

小
さ
な
村
の
脱
炭
素
社
会
へ
の
挑
戦
と
し

て
、升
玉
水
力
発
電
事
業
の
実
施
を
決
定
し
、

民
間
事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
河
川
法
に
基

づ
く
協
議
や
設
備
認
定
に
向
け
た
準
備
を
本

格
化
さ
せ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

本
発
電
事
業
の
実
施
主
体
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
と
言
わ
れ
る
官
民
連
携
事
業
と

し
て
、
特
定
事
業
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
を

設
立
し
て
い
ま
す
。

当
初
、
村
独
自
に
再
生
可
能
資
源
を
活
用

し
た
発
電
事
業
を
模
索
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

砂防堰堤を活用した小さな
村の脱炭素社会への挑戦
～おおくら升玉水力発電所～

山形県大蔵村　副村長

安彦　加一

舛玉砂防堰堤（着工前）
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

ま
す
が
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
者
が
い
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
水
力
発
電
事
業
で
豊
富

な
経
験
を
持
つ
民
間
企
業
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
ま
し
た
。
本
発
電
事
業
を
進
め
る
上
で
、

国
や
県
、
地
域
住
民
、
金
融
機
関
と
の
調
整

は
村
が
主
と
し
て
担
い
、
技
術
的
な
調
整
に

つ
い
て
は
、
民
間
企
業
が
担
う
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
事
業
の
早
期
実

現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
資
本
出
資
割
合
は
、
大
蔵
村
が

四
九
％
、
日
本
工
営
株
式
会
社
の
子
会
社
で

あ
る
株
式
会
社
工
営
エ
ナ
ジ
ー
が
四
八
％
、

地
元
企
業
の
も
が
み
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式

会
社
が
三
％
と
し
て
、「
地
域
貢
献
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

升
玉
水
力
発
電
の
事
業
概
要
等

升
玉
水
力
発
電
所
は
、
一
級
河
川
最
上
川

水
系
銅
山
川
の
砂
防
施
設
と
し
て
、
国
土
交

通
省
が
管
理
す
る
舛
玉
砂
防
堰
堤
に
取
水
口

と
導
水
路
を
設
置
し
、
堰
堤
直
下
に
小
水
力

発
電
施
設
を
設
置
し
た
も
の
で
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

取
水
口
か
ら
放
水
口
ま
で
の
延
長
を
約
五

〇
ｍ
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
河
川
の
減
水
区

間
が
生
じ
な
い
よ
う
河
川
環
境
に
配
慮
し
た

設
備
と
し
て
い
ま
す
。

発
電
方
式
は
、
流
込
式
水
路
式
と
い
う
方

式
で
、
有
効
落
差
は
一
〇
・
一
六
ｍ
、
最
大

使
用
水
量
は
毎
秒
六
ｔ
。
最
大
出
力
は
四
九

〇
ｋ
Ｗ
ｈ
で
、
年
間
発
電
量
は
約
三
、五
〇

〇
Ｍ
Ｗ
ｈ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
発
電

量
は
、
一
般
家
庭
の
約
一
、〇
〇
〇
世
帯
の

電
気
量
に
相
当
し
、
理
論
的
に
は
村
長
が
提

唱
し
た「
住
民
の
電
気
代
を
〇
円
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
形
に
な
り
、
電
力
の
地
産
地

消
を
実
現
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
電
力
の
地
産
地
消
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、
送
電
網
の
利
用
や
発
電
停
止
時

の
電
力
供
給
な
ど
多
く
の
課
題
も
あ
り
、
村

で
は
売
電
益
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
方
針
を
転
換
し
、
現
在
は
Ｆ
Ｉ

Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
に
よ
る
全
量
売

電
を
行
っ
て
い
ま
す
。

升
玉
水
力
発
電
事
業
に
対
す
る

本
村
の
想
い

①
脱
炭
素
社
会
へ
の
挑
戦

本
村
が
掲
げ
る
発
電
事
業
へ
の
想
い
の
一

つ
に
脱
炭
素
社
会
へ
の
挑
戦
が
あ
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
と
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
に
よ
る
環
境
へ
の
貢
献
を
目
指

す
も
の
で
す
。
今
、
本
村
の
中
学
生
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
環
境
問
題
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
も
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
理

念
の
下
、
本
発
電
事
業
と
と
も
に
森
林
資
源

の
循
環
利
用
に
も
意
を
配
し
、「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
宣
言
を
見
据
え
、
脱
炭
素

社
会
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
自
立

本
村
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
豊
富
な
河
川

水
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
自
立 村役場のサイネージ

発電施設全景

舛玉砂防堰堤（完成後）
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を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
農
業
や
冬

期
間
の
暖
房
な
ど
、
化
石
燃
料
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
、
電
力
に
つ
い
て
は
地
産
地
消
と
い
う

目
標
の
達
成
が
微
か
に
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
自
立

に
向
け
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
学
習
型
観
光
の
推
進

本
村
に
は
、
日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る

佇
ま
い
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
懐
か
し
い
風

景
に
心
が
和
む
一
二
〇
ha
も
の
広
大
な
四
ヶ

村
の
棚
田
や
一
二
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
湯
治
場
風
情
を
色
濃
く
残
す
肘
折
温
泉
が

多
く
の
観
光
客
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
戦
国
時
代
に
最
上
郡
の
大
半
の
領

域
を
統
治
し
、
最
上
川
の
舟
運
で
栄
え
た
清

水
城
址
と
と
も
に
、
清
水
城
址
を
取
り
巻
く

史
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
観
光
資

源
に
磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、
水
力
発
電

所
を
組
み
合
わ
せ
た
学
習
型
観
光
の
推
進
も

本
事
業
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

本
村
は
、
農
業
と
観
光
産
業
を
基
幹
産
業

の
双
璧
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
温

泉
地
を
中
心
と
し
た
観
光
か
ら
、村
内
の
様
々

な
分
野
の
資
源
を
巡
る
観
光
ス
タ
イ
ル
に
変

え
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

水
力
発
電
所
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

学
習
の
場
と
し
て
の
機
能
を
備
え
、
観
光
産

業
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
事
業
利
益
の
還
元

水
力
発
電
事
業
の
利
益
還
元
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
も
発
電
事
業
の
目
的
の
一
つ
と
し

て
い
ま
す
。
本
発
電
事
業
は
、
出
資
企
業
か

ら
の
提
案
で
「
地
域
貢
献
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
事
業
で
す
。
事
業
計
画
の
段
階
か
ら

発
電
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
協
議
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
金
融
機
関
の
融
資
条
件
も
あ
り
、

す
ぐ
に
地
域
貢
献
費
を
支
出
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
現
在
村
が
行
っ
て
い
る
事
業

か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
肩
代
わ
り
し
て
地
域
貢
献
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
升
玉
水
力
発
電
所
が
立
地
し
て
い
る

地
域
は
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
顕
著
で
地
域

の
結
び
つ
き
が
希
薄
と
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
発
電
所
周
辺
を

公
園
化
し
、
地
域
の
憩
い
の
場
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住

民
同
士
は
も
と
よ
り
、
そ
こ
を
訪
れ

る
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
、
地
域
づ
く
り
を
支
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

⑤
自
主
財
源
の
確
保

村
税
等
の
収
入
は
全
体
予
算
の

一
割
程
度
と
自
主
財
源
が
乏
し
く
、

地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
か
ら
の
固
定
資
産
税
、
法
人
税
等
の

納
付
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
も
発
電
事
業

の
大
き
な
目
的
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

税
収
を
財
源
と
し
て
、
村
民
の
方
々
に
水
力

発
電
事
業
を
実
施
し
た
恩
恵
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
六
月
末
に
発
電
施
設
が
完
成

し
た
こ
と
で
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
が
課
税
と
な
り
ま
し
た
。
村
と
し
て
発

電
所
設
置
の
恩
恵
を
還
元
す
る
意
味
で
、
Ｓ

Ｐ
Ｃ
か
ら
の
固
定
資
産
税
を
財
源
と
し
て
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
保
育
料
を
完
全

無
償
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誕
生
祝
金
や

小
学
校
、
中
学
校
入
学
時
の
祝
金
支
給
の
財

源
に
も
充
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ

Ｓ
Ｐ
Ｃ
か
ら
の
税
収
に
見
合
う
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
税
収
の
増
加
等
を
見
込
み

全
世
帯
に
恩
恵
が
行
き
渡
る
よ
う
な
事
業
の

展
開
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

発
電
事
業
の
最
大
の
目
的
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
今
回
の
事
業
は
砂

防
堰
堤
と
い
う
土
砂
災
害
を
防
ぐ
役
割
を
果

た
す
施
設
か
ら
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
す
夢
の
あ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
た
い
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
と
い
っ
た
リ

ス
ク
を
次
世
代
に
残
さ
な
い
と
い
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
小
さ
な
大
蔵
村
か
ら
で
も
発
信
で

水力発電見学（小学生）
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

き
る
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
村
民
の

方
々
か
ら
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
村
と
し

て
、
そ
の
こ
と
が
最
も
大
き
な
目
的
で
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

升
玉
水
力
発
電
事
業
の
特
徴

①
砂
防
堰
堤
の
活
用

本
事
業
は
、
砂
防
堰
堤
を
活
用
し
た
水
力

発
電
事
業
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
発
電
事
業

で
は
、
国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
砂
防
堰
堤

の
袖
部
分
（
非
越
流
部
）
に
穴
を
あ
け
て
取

水
す
る
と
い
う
も
の
で
、
全
国
的
に
も
め
ず

ら
し
い
取
水
方
式
を
採
用
し
た
事
業
で
あ

り
、国
土
交
通
省
新
庄
河
川
事
務
所
か
ら
は
、

大
変
な
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
近
年
の
国
に
よ
る
規
制
緩
和
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
事
業
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
来
、
砂
防
堰
堤
は
洪
水
時
の
土
砂
流
出

を
防
ぎ
、
下
流
地
域
の
災
害
を
防
止
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
砂
防
堰
堤

で
水
力
発
電
事
業
を
行
う
こ
と
は
、
土
砂
の

流
入
に
対
す
る
運
用
の
難
し
さ
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
点
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
砂
防
堰
堤
を
活
用
し
た
発
電
事
業
が

積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
脱
炭
素
社
会
に
貢
献

で
き
る
先
駆
け
の
事
業
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

②
民
間
企
業
と
の
共
同
事
業

本
事
業
が
自
治
体
と
民
間
企
業
と
の
共
同

事
業
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体

の
項
目
で
も
触
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
発
電

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
自
治
体
と
民

間
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や
特
徴
を
生
か

し
て
事
業
参
加
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
を
設
立
し
ま
し
た
。
水
力

発
電
事
業
で
こ
う
し
た
共
同
事
業
形
態
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
る
地
域
貢
献

と
電
力
自
給
率
の
向
上
を
図
る
先
駆
け
と
な

る
事
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
活
用

本
事
業
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
よ
る
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

本
発
電
事
業
は
、
調
査
費
や
許
認
可
事
務

委
託
費
用
を
含
め
約
十
億
円
を
要
し
ま
し

た
。
自
己
資
金
を
除
く
八
億
五
千
万
円
程
を

山
形
県
の
制
度
資
金
を
活
用
し
、
地
元
金
融

団
と
協
議
を
行
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
で
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
リ
ス
ク
が
不

明
確
な
水
力
発
電
事
業
で
は
稀
な
こ
と
で
あ

り
、
金
融
団
と
の
協
議
に
あ
た
っ
て
は
、
事

業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
確
実
性
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
で
の
融
資

と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
の
責
任
範
囲
を
明
確
に

し
、
万
が
一
の
場
合
を
想
定
し
た
ス
ポ
ン
サ

ー
の
責
任
の
低
減
に
も
努
め
ま
し
た
。

お
わ
り
に

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
豪
雨
に
伴

う
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
が
、
地
球
温
暖
化
に
起
因
し
た
も
の
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
因
物
質
で
あ

る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
村

に
お
い
て
も
、
毎
年

の
よ
う
に
数
十
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
大

規
模
な
豪
雨
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
取
組
は
喫

緊
の
課
題
と
感
じ
て

い
ま
す
。

升
玉
水
力
発
電
所

で
は
、
こ
れ
ま
で
の

平
均
的
な
一
時
間
当

た
り
の
発
電
量
は
、

四
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
発
電
量
で
計
算
す
る
と
、
年
間
約
一
、五

五
〇
ｔ
の
CO₂
の
削
減
量
と
な
り
、
CO₂
削
減
の

面
で
水
力
発
電
が
い
か
に
効
果
的
で
あ
る
か

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

山
形
県
で
最
も
人
口
が
少
な
い
、
小
さ
な

大
蔵
村
の
大
き
な
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、「
将
来
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
を

目
指
す
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
た
い
」
そ
ん
な
想
い
で
、
脱

炭
素
社
会
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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１
．は
じ
め
に

人
類
が
滅
び
る
と
ま
で

い
わ
れ
る
地
球
の
温
暖

化
。
そ
の
原
因
の
一
つ
が

二
酸
化
炭
素
と
考
え
ら

れ
、
脱
炭
素
化
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
図
－
１
に
示
す

よ
う
に
、
二
酸
化
炭
素
だ

け
が
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
は
言
え
な
い

が
、
図
－
２
、
図
－
３
に
示
す
よ
う
に
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
上
昇
と
地
球
温
暖
化
の
相
関

が
高
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
と
そ
れ
を

補
強
す
る
鋼
材
に
関
す
る
脱
炭
素
の
取
組
を

紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
．�コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
が�

排
出
す
る
二
酸
化
炭
素

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
扱
う
業
界
は
、
脱
炭
素

化
に
向
け
て
い
ち
早
く
対
応
し
た
。
そ
れ
は

セ
メ
ン
ト
の
生
産
時
点
で
二
酸
化
炭
素
を
多

く
排
出
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
セ
メ
ン
ト
は
石
灰
石
（
主
に

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）
を
一
四
五
〇
℃
以
上
で

燃
焼
さ
せ
、
セ
メ
ン
ト
（
主
と
し
て
酸
化
カ

ル
シ
ウ
ム
を
主
体
と
す
る
材
料
）
を
製
造
す

る
際
に
、
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、

セ
メ
ン
ト
一
ト
ン

造
る
の
に
、
化
学

反
応
か
ら
見
て
も

約
六
〇
〇
㎏
の
二

酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
一
四
五
〇
℃
以
上
で
原
料
を
焼
成
す

る
こ
と
は
、
製
造
時
に
必
要
な
燃
料
で
さ
ら

に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
引
張
強
度
が
小

さ
い
こ
と
か
ら
、
鉄
筋
に
よ
り
補
強
さ
れ
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
し
て
多
く
の
イ

ン
フ
ラ
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
使

用
さ
れ
る
鋼
材
も
ま
た
鉄
鉱
石
を
高
炉
で
燃

焼
し
て
製
造
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
鉄
筋
も
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
（
鉄
筋
で
補
強
さ
れ
て
い
な
い

構
造
物
、
例
え
ば
砂
防
堰
堤
や
ダ
ム
構
造
物

な
ど
）
は
、
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
災
害
に
強
い

と
は
い
え
、
建
て
替
え
を
す
る
た
び
に
こ
れ

だ
け
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
は
、

地
球
温
暖
化
に
対
し
て
は
問
題
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
災
害
時
に

見
直
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
評
価

か
ら
考
え
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
と

い
え
る
。

３
．�コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
連
す
る

業
界
の
脱
炭
素
化
へ
の
動
き

建
設
業
界
が
、
脱
炭
素
化
を
提
案
し
て
い

る
。
鹿
島
建
設
は
、
中
国
電
力
、
デ
ン
カ
、

１）

２）

３）

図－１　温室効果ガスの総排出量に占める
ガスの種類別の割合

（IPCC第５次評価報告書より作図）

図－２　大気中の二酸化炭素濃度の経年変化
（気候変動監視レポート２０１４より）

図－３　世界の年平均気温偏差（ICCCAデータより）

コンクリートと鋼材の
カーボンニュートラルに 
対する考え方

近未来コンクリート研究会

代表　十河　茂幸
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

ラ
ン
デ
ス
と
共
同
で
、CO₂-SU

ICO
M

と
称

し
て
、
CO₂
を
吸
い
込
ま
せ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
提
案
し
、
実
務
展
開
を
行
っ
て
い
る
。
低

減
効
果
は
、
図
－
４
に
示
す
よ
う
に
、
セ
メ

ン
ト
材
料
の
置
換
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に

よ
り
一
般
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
を
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
。
試
算
例
で
二
八
八
㎏
／

㎥
と
し
て
い
る
の
は
、
セ
メ
ン
ト
一
ト
ン
の

製
造
に
七
七
〇
㎏
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す

る
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
セ
メ
ン
ト
を

三
五
〇
㎏
／
㎥
使
用
す
る
と
し
た
場
合
の
一

般
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
二
酸
化
炭
素
の
CO₂

排
出
量
を
算
出
し
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
、

セ
メ
ン
ト
に
置
換
す
る
産
業
副
産
物
な
ど
を

用
い
る
こ
と
で
一
九
七
㎏
／
㎥
削
減
し
、
さ

ら
に
CO₂
を
特
殊
な
混
和
材
（
γ
－
Ｃ

２
Ｓ
）

で
吸
収
す
る
量
を
一
〇
九
㎏
／
㎥
と
し
て
、

CO₂
を
ゼ
ロ
以
下
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
る
。

大
成
建
設
は
、T-eConcrete

と
称
し
て
、

資
源
の
有
効
利
用
と
脱
炭
素
化
の
実
現
に
向

け
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
提
案
し
て
い
る
。
こ

の
技
術
は
、
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
対
し

て
、
セ
メ
ン
ト
の
使
用
量
を
抑
制
し
、
通
常

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
等
の
強
度
、
施
工
性

を
保
持
し
な
が
ら
、
CO₂
を
削
減
す
る
提
案
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
高
炉
ス
ラ
グ
や
フ
ラ

イ
ア
ッ
シ
ュ
の
活
用
や
セ
メ
ン
ト
を
全
く
使

用
し
な
い
方
法
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
CO₂
排

出
量
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
（
図
－
５
）。

大
林
組
は
、
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
と
称
し

て
、
セ
メ
ン
ト
の
一
部
を
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉

末
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
CO₂
を
最
大
約
八
〇

％
削
減
で
き
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ほ
か
、
ク

リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
Ｎ
と
称
し
て
CO₂
を
吸
収
し

固
定
化
し
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と

す
る
粉
体
を
混
合
す
る
こ
と
で
CO₂
排
出
量
を

マ
イ
ナ
ス
に
で
き
る
技
術
を
提
案（
図
－
６
）

し
て
い
る
。

清
水
建
設
は
、
東
京
大
学
、
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
ほ
か
八
社
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
を
混

ぜ
て
使
用
済
み
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
再
生
す
る

﹁
カ
ル
シ
ウ
ム
・
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）﹂
を
基
礎
技
術
と
し
た

研
究
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
炭
化
さ
せ
て
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
を
混
入
す
る
こ
と
で
二
酸
化

炭
素
を
固
定
化
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
も

実
用
化
を
目
指
し
、
そ
の
ほ
か
の
建
設
業
も

こ
れ
ら
に
続
い
て
い
る
。

セ
メ
ン
ト
業
界
も
行
動
し
た
。
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
戦
略

二
〇
五
〇
の
技
術
開
発
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
セ
メ
ン
ト
製
造
時
の

技
術
と
し
て
、
既
存
技
術
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
由
来
、
原
料
由
来
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減

を
目
指
す
こ
と
に
加
え
、
革
新
技
術
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
の
削
減
も
検
討
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
は
、二
〇
五
〇
年"
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
"
ビ
ジ
ョ
ン
﹁SO

-
CN

2050

﹂
と
称
し
て
図
－
７
に
示
す
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
シ
ナ
リ

オ
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
示
さ

れ
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
概
念
を
図
－

８
に
示
す
。
セ
メ
ン
ト
生
産
か
ら
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
向
け
た
多
く
の
技

術
革
新
を
行
う
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

生
コ
ン
業
界
も
脱
炭
素
化
に
動
い
て
い

4）

5）

6）

7）

8）

9）

図－４　�CO2-SUICOMの環境負荷
低減の効果（試算例）

図－５　T-eConcreteの概念

図－６　クリーンクリートの概念
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る
。
そ
の
代
表
が
会
澤
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
あ
る
。
二
酸
化
炭
素
を
生
コ
ン
に
練
り
込

む
技
術
（
写
真
－
1
）
を
導
入
し
て
実
用
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、脱
炭
素
化
に
舵
を
切
っ
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
自
分
ご
と

と
し
て
考
え
ら
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
連

す
る
業
界
全
体
で
行
動
し
て
い
る
。

４
．�鋼
材
が
排
出
す
る
二
酸
化

炭
素
と
脱
炭
素
化
の
動
き

鋼
材
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
よ
り
自
動
車
な
ど
の
関
連
業
界
の
方

が
大
き
い
。
鉄
鋼
分
野
で

の
脱
炭
素
に
向
け
た
活
動

は
、
高
炉
に
よ
る
鉄
の
生

産
を
水
素
還
元
に
よ
る
方

法
、
電
炉
の
利
用
を
拡
大

す
る
方
法
、
あ
る
い
は
鉄

源
確
保
の
た
め
に
直
接
水

素
還
元
技
術
の
拡
大
な
ど

が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
鋼

材
も
社
会
に
必
要
不
可
欠

な
材
料
で
あ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
脱
炭
素
化
に
向

け
た
行
動
が
と
ら
れ
て
い
る
（
図
－
９
）。

日
本
製
鉄
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
CO₂
総

排
出
量
を
三
〇
％
（
二
〇
一
三
年
度
比
）
削

減
す
る
と
し
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
て
大
型

電
炉
で
の
高
級
鋼
の
量
産
、水
素
還
元
製
鉄
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
含
め
た
複
視
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
二
〇
三

〇
年
ま
で
に
CO₂
総
排
出
量
を
三
〇
％
以
上
削

減
す
る
と
し
、
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
高
炉
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
を
軸
と
し
た
超

革
新
的
技
術
開
発
に
挑
戦
す
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
神
戸
製
鋼
所
は
、
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
CO₂
を
三
〇

～
四
〇
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
二

〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
、

技
術
・
生
産
・
サ
ー
ビ
ス
で
一
億
ト
ン
以
上

の
CO₂
排
出
削
減
に
貢
献
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
需
要
側
も
行
動
し
て
い
る
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
は
、
二
〇
三
五
年
ま
で
に
世
界
の

自
社
工
場
で
CO₂
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目

標
を
発
表
し
、
ホ
ン
ダ
は
、
主
要
部
品
メ
ー

カ
ー
に
対
し
て
、
CO₂
排
出
す
る
量
を
二
〇
一

九
年
度
比
で
毎
年
四
％
ず
つ
削
減
し
、
二
〇

五
〇
年
に
は
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
る
。こ
れ
ら
は
海
外
と
の
競
争
も
あ
り
、

メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
は
、
二
〇
三
九
年
ま
で

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
べ

く
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
を
求
め
る
と
発
表
し
た
。ま
た
、

ボ
ル
ボ
は
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
と
と
も
に
グ
リ
ー
ン
鋼

材
を
使
用
し
た
自
動
車
を
商
品
化
す
る
こ
と

を
発
表
し
て
い
る
。

５
．�イ
ン
フ
ラ
の
延
命
化
こ
そ

脱
炭
素
に
貢
献

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材
の
Ｃ
Ｎ
の
動
き
は

評
価
で
き
る
も
の
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
を
構
築
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
自
然

災
害
が
頻
発
す
る
現
状
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
が
被
害
を
避
け
る
意
味
で
重
要
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
す
で
に
構
築

さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
延
命
化
す

る
技
術
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
今
後
建
設

さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
長
寿
命
化

10）

11）

図－７　住友大阪セメントのCN

図－８　カーボンリサイクルの概念

写真－1　�カーボンキュアコンクリートの�
製造
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

も
ま
た
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
有
効
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
は
、
現
実
の
も
の
と

な
り
す
で
に
国
土
交
通
省
は
例
え
ば
道
路
橋

の
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
国
土

交
通
省
の
管
理
下
の
道
路
橋
の
み
な
ら
ず
、

高
速
道
路
会
社
、
地
方
自
治
体
の
道
路
橋
も

点
検
を
行
い
、
補
修・補
強
を
行
っ
て
い
る
。

表
－
1
は
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
八

年
度
の
五
年
間
の
点
検
で
劣
化
グ
レ
ー
ド
Ⅲ

及
び
Ⅳ
と
評
価
さ
れ
た
橋
梁
の
数
と
、
そ
れ

に
対
す
る
補
修
の
実
施
状
況
を
示
し
て
い
る

が
、
地
方
自
治
体
で
は
補
修
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
の
予

算
で
対
応
で
き
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
う

え
、
維
持
管
理
が
実
施
で
き
る
人
材
も
不
足

し
、
俄
か
に
延
命
化
が
で
き
て
い
な
い
現
実

を
示
し
て
い
る
。
今
後
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
を
行
う
う
え
で
、
人
材
の
確
保
と
予

算
の
効
率
的
な
運
用
を
行
う
こ
と
が
脱
炭
素

に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
造
る
こ

と
で
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る

よ
り
、
よ
り
長
持
ち
さ
せ
る
技

術
こ
そ
脱
炭
素
に
貢
献
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

６
．お
わ
り
に

地
球
温
暖
化
対
策
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
で
あ
る
。
地
球
温

暖
化
と
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
相

関
が
高
く
、
脱
炭
素
化
が
必
要

な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
産
・
官
・
学
が
一
丸

と
な
っ
て
脱
炭
素
に
向
け
た
行

動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
脱
炭
素

化
の
た
め
に
、
か
か
る
コ
ス
ト

が
高
く
な
る
こ
と
を
容
認
で
き

る
の
か
が
問
題
と
な
る
。ま
た
、

脱
炭
素
を
推
し
進
め
る
に
際
し

て
、
ほ
か
の
自
然
環
境
へ
の
影

響
な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
脱

炭
素
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
た
こ
の
報
告

が
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

1）
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
5
次
評
価
報
告
書
よ
り

２）
気
候
変
動
監
視
レ
ポ
ー
ト
2
0
1
4
よ
り

３）
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
デ
ー
タ
よ
り

4）
鹿
島
建
設
Ｈ
Ｐ
よ
り

３）
大
成
建
設
Ｈ
Ｐ
よ
り

４）
大
林
組
Ｈ
Ｐ
よ
り

５）
清
水
建
設
Ｈ
Ｐ
よ
り

６）
星
野
清
一
ほ
か
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
カ
ー
ボ
ン
ニュー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
研
究
開
発
、C

EM
'S

N
o.93

、

2022.01

７）
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
Ｈ
Ｐ
よ
り

８）
会
澤
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｈ
Ｐ
よ
り

９）
経
済
産
業
省
資
料
よ
り

10）
国
土
交
通
省
資
料
よ
り

参
考
：

1）
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
は
、
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル（Intergovernm

ental�Panel�on�C
lim
ate�

C
hange

）

2）
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
と
は
、International�C

onference�
on�C

om
puting,�C

om
m
unication�and�

Autom
ation

の
略

３）
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
と
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
。

４）
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
排
出
さ
れ
る
CO₂
を
炭
素

資
源
と
し
て
、
こ
れ
を
回
収
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
。

５）
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
正

味
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
排
出
量
か
ら
吸
収

量
を
差
し
引
い
た
合
計
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
。

12）

図－９　鉄鋼産業の脱炭素計画（経済産業省資料より）

Ⅰ：健全　　Ⅱ：予防保全段階　　Ⅲ：早期措置段階　　Ⅳ：緊急措置段階
このうち、グレードⅢおよびⅣと判定された橋梁が対象

表－1　点検済みの劣化グレードⅢおよびⅣの橋梁における補修の実施例
（国土交通省編：メンテナンス年報2020年度より）
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は
じ
め
に

政
府
の
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
」
を
受
け
、
建
設
業
界
に
も
温

暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
が
求
め
ら
れ
る
。
主

要
な
温
暖
化
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
建

設
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量

は
、
ほ
と
ん
ど
が
間
接
的
な
排
出
（
ス
コ
ー

プ
３
）
で
あ
り
、
建
設
現
場
な
ど
で
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
（
ス
コ
ー
プ
１
、
２
）
の

割
合
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
建
設
事
業
の
上
流

側
の
ス
コ
ー
プ
３
で
は
、
主
要
な
建
設
資
材

で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材
の
製
造
時
の

排
出
が
支
配
的
で
あ
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、

一
般
に
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
（
以
下
、

セ
メ
ン
ト
）
と
砂
利
や
砂
な
ど
の
骨
材
、
水

と
化
学
混
和
剤
を
練
り
混
ぜ
て
作
り
、
一
立

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
二
六
〇
～
三
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
程
度
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
。

こ
の
約
九
〇
％
は
セ
メ
ン
ト
の
製
造
時
に
排

出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
セ
メ
ン
ト
の
製
造
に

係
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
、
セ
メ
ン
ト
一

ト
ン
あ
た
り
約
七
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
国
産

の
場
合
）
と
大
き
い
た
め
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
人
工
材
料
と
し
て
世
界

で
最
も
大
量
に
使
用
さ
れ
、
年
間
一
四
〇
億

立
方
メ
ー
ト
ル
（
三
二
〇
億
ト
ン
）
が
生
産

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
世
界
で

は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
約
七
％
が
使
用
す

る
セ
メ
ン
ト
の
製
造
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
脱
炭
素

化
は
、
わ
が
国
の
建
設
業
の
み
な
ら
ず
世
界

の
脱
炭
素
化
に
貢
献
す
る
。
特
に
、
今
後
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
充
足
が
必
要
な
開
発
途
上

国
に
お
い
て
必
須
と
な
る
。

他
方
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
の
推
進

に
加
え
、
大
気
や
排
ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素
を

分
離
・
回
収
し
て
貯
留
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
技
術

開
発
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
回
収
し
た

二
酸
化
炭
素
を
利
用
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
技
術
開

発
も
注
力
さ
れ
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素
の
資

源
化
を
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
呼
び
、
燃

料
や
化
学
品
、
鉱
物
な
ど
と
し
て
の
利
用
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
副
産
物
や

廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
成
分
を
活
用
し
、
二
酸

化
炭
素
を
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
炭
酸
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
な
ど
の
炭
酸
塩
鉱
物
と
し
て
固
定
し

て
資
源
と
す
る
鉱
物
化
技
術
は
、
早
期
の
実

用
化
へ
の
期
待
が
高
い
。

事
例�

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
の
開
発
と
社
会
実
装

～
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を
達
成
し
、
使
う
ほ
ど
二
酸
化
炭
素
を
削
減
～

大
脇　

英
司

大
成
建
設
株
式
会
社
　
技
術
セ
ン
タ
ー

T
-eConcrete

実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
主
幹
研
究
員

サプライチェーン排出量

カーボンリサイクル技術による炭酸カルシウムの製造
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

セ
メ
ン
ト
を
使
わ
な
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト

我
々
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
脱
炭
素
化
を
、

二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
る
。
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
係
る
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
大
部
分
を
占
め
る
セ
メ

ン
ト
の
使
用
量
を
低
減
し
た
。
開
発
・
社
会

実
装
を
進
め
る
環
境
配
慮
コ
ン
ク
リ
ー
ト
：

T
-eConcrete

®

は
四
種
類
で
構
成
す
る
。

建
築
基
準
法
対
応
型
は
セ
メ
ン
ト
の
六
〇
～

七
〇
％
を
、
製
鉄
副
産
物
で
あ
る
高
炉
ス
ラ

グ
で
置
換
す
る
。
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

対
し
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
六
〇
～
七
〇

％
削
減
で
き
る
。
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
活
用
型

は
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
フ
ラ

イ
ア
ッ
シ
ュ
を
、
さ
ら
に
追
加
し
て
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
六
〇
～
八
〇
％
削
減
す
る
。

セ
メ
ン
ト
・
ゼ
ロ
型
で
は
高
炉
ス
ラ
グ
の
使

用
割
合
を
極
限
ま
で
高
く
し
、
セ
メ
ン
ト
の

使
用
を
「
ゼ
ロ
」
と
し
た
。
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
七
五
～
八
〇
％
削
減
で
き
る
。
建
築

基
準
法
対
応
型
は
建
築
基
準
法
、
国
等
に
よ

る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
（
グ
リ
ー
ン
購
入
法
）
に
適
合
す
る
。

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
活
用
型
と
セ
メ
ン
ト
・
ゼ

ロ
型
は
土
木
学
会
「
混
和
材
を
大
量
に
使
用

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
設
計
・
施
工

指
針
（
案
）」
に
準
拠
し
て
実
装
で
き
る
。

セ
メ
ン
ト
・
ゼ
ロ
型
に
お
い
て
も
既
に
適

用
実
績
が
あ
り
、
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
（
二
次
製
品
）
と
し

て
、シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
セ
グ
メ
ン
ト（
躯

体
構
造
物
）や
建
築
物
の
仕
上
げ
材
、外
構・

公
園
資
材
と
し
て
適
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

仕
上
げ
材
や
外
構
資
材
向
け
に
石
材
調
建

材
：T

-razzo
®

を
開
発
し
た
。
セ
メ
ン
ト

を
使
用
し
な
い
た
め
「
白
い
」
と
い
う
特
徴

を
活
か
し
、
顔
料
や
骨
材
を
調
整
し
て
研
磨

仕
上
げ
を
施
す
意
匠
性
に
優
れ
た
建
材
で
あ

る
。
天
然
石
材
に
は
な
い
意
匠
や
大
き
さ
で

製
造
で
き
る
。
新
た
な
魅
力
と
付
加
価
値
の

追
加
に
よ
り
、
適
用
の
幅
が
広
が
っ
た
。

使
う
ほ
ど
二
酸
化
炭
素
が

減
る
仕
組
み

二
番
目
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
活
用

し
た
。
大
気
や
排
ガ
ス
か
ら
回
収
し
た
二
酸

化
炭
素
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
量
を
大

気
か
ら
の
除
去
分
と
し
て
オ
フ
セ
ッ
ト
で
き

る
。T

-eConcrete/Carbon-Recycle

は
、

セ
メ
ン
ト
を
使
わ
な
い
こ
と
で
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
抑
制
し
、
さ
ら
に
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
を
混
合
す
る
。
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
材

料
を
活
用
す
る
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
呼
ぶ
。
こ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
固
定
し
た
二
酸
化
炭
素
量
が
、
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
全
て
の
使
用
材
料
の

製
造
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
上
回
る
た

め
、排
出
原
単
位
が
「
マ
イ
ナ
ス
」
に
な
り
、

カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
建
設
材
料
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
二
酸
化

炭
素
を
削
減
で
き
る
。

環境配慮コンクリート：T-eConcrete®シリーズの特徴
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
の
特
徴
を
示
す
。

・�

圧
縮
強
度　

二
〇
～
四
五
Ｎ
／
㎟
。
従
来

の
普
通
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
等
。

・�

フ
レ
ッ
シ
ュ
性
状　

ス
ラ
ン
プ
：
一
二
～

二
一
㎝
、
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー
：
四
五
～
六

〇
㎝
。
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
等
。

・�

耐
久
性　

耐
塩
害
性
・
耐
凍
害
性
：
少
な

く
と
も
従
来
と
同
等
。
中
性
化
速
度
：
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
（
以
下
、
Ｒ
Ｃ
）

に
用
い
る
場
合
は
従
来
と
同
等
の
速
度
に

調
整
し
て
耐
久
性
を
維
持
。
無
筋
構
造
の

場
合
は
速
度
を
速
く
し
て
供
用
中
の
二
酸

化
炭
素
の
固
定
を
促
進
。

・
製
造
装
置
・
施
工
機
械　

従
来
と
同
じ
。

・�

安
全
性　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
や
施
工

に
関
わ
る
場
所
で
高
濃
度
の
炭
酸
ガ
ス
を

扱
う
こ
と
が
な
く
、
安
全
。

・�

用
途
・
用
法　

Ｒ
Ｃ
、
無
筋
構
造
、
現
場

打
ち
、
二
次
製
品
な
ど
従
来
と
同
じ
。

こ
れ
ま
で
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
Ｒ
Ｃ
に
不
適
と
さ
れ
た
。
酸

性
の
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収
し
、
強
ア
ル
カ
リ
性

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
中
和
さ
れ
て
ア
ル
カ
リ

性
を
喪
失
し
、
鉄
筋
表
面
の
不
動
態
被
膜
が

破
壊
さ
れ
て
防
食
性
が
低
下
す
る
た
め
で
あ

る
。
開
発
し
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
、
副
産
物
や
廃
棄
物
の
カ
ル

シ
ウ
ム
（
強
ア
ル
カ
リ
性
）
に
炭
酸
ガ
ス
を

吸
収
さ
せ
て
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
を
製
造
し
、
強
ア
ル
カ
リ
性
の
高
炉
ス

ラ
グ
で
固
化
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

強
ア
ル
カ
リ
性
と
な
り
Ｒ
Ｃ
を
実
現
す
る
。

ま
た
現
場
打
ち
の
場
合
、
施
工
現
場
で
大
量

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
高
濃
度
の
炭
酸
ガ
ス
に

曝
し
て
吸
収
さ
せ
る
た
め
、
覆
い
の
設
置
や

安
全
管
理
の
点
で
実
施
が
困
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
粉
末
を
添
加
す

れ
ば
よ
く
、
従
来
の
設
備
や
機
械
で
製
造
・

施
工
で
き
る
た
め
現
場
打
ち
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
他
の
性
能
も
従
来
と
同
様
と
な
る
よ
う

に
材
料
設
計
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
資
機

材
や
経
験
を
活
用
し
、
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
容
易
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
実
装

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
、
鋼
繊
維
で
補
強
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
部
材
と
し
て
建
築
物
の
壁
に
適
用
し
た
。

鋼
繊
維
に
よ
る
高
強
度
化
で
原
設
計
よ
り
薄

く
で
き
、
資
源
の
有
効
利
用
に
も
貢
献
し
た
。

一
方
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
排
出
原
単

位
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト

使
用
量
の
減
少
で
増
加
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
の
材
料
を
扱
う
際
の
特
徴
で
あ

T-eConcrete/Carbon-RecycleT-eConcrete/Carbon-Recycleの製造過程
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

り
、
新
世
代
の
材
料
の
利
用
に
即
し
た
理
解

が
必
要
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
「
白
い
」
た
め
、
意
匠
性

の
付
与
に
向
い
て
い
る
。
白
御
影
石
調
の

T
-razzo

と
し
て
、骨
材
に
稲
田
石（
花
崗
岩
）

を
用
い
て
研
磨
仕
上
げ
を
施
し
、
舗
装
に
適

用
し
た
。
雨
天
時
の
防
滑
性
に
も
優
れ
、
変

色
も
な
く
約
一
年
間
が
経
過
し
た
。
ま
た
、

舗
装
の
一
部
に
圧
縮
強
度
二
四
Ｎ
／
㎟
ク
ラ

ス
の
標
準
的
な
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
四

〇
Ｎ
／
㎟
ク
ラ
ス
の
や
や
強
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
用
い
、
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し

て
良
好
に
施
工
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
固

定
量
と
排
出
原
単
位
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
一
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
九
八
～
一

七
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
マ
イ
ナ
ス
一
一
六
～
マ

イ
ナ
ス
四
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
天
然
の
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
石
灰
石
微
粉
末
）
を
用
い

る
例
が
あ
る
が
、
セ
メ
ン
ト
を
使
わ
ず
、
カ

ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
化
学
合
成
し
た

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
大
量
に
使
用
し
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
類
例
が
な
い
。
従
来
と
同
様
に

製
造
・
施
工
で
き
、
所
定
の
性
能
を
発
揮
す

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
実
装
で
き
た
。

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
て

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
脱
炭
素
社
会
構
築
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
、
法
令
な
ど
の
整
備
、
環
境
性
能
と
コ
ス

ト
の
評
価
、
新
た
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
な
ど
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

土
木
構
造
物
で
は
発
注
者
の
判
断
に
よ
り

採
用
が
可
能
で
、
本
格
的
な
採
用
に
向
け
て

複
数
の
実
証
試
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。
建
築

物
で
は
非
構
造
部
材
や
仕
上
げ
材
、
外
構
資

材
と
し
て
適
用
が
進
む
が
、
柱
や
梁
な
ど
の

主
要
構
造
部
へ
の
適
用
に
は
、
建
築
基
準
法

に
基
づ
き
、
新
た
な
構
造
方
法
と
し
て
構
造

物
ご
と
に
認
定
（
第
二
十
条
）
が
必
要
で
、

手
間
と
時
間
を
要
す
る
。
迅
速
、
広
範
な
実

装
に
向
け
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
指
定

建
築
材
料
と
し
て
の
認
定
（
第
三
十
七
条
）

を
要
望
し
て
い
る（
令
和
四
年
九
月
十
三
日
）。

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
は
「
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
評
価
方
法
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作

成
委
員
会
」
を
設
置
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

二
酸
化
炭
素
固
定
量
の
評
価
法
の
公
定
化
を

目
指
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
性
能
に
見
合

う
経
済
価
値
を
明
確
に
す
る
た
め
、
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
具
体
化
が
待
た
れ
る
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
わ
る
二
酸
化

炭
素
や
副
産
物
・
廃
棄
物
の
排
出
者
は
セ
メ

ン
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
業
界
に
限
ら
な

い
。
我
々
は
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に
加
え
、

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
や
総
合
商
社
な
ど
と

も
連
携
し
、
品
質
の
安
定
し
た
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
の
長
期
間
の
大
量
供
給
を
目
標
に
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
「
移
行
期
」
が

必
要
と
さ
れ
る
。
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
置
き
換
わ
る
ま
で
、「
移

行
期
」
に
は
建
築
基
準
法
対
応
型
、
フ
ラ
イ

ア
ッ
シ
ュ
活
用
型
、
セ
メ
ン
ト
・
ゼ
ロ
型
の

活
用
が
重
要
で
あ
る
。約
二
〇
社
と
提
携
し
、

二
次
製
品
の
全
国
的
な
供
給
網
を
整
備
し

た
。
二
〇
三
〇
年
「
四
十
六
％
排
出
削
減
」

の
目
標
達
成
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
円
滑
な
「
世
代
交
代
」

に
向
け
、
こ
こ
に
示
し
た
ほ
か
に
も
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
な
ど
の
新
し
い
施
工
法
と
の
融
合

も
視
野
に
入
れ
、
準
備
を
加
速
し
て
い
る
。

他
方
、
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
不
可
欠
な

セ
メ
ン
ト
も
低
炭
素
化
が
進
む
な
ど
、
様
々

な
技
術
革
新
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
最
新
の

技
術
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会
の

構
築
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

T-eConcrete/Carbon-Recycleの社会実装例
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は
じ
め
に

近
年
、
気
候
変
動
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ

る
気
象
災
害
が
頻
発
化
、激
甚
化
し
て
お
り
、

住
宅
・
建
設
・
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
、
大
和

ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
の
提
供
価
値
の
根
幹
と
も

い
え
る
「
住
ま
い
や
暮
ら
し
の
安
全・安
心
」

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
危
機
感
を

背
景
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
宣
言

し
、
モ
ノ
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
両
面
か

ら
脱
炭
素
の
取
組
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

モ
ノ
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
多
種
多
様
な

自
社
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
化
を
進
め
、
快
適
性
や

生
産
性
を
犠
牲
に
し
な
い
「
省
エ
ネ
」
を
追

求
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
で
も
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
全
国
四
百
三

十
三
か
所
で
運
営
す
る
再
エ
ネ
発
電
所
由
来

の
電
力
の
活
用
を
進
め
、
単
体
で
は
二
〇
二

二
年
度
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
二
〇
二
三
年

度
に
は
、
再
エ
ネ
電
気
の
利
用
率
を
一
〇
〇

％
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

※
1
．
二
〇
二
二
年
三
月
末
現
在

し
か
し
な
が
ら
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
に
お
い
て
、
モ
ノ
づ
く
り
に
伴
う
排
出

量
（
い
わ
ゆ
る
ス
コ
ー
プ
一
、
二
）
の
割
合

は
三
％
程
度
に
過
ぎ
ず
、
最
も
割
合
が
大
き

い
の
は
、
当
社
が
開
発
・
建
設
し
た
建
物
の

使
用
段
階
に
お
け
る
排
出
量
で
あ
り
、
全
体

の
約
六
割
を
占
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
お
い
て
は
、
こ
の
開
発
・

建
設
し
た
建
物
の
使
用
段
階
に
お
け
る
排
出

量
の
削
減
、
す
な
わ
ち
「
ま
ち
づ
く
り
の
脱

炭
素
化
」こ
そ
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、我
々

の
使
命
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
住
宅
分
野
で
は
戸
建
・
賃
貸
住

宅
商
品
に
お
け
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
対
応
を
図
り
普
及

を
進
め
る
と
と
も
に
、
建
築
分
野
で
は
自
社

施
設
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
を
活
か
し

お
客
さ
ま
へ
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
提
案
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
建
物
の
新
築
へ
の
対
応
の
み
な

ら
ず
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
も
取
り
組

み
、
様
々
な
省
・
創
・
蓄
エ
ネ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
開
発
・
提
供
し
、
施
設
運
営
面
か
ら

も
お
客
さ
ま
の
多
様
な
脱
炭
素
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
戸

建
住
宅
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業
・
事
業
施

設
ま
で
、幅
広
い
用
途
建
物
を
扱
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
、
グ
ル
ー
プ
一
つ
で
担
え
る
と
こ
ろ

が
最
大
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分
野
で
進
め
て
き
た
脱
炭

素
の
取
組
を
、
今
後
は
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

を
活
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
分
野
へ
と
発

展
さ
せ
、
よ
り
社
会
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
高

め
な
が
ら
、
事
業
へ
の
貢
献
も
果
た
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※
１ 事

例�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
〇
〇
％
の�

ま
ち
づ
く
り

〜
船
橋
グ
ラ
ン
オ
ア
シ
ス
〜

小
山　

勝
弘

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社 

技
術
統
括
本
部 

環
境
部
長

船橋グランオアシス　全景
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

今
回
紹
介
す
る
「
再
エ
ネ
一
〇
〇
％
の
ま

ち
づ
く
り
~
船
橋
グ
ラ
ン
オ
ア
シ
ス
~
」は
、

当
社
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
成
果
を
結
集
し
た

先
行
事
例
の
一
つ
で
あ
り
、
再
エ
ネ
の
発
電

か
ら
小
売
、
ま
ち
の
開
発
か
ら
管
理
ま
で
を

担
う
、
当
社
な
ら
で
は
の
「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

再
エ
ネ一〇
〇
％
の
ま
ち
づ
く
り

~
船
橋
グ
ラ
ン
オ
ア
シ
ス
~

当
社
は
、
二
〇
一
三
年
、
大
阪
府
堺
市
で

日
本
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｔ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
タ
ウ
ン
）
と
な
る
「
ス
マ
・
エ
コ

タ
ウ
ン
晴
美
台
」
を
開
発
し
て
以
降
、
全
国

四
か
所
の
住
宅
団
地
に
お
い
て
Ｚ
Ｅ
Ｔ
を
展

開
し
て
き
た
。
二
〇
一
九
年
、
千
葉
県
船
橋

市
の
工
場
跡
地
（
約
五
万
㎡
）
に
お
け
る
再

開
発
事
業
「
船
橋
グ
ラ
ン
オ
ア
シ
ス
」
に
取

り
組
む
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り

で
の
成
果
も
踏
ま
え
、
住
民
主
体
の
賑
わ
い

を
ま
ち
全
体
に
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
気
候

変
動
の
緩
和
と
適
応
を
テ
ー
マ
に
、
再
エ
ネ

電
気
一
〇
〇
％
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
備
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

※
2
．
ま
ち
全
体
に
お
け
る
発
電
量
が
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
上
回
る
ま
ち

二
〇
一
九
年
に
着
工
、
二
〇
二
一
年
三
月

に
ま
ち
び
ら
き
を
迎
え
た
「
船
橋
グ
ラ
ン
オ

ア
シ
ス
」
は
、
多
世
代
が
集
う
複
合
型
の
ま

ち
づ
く
り
（
全
八
百
五
十
九
戸
）
と
し
て
、

戸
建
住
宅
（
二
十
六
戸
）、
賃
貸
住
宅
（
三

十
九
戸
）、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
（
五
百
七
十

一
戸
）、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
（
二
百
二
十
三

戸
）、商
業
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
個
々

の
建
物
に
お
い
て
、
戸
建
住
宅
で
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ

仕
様
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
賃
貸
住
宅
で
は
「
建

築
物
省
エ
ネ
法
」
に
基
づ
く
国
の
誘
導
基
準

や
「
品
確
法
」
に
基
づ
く
断
熱
等
性
能
等
級

の
最
高
ラ
ン
ク
以
上
の
仕
様
と
し
て
「
省
エ

ネ
」
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
上
で
、

そ
れ
で
も
必
要
な
電
気
に
関
し
て

は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る

再
エ
ネ
発
電
所
由
来
の
実
質
再
エ

ネ
電
気
で
賄
う
も
の
と
し
、
日
本
で
初
め
て

再
エ
ネ
一
〇
〇
％
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

た
も
の
で
あ
る
。

※
３
．
竣
工
当
時

※
４
．
非
化
石
証
書
︵
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付
︶
を
用
い
て
実
質

的
に
再
エ
ネ
電
気
と
す
る
も
の

供
給
す
る
再
エ
ネ
電
気
は
、原
則
と
し
て
、

当
社
グ
ル
ー
プ
で
開
発
し
、
二
〇
一
八
年
十

月
よ
り
本
格
稼
働
し
た
岐
阜
県
飛
騨
市
の

「
菅
沼
水
力
発
電
所（
発
電
出
力
約
二
Ｍ
Ｗ
）」

の
電
気
を
利
用
し
て
お
り
、
同
発
電
所
に
よ

る
非
化
石
証
書
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付
）
を
当

社
が
取
得
し
小
売
電
気
事
業
者
と
し
て
供
給

す
る
こ
と
で
、
使
用
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち

電
気
に
つ
い
て
は
、
再

エ
ネ
の
み
を
利
用
す
る

再
エ
ネ
一
〇
〇
％
の
ま

ち
を
実
現
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
実
質
再
エ

ネ
電
気
は
、
当
社
グ
ル

ー
プ
も
加
盟
す
る
国
際

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
「
Ｒ

Ｅ
１
０
０
」
の
ル
ー
ル

に
準
拠
す
る
仕
様
と
し

て
い
る
。

そ
の
結
果
、
標
準
的

な
建
物
に
よ
る
ま
ち
全

体
の
CO₂
排
出
量
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
賃
貸

住
宅
、
戸
建
住
宅
を
対
象
と
し
た
基
準
建
物

分
）
が
二
、九
三
五
ｔ
-
CO₂
／
年
で
あ
る
の

に
対
し
、
今
回
の
計
画
で
は
、
建
物
の
高
断

熱
化
や
高
効
率
設
備
の
導
入
な
ど
に
よ
る

「
省
エ
ネ
」
対
策
で
二
〇
・
五
％
削
減
、
電

気
の
「
再
エ
ネ
」
化
で
五
三
・
九
％
削
減
、

ト
ー
タ
ル
で
は
七
四
・
四
％
の
削
減
と
な
る

七
五
一
ｔ
-
CO₂
／
年
と
な
る
見
込
み
で
あ
る

（
残
り
の
二
五
・
六
％
は
熱
に
よ
る
CO₂
排
出

量
）。
な
お
、
居
住
街
区
お
よ
び
隣
接
す
る

商
業
施
設
に
お
け
る
施
工
時
の
工
事
用
電
源

に
も
同
様
の
実
質
再
エ
ネ
電
気
を
一
〇
〇
％

利
用
し
、
施
工
時
の
CO₂
排
出
量
削
減
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

戸
建
街
区
に
お
け
る

電
力
融
通
の
取
組

全
二
十
六
区
画
と
な
る
戸
建
街
区
で
は
、

外
部
か
ら
再
エ
ネ
電
気
を
調
達
す
る
前
に
、

屋
根
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力

を
よ
り
効
率
よ
く
利
用
し
た
い
と
考
え
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
搭
載
し
た
電
力
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
電
力
融
通
の

仕
組
み
「
Ｄ
エ
ネ
サ
ー
ク
ル
」
を
構
築
し
運

用
し
て
い
る
。
隣
接
す
る
五
~
六
区
画
を
自

営
線
で
結
び
、
各
戸
に
設
置
し
た
蓄
電
池
を

※
２

※
３

※
４

再エネ100％電気の利用スキーム

CO2排出量（街全体）の削減効果
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遠
隔
制
御
し
、
屋
根
で
発
電
し
た
再
エ
ネ
電

気
を
住
宅
間
で
融
通
し
合
う
こ
と
で
、
街
区

全
体
の
電
力
自
給
率
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
当
社
三
事
例
目
の
Ｚ

Ｅ
Ｔ
と
な
る
「
セ
キ
ュ
レ
ア
豊
田
柿
本
（
二

〇
一
五
）」
に
お
い
て
基
礎
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
そ
の
後
、
大
学
や
研
究
機
関
と
も
連

携
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね
た
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
天
気
予
報
な
ど

の
外
部
情
報
を
取
り
込
み
、
発
電
量
や
消
費

量
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
、
最
適
制
御
を
行
う
こ
と

で
、
太
陽
光
発
電
の
自
家
消
費
率
を
三
四
％

（
豊
田
柿
本
）
か
ら
六
〇
％
以
上
（
船
橋
グ

ラ
ン
オ
ア
シ
ス
）
に
引
き
上
げ
、
エ
リ
ア
全

体
の
電
力
自
給
率
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
電
力
の
自
給
率
向
上
は
、
非
常

時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
電
力
系
統

の
高
負
荷
問
題
の
軽
減
に
も
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
街
区
に
お
け
る 

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
取
組

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
、
全
五
百
七
十

一
戸
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、「
遠
隔
制
御

に
よ
る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
使
用
電
力
が
増

加
し
た
際
は
屋
上
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
（
一
〇
ｋ
Ｗ
）
か
ら
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
池
（
三
二
・
四
ｋ
Ｗ
ｈ
）
に
貯
め
た

電
力
を
放
電
し
、
共
用
部
の
電
気
に
使
用
す

る
こ
と
で
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
デ
マ
ン
ド
カ
ッ

ト
を
自
動
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害

等
で
停
電
し
た
際
は
、
蓄
電
池
か
ら
共
用
部

の
特
定
機
器
に
電
気
を
供
給
す
る
仕
組
み
も

備
え
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
の

向
上
を
図
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
各
戸
の
リ
ビ

ン
グ
に
は
、
住
ま
い
手
の
自
発
的
な
省
エ
ネ

行
動
を
促
す
「
ナ
ッ
ジ
効
果
」
を
期
待
し
、

全
戸
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
を
装

備
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
青
、
黄
、
赤
の
三

色
の
ラ
イ
ト
が
電
力
使
用
量
に
応
じ
て
変
化

す
る
も
の
で
、
電
力
単
価
と
も
連
動
（
青
色

時
は
電
力
単
価
が
低
く
、
赤
色
時
は
高
い
）

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
電
力
使
用
状

況
に
応
じ
て
「
青
→
黄
→
赤
」
と
リ
ビ
ン
グ

表
示
器
の
色
が
変
化
す
る
た
め
、
難
し
い
シ

ス
テ
ム
制
御
や
規
制
を
行
わ
ず
と
も
色
の
変

化
だ
け
で
省
エ
ネ
に
向
け
た
住
ま
い
手
の
行

動
変
容
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
仕
組

み
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
約
七
％
、

電
力
デ
マ
ン
ド
抑
制
一
一
％
も
の
大
き
な
効

果
が
確
認
で
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
の
取
組
に
加
え
、
万

一
の
災
害
時
に
ご
近
所
同
士
で
助
け
合
う

“
共
助
”
の
取
組
を
促
す
べ
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
の
仕

掛
け
づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部

に
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
キ
ッ
チ
ン

ス
タ
ジ
オ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
、キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
、

グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ル
ー
ム
、
ラ
ン
ド
リ
ー

Dエネサークル（電力融通）の仕組み（戸建街区）

マンション街区 外観

リアルタイムインジケータ（マンション街区）

デマンドレスポンス（マンション街区）
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す

特

集

と
い
っ
た
共
用
施
設
を
充
実
さ
せ
、
住
民
同

士
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
賃
貸
住
宅
、

商
業
施
設
を
含
め
た
ま
ち
全
体
で
一
つ
の
自

治
会
を
組
成
し
、
周
辺
の
地
区
連
合
会
と
連

携
し
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
を
通
じ

て
、
地
域
と
の
交
流
も
図
っ
て
い
る
。

﹁
コ
Ｒｅ
カ
ラ
・シ
テ
ィ
﹂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
展
開

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
「
船
橋
グ
ラ

ン
オ
ア
シ
ス
」
で
の
取
組
を
モ
デ
ル
に
、
よ

り
広
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、「
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
展
開
す
る
た
め
、

三
つ
の「
Ｒ
ｅ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た“
郊

外
型
複
合
ま
ち
づ
く
り
”
を
進
め
る
「
コ
Ｒ

ｅ
カ
ラ
・
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

さ
せ
た
。

三
つ
の「
Ｒ
ｅ
」の
一
つ
目
は「Reality

」。

十
年
先
、
二
十
年
先
で
は
な
く
て
、
今
で
き

る
取
組
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
現
す

る
。
そ
し
て
、
住
ま
い
手
や
利
用
者
の
方
々

が
エ
シ
カ
ル
な
暮
ら
し
を
選
択
し
た
く
な
る

よ
う
な
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
で
、
環
境
に

配
慮
し
た
暮
ら
し
の
心
地
よ
さ
を
体
感
、
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

二
つ
目
の「Renew

able Energy

」は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
利
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
施
工
時

の
再
エ
ネ
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
建
物

の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る
と
と
も

に
、
余
剰
分
、
不
足
分
は
、
電
気
自
動

車
や
敷
地
外
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
地

域
、
エ
リ
ア
と
連
携
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
・
シ
テ
ィ
」
を
実
現
す
る
。

最
後
、三
つ
目
の「Resilience

」は
、

自
然
災
害
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
日
常
使

い
の
ア
イ
テ
ム
を
う
ま
く
活
用
し
非
常

時
ア
イ
テ
ム
と
し
て
利
用
す
る
と
と
も

に
、
自
助
だ
け
で
な
く
、
共
助
に
よ
る

減
災
の
取
組
が
自
然
と
生
ま
れ
る
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
を
維
持
・
回
復

し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
郊
外
型
の
住
ま

い
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
を
含
め

て
、
様
々
な
分
野
で
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
加

速
す
る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
ま
ち
と
し

て
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
〇
〇
％

の
暮
ら
し
（Renew

able Energy

）」

と「
災
害
に
強
い
暮
ら
し（Resilience

）」は
、

今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
と
考
え
て
お

り
、
様
々
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
広
く
展
開

し
て
い
き
た
い
。

最
後
に

二
〇
二
二
年
五
月
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、

一
〇
〇
周
年
と
な
る
二
〇
五
五
年
に
向
け
た

羅
針
盤
と
し
て
、「
生
き
る
歓
び
を
分
か
ち

あ
え
る
世
界
の
実
現
に
向
け
て
、
再
生
と
循

環
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
生
活
文
化
を
創
造
す

る
」
と
い
う
、“
将
来
の
夢
（
パ
ー
パ
ス
）”

を
掲
げ
た
。

こ
の
パ
ー
パ
ス
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
は
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
“
生
き
る
”
を
支
え

る
取
組
だ
と
い
え
る
。「
船
橋
グ
ラ
ン
オ
ア

シ
ス
」
を
モ
デ
ル
に
始
動
し
た
「
コ
Ｒ
ｅ
カ

ラ
・
シ
テ
ィ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
そ
の
中
核

と
位
置
づ
け
、
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
こ

と
で
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。

︿
受
賞
歴
﹀

・
令
和
元
年
度
新
エ
ネ
大
賞

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

・
第
三
回
エ
コ
プ
ロ
ア
ワ
ー
ド
奨
励
賞

・
令
和
二
年
度
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン

環
境
大
臣
表
彰

・
第
二
十
回
グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞

大
賞

・
第
九
回
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
奨
励
賞

コReカラ・シティのコンセプトと未来像
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は
じ
め
に（
飯
田
市
の
紹
介
）

長
野
県
の
最
南
端
、
伊
那
谷
の
中
央
に
位

置
し
、
諏
訪
湖
か
ら
太
平
洋
へ
注
ぐ
天
竜
川

の
中
流
域
に
位
置
す
る
飯
田
市
は
、
人
口
約

九
万
七
千
人
の
地
方
都
市
で
あ
る
。

南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ

た
市
域
は
、
標
高
差
二
、七
〇
〇
ｍ
を
超
え
る

我
が
国
最
大
級
の
谷
地
形
の
中
に
、
何
段
に

も
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
や
、
日
本
で
一
番

長
い
断
層
で
あ
る
中
央
構
造
線
が
刻
ん
だ
遠

山
谷
な
ど
が
あ
り
、
特
有
の
起
伏
に
富
ん
だ

地
形
を
呈
し
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
と
優
れ

た
景
観
、
四
季
の
変
化
に
富
み
、
動
植
物
の

南
北
限
と
い
う
気
候
風

土
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

一
九
九
六
年
四
月
に

策
定
し
た
「
飯
田
市
第

四
次
基
本
構
想
・
基
本

計
画
」
で
は
、
将
来
の
め
ざ
す
都
市
像
と
し

て
「
人
も
自
然
も
美
し
く
、
輝
く
ま
ち　

環

境
文
化
都
市
」
を
掲
げ
た
。「
環
境
に
配
慮

す
る
」日
常
の
生
活
を「
環
境
を
優
先
す
る
」

段
階
へ
と
発
展
さ
せ
、
新
た
な
価
値
観
や
文

化
の
創
造
に
高
め
て
い
く
と
い
う
「
環
境
文

化
都
市
」
の
理
念
は
、
市
議
会
の
発
議
に
よ

り
二
〇
〇
七
年
に
都
市
宣
言
さ
れ
、
恒
久
的

に
目
指
す
都
市
像
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

二
〇
〇
九
年
に
は
、
内
閣
府
か
ら
当
時
全

国
十
三
都
市
の
一
つ
と
し
て
環
境
モ
デ
ル
都

市
に
選
定
さ
れ
た
。
先
人
た
ち
は
こ
れ
ま
で

に
様
々
な
先
進
的
取
組
を
当
市
で
展
開
し
て

き
た
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
や
公
共
的
利
用
の
重
要
性
に
い
ち
早
く
着

目
し
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
は
、
市
民
に
よ

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
」
を
支
援
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
地
域
環
境
権
条
例
」
を
制
定
し
、

地
域
住
民
自
ら
の
手
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
公
共
的
な
活
用
を
側
面
的
に
支
え

て
き
た
。

こ
の
二
〇
二
二
年
十
一
月
に
は
、
当
市
及

び
中
部
電
力
株
式
会
社
の
共
同
提
案
が
、
国

の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
と
し
て
の
選
定
を

受
け
、
二
〇
三
〇
年
を
目
途
に
地
域
脱
炭
素

の
モ
デ
ル
的
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

と
し
て
の
当
市
の
取
組
の
紹
介
と
地
域
脱
炭

素
に
向
け
基
礎
自
治
体
が
果
た
す
役
割
や
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
含
め
触

れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

飯
田
市
か
ら
見
た 

「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

す
で
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
う
が
、
国
で

は「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
基
づ
き
、

民
生
部
門
の
電
力
使
用
に
伴
う
CO₂
排
出
の
実

質
ゼ
ロ
を
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
て
先
行
し
て
取
り
組
み
、
二

〇
三
〇
年
に
前
倒
し
し
て
こ
れ
を
実
現
す
る

地
域
（
脱
炭
素
先
行
地
域
）
を
全
国
で
少
な

く
と
も
百
か
所
選
定
し
、
当
該
地
域
に
お
け

る
取
組
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
実
行
の
脱
炭
素

ド
ミ
ノ
」
を
全
国
に
向
け
起
こ
す
こ
と
を
企

図
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
脱
炭
素
先
行
地

域
の
取
組
の
提
案
に
お
い
て
は
、
CO₂
の
排
出

削
減
に
資
す
る
革
新
的
な
要
素
（
先
進
性
）

と
、
他
地
域
に
お
け
る
展
開
の
し
や
す
さ
と

い
う
要
素
（
汎
用
性
）
と
い
う
、
一
見
矛
盾

す
る
よ
う
に
も
見
え
る
二
つ
の
要
素
を
同
時

に
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

対
象
地
域
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
方
式
が
採
用
さ
れ
、
選
定
を
受

け
た
提
案
に
係
る
事
業
つ
い
て
は
、
五
年
間

で
最
大
五
十
億
円
の
「
地
域
脱
炭
素
移
行
・

事
例�

「
地
域
脱
炭
素
」
に
向
け
た
取
組

松
澤　

正
宏

長
野
県
飯
田
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
課

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
係　

主
事
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再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」
の
活
用
を
見
込
む
こ

と
が
で
き
る
。

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
脱
炭

素
化
が
地
域
の
成

長
戦
略
と
な
り
う

る
点
や
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
が
地
域
の
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
点
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
古
く
か
ら
環
境
を
梃
子
に
し
た
地
域

振
興
策
を
政
策
の
主
軸
と
し
て
き
た
当
市
に

と
っ
て
、
親
和
性
の
高
い
方
針
を
示
す
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

今
回
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
選
定
を
受

け
た
飯
田
市
の
川
路
地
区
は
、
天
竜
川
沿
い

の
最
南
端
に
位
置
す
る
東
西
約
二
㎞
、
南
北

約
四
㎞
の
比
較
的
小
さ
な
地

区
で
あ
る
。
天
竜
川
の
侵
食

に
よ
っ
て
同
地
区
に
作
り
出

さ
れ
た
峡
谷
の
美
し
い
景
観

は
「
名
勝
天
龍
峡
」
と
し
て

名
高
い
が
、
古
く
は
「
暴
れ

天
竜
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
川

沿
い
の
地
区
に
は
水
害
が
多

く
、
一
九
六
一
年
六
月
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害（
い
わ
ゆ
る「
三
六
災
害
」）

で
は
川
路
地
区
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

そ
の
た
め
、
同
地
域
に
お
い
て
災
害
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
の
強
化
を
図
る
こ
と
は
、
災
害
時

に
お
け
る
住
民
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
災
害
に
強
い
地
域
と
し
て
内
外
に

そ
の
魅
力
を
発
信
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
訴

求
や
自
治
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
こ
れ
に
資
す
る
た
め
の
「
地
域
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
」
構
築
事
業
は
、
今
回
の
脱
炭

素
先
行
地
域
に
係
る
提
案
の
主
軸
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
提
案
に
当
た
っ
て
は
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
構
成
さ
れ
る

地
域
Ｐ
Ｐ
Ａ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
築
や
、

太
陽
光
発
電
の
導
入
に
よ
る
市
内
小
中
学
校

に
お
け
る
電
力
使
用
の
脱
炭
素
化
、
同
取
組

や
市
の
環
境
政
策
を
題
材
と
し
た
環
境
教
育

の
推
進
な
ど
を
掲
げ
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で

に
対
象
地
域
内
の
脱
炭
素
化
を
図
る
た
め
の

様
々
な
事
業
を
打
ち
出
し
た
。

飯
田
市
の
取
組

以
下
、
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
と

し
て
今
後
実
施
を
予
定
す
る
も
の
の
一
部
に

つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
取
組
の
内
容
は
事
業
提
案
段
階
の
も

の
で
あ
り
、
今
後
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
）
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構
築

川
路
地
区
に
は
、
二
〇
一
一
年
に
中
部
電

力
株
式
会
社
と
飯
田
市
が
共
同
で
設
置
し
た

一
Ｍ
Ｗ
（
一
、〇
〇
〇
ｋ
Ｗ
）
の
太
陽
光
発

電
施
設
で
あ
る
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ
」

が
あ
る
。メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ
は
、
官
民

連
携
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
目
的
に
設
置
が
計
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
施
設
に

お
け
る
発
電
事
業
の
開
始
直
後
で
あ

る
二
〇
一
一
年
三
月
に
は
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、
図
ら
ず
も
大
規
模

電
源
遠
隔
地
に
お
け
る
分
散
型
の
電

源
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な

っ
た
、
当
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

脱炭素先行地域ロゴ

脱炭素先行地域選定証授与式

名勝天龍峡

濁流に孤立した川路小中学校
（昭和36年6月）
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ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

施
設
で
あ
る
。

こ
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
い
い
だ
を
主

要
電
源
施
設
と

し
、
さ
ら
に
大
規

模
蓄
電
池
を
設
置

し
、
同
一
の
配
電

系
統
に
存
す
る
小

学
校
、
公
民
館
な

ど
の
災
害
時
避
難

施
設
や
約
七
十
戸

の
住
宅
を
対
象
と

し
た
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
エ
リ
ア
を
構
築
す
る
。
災
害
等
に
よ

る
大
規
模
停
電
時
に
は
全
体
の
配
電
系
統
か

ら
解
列
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

い
い
だ
で
発
電
さ
れ
る
電
気
に
よ
る
自
立
運

転
を
可
能
と
し
、
早
期
に
停
電
復
旧
を
図
る

こ
と
で
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
機
能
を
向
上

さ
せ
る
。

こ
の
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
技
術
的

な
特
徴
は
、
既
存
の
配
電
系
統
を
活
用
す
る

こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
主
た
る
メ
リ
ッ
ト
は

以
下
の
点
に
あ
る
。

①�

自
営
線
等
の
敷
設
を
必
要
と
せ
ず
、
大
規

模
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
や
新
た
な
設
備
の
維

持
管
理
を
要
し
な
い
こ

と
か
ら
、
イ
ニ
シ
ャ
ル・

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

低
減
で
き
る
。

②�

水
道
ポ
ン
プ
、
街
灯
、

携
帯
電
話
の
基
地
局
な

ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
非
常
用

電
源
へ
の
再
接
続
の
必
要
が
な
く
、
そ
の

機
能
が
維
持
さ
れ
る
。

当
該
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構
築
に

当
た
っ
て
は
、
エ
リ
ア
内
の
電
力
の
需
給
管

理
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
制
御
の
た
め
の
独
自

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

の
開
発
、
系
統
の
保
護
の
た
め
の
特
殊
な
受

電
設
備
の
設
置
な
ど
、
社
会
実
装
に
向
け
て

技
術
的
応
用
を
要
す
る
点
も
多
い
が
、
共
同

提
案
者
で
あ
る
中
部
電
力
株
式
会
社
の
有
す

る
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、
専
門
的
知
見
の
活
用
に

よ
り
、
こ
れ
を
可
能
と
す
る
べ
く
取
組
を
進

め
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
住
宅
を
含
む
地
域
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
エ
リ
ア
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

が
、
川
路
地
区
に
お
い
て
は
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
（
地
域
自
治
区
に
お
い
て
中

核
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
自
治
会
）
を
中

心
に
、
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
ほ
か
、 川路地区 地域マイクログリッドエリア

メガソーラーいいだ
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ボ
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ニ
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今
回
の
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
に
住

民
の
皆
様
か
ら
の
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
２
）
地
域
Ｐ
Ｐ
Ａ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

創
設
と
再
エ
ネ
の
最
大
限
導
入

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
、選
定
を
受
け
た
多
く
の
団
体
に
お
い
て
、

地
域
内
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
掲
げ
て
い
る
。

当
市
の
提
案
に
お
い
て
も
、
対
象
地
域
へ

の
太
陽
光
発
電
の
最
大
限
の
導
入
を
目
指
し

て
い
る
が
、
単
に
設
備
導
入
の
補
助
に
留
ま

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
コ
ス
ト
縮
減
や
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
事

業
者
の
育
成
に
よ
る
魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
な
ど
、
住
民
の
再
エ
ネ
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
高
め
る
こ
と
を
企
図
し
、
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
者
を
含
む
多
様
な

事
業
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
地
域
Ｐ
Ｐ
Ａ
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
創
設
を
提
案
し
た
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
コ
ス
ト
に
関
し

て
は
、
こ
の
十
年
間
、
パ
ネ
ル
（
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
）
自
体
の
価
格
の
低
下
に
比
し

て
、
そ
の
設
置
に
要
す
る
コ
ス
ト
の
低
減
が

図
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
こ
の
地
域
Ｐ

Ｐ
Ａ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
調
達
方
法
や

設
置
方
法
、
架
台
に
必
要
と
な
る
部
材
な
ど

に
関
し
、
参
画
す
る
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
有

す
る
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
、
共
同
研

究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
コ
ス
ト
を
下

げ
、
そ
の
普
及
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
民
、
事
業
者
と
も
こ
の
地
域
に

と
っ
て
未
だ
馴
染
み
の
薄
い
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル

の
メ
ニ
ュ
ー
研
究
と
普
及
を
目
指
す
ほ
か
、

関
連
す
る
多
業
種
の
連
動
に
よ
る
新
た
な
再

エ
ネ
普
及
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
作
り
の
一
翼

を
担
う
組
織
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
再
エ
ネ
の
最

大
限
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
事
項
で
述
べ
る

市
内
小
中
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
の
導
入
、

川
路
地
区
内
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
の
ほ
か
、
オ
フ
サ
イ

ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
用
発
電
所
の
設
置
、
動
く
蓄
電
池

と
し
て
の
電
気
自
動
車
と
Ｖ
２
Ｈ
の
導
入
補

助
、
地
域
の
気
候
風
土
を
活
か
し
た
「
飯
田

版
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
の
普
及
促
進
な
ど
を
並
行
し
て

行
い
、
地
域
内
へ
の
再
エ
ネ
導
入
効
果
を
最

大
限
に
す
る
た
め
の
事
業
を
総
合
的
に
展
開

し
て
い
く
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
地
域
の
送

配
電
事
業
者
と
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
内
に

お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
視
化
す

る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
再
エ
ネ
の
発
電

状
況
と
電
力
の
利
用
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
確
認
す
る
こ
と
で
、
運
用
面
に
お
い
て
も

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
３
）
市
内
小
中
学
校
の
脱
炭
素
化
と

環
境
学
習
の
推
進

当
市
で
は
、
市
内
の
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社
と
の
協
働
に
よ
る
太
陽
光

発
電
事
業
や
、
地
域
環
境
権
条
例
に
基
づ
く

地
域
公
共
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業

な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に
公
共

施
設
の
屋
根
を
用
い
た
太
陽
光
発
電
を
行
っ

て
き
た
。

こ
こ
数
年
の
小
規
模
太
陽
光
発
電
の
動
向

と
し
て
は
、
電
気
の
市
場
価
格
の
高
騰
等
に

よ
り
自
家
消
費
に
経
済
的
な
優
位
性
が
見
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
発
電
さ
れ
る
電
気
の

環
境
価
値
を
需
要
家
が
享
受
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定

価
格
買
取
制
度
）
に
よ
る
こ
と
の
な
い
、
自

家
消
費
型
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
「
地

域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」
の

対
象
と
な
る
経
費
は
、
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
電
源
に

係
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
当
市
に
お
い

て
も
同
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
市
内
小
中
学

校
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
を
導
入

し
、
太
陽
光
発
電
の
自
家
消
費
に
よ
る
電
力

使
用
の
脱
炭
素
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

学
校
施
設
に
お
け
る
脱
炭
素
化
の
推
進
に

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
脱
炭
素
化
の
他
に
、

大
き
く
分
け
て
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。

一
点
目
は
、
自
校
や
地
域
の
取
組
を
「
生

き
た
題
材
」
と
し
た
環
境
学
習
の
推
進
に
よ

る
地
域
へ
の
愛
着
の
醸
成
で
あ
る
。
二
〇
五

〇
年
の
脱
炭
素
社
会
を
中
心
と
な
っ
て
牽
引

し
て
い
く
の
は
、現
在
の
小
中
学
生
で
あ
る
。

改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
は
、「
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
」
が
掲
げ
ら

れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
は
じ
め
と
し
た
学
習
の
展

開
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
日
に
至
る

地域ＰＰＡコンソーシアム（コンセプト）
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ま
で
環
境
学
習
に
つ
い
て
は
、
体
系
的
な
整

理
や
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
と
い
っ
た
検
討

が
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

反
省
を
踏
ま
え
、今
回
の
取
組
に
お
い
て
は
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
取
組
（
例
え
ば
自
校
の

屋
根
に
設
置
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ

る
再
エ
ネ
活
用
）
を
「
生
き
た
題
材
」
と
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
必
要
な
考
え
方

と
行
動
を
そ
の
肌
で
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
強

く
印
象
づ
け
、
学
習
効
果
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
の
地
域
（
ま
た
は
類
似
の
他

地
域
）
の
課
題
と
し
て
、
学
卒
者
の
地
元
就

職
率
が
低
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
こ
の
地

域
が
持
続
可
能
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

若
者
を
対
象
と
し
た
地
域
の
魅
力
向
上
に
努

め
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
住
み

続
け
た
い
と
思
う
人
口
を
、
幼
少
期
か
ら
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
環
境
学

習
の
経
験
を
通
じ
て「
環
境
文
化
都
市
飯
田
」

に
愛
着
を
持
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
を
多
く
育

て
、
卒
業
後
に
地
元
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

二
点
目
は
、
学
校
を
ハ
ブ
と
し
た
市
域
全

体
へ
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
行
動
変
容
の
展

開
で
あ
る
。
当
市
で
は
、
地
域
、
学
校
、
家

庭
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
「
め
ざ
す
子
ど

も
像
」
の
実
現
の
た
め
に
一
体
的
に
取
り
組

む
「
飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
な
ど

を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
と
学
校
と
の
関
係

性
が
極
め
て
近
く
、
古
く
か
ら
学
校
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
一
点
目
で
掲
げ
た
環
境
学
習

の
成
果
は
、
家
庭
や
地
域
で
共
有
さ
れ
、
市

内
全
域
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
例
え
ば
、
小
売
電
気
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
版
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
取

組
を
予
定
し
て
い
る
が
、
学
校
で
子
ど
も
た

ち
が
学
ん
だ
そ
の
意
義
や
必
要
性
に
つ
い

て
、
子
ど
も
を
通
じ
て
家
庭
や
地
域
で
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
域
全
体
に
そ
の
取
組

を
広
げ
、
効
果
を
最
大
限
に
拡
大
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

地
域
の
脱
炭
素
化
に
お
い
て
基

礎
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
脱
炭
素
化

は
国
際
的
な
動
向
で
あ
り
、
我
が
国
の
国
家

的
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
方
向
性
で
あ

る
。
ま
た
、
地
域
の
脱
炭
素
化
は
こ
れ
ら
に

資
す
る
た
め
の
基
礎
的
要
素
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
実
生
活
と

脱
炭
素
化
の
理
念
と
の
間
に
は
、
少
な
か
ら

ず
意
識
の
乖
離
が
存
在
し
、
一
人
一
人
の
行

動
の
変
容
に
つ
な
が
ら
な
い
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
整
理
で

は
、
電
気
に
付
随
す
る
価
値
と
し
て
「
環
境

価
値
」、「
産
地
価
値
」、「
特
定
電
源
価
値
」

が
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
一

般
の
需
要
家
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
が
電
力
価

値
と
別
に
取
引
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
認
識
し
て
お
ら
ず
、
具
体
的

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

脱
炭
素
化
に
向
け
て
は
、
革
新
的
技
術
の

導
入
も
重
要
だ
が
、
一
人
一
人
の
行
動
変
容

に
向
け
、
住
民
の
理
解
の
も
と
に
取
組
を
展

開
す
る
地
道
な
努
力
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
基
礎
自
治
体
に
与
え
ら
れ
た
最
も
大

き
い
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
。
当
市
の
取
組

に
は
一
見
す
る
と
月
並
み
な
も
の
も
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら

取
組
を
地
域
の
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
理
解
し
、
そ
の
意
義
の
も
と
に

膝
を
突
き
合
わ
せ
て
意
見
を
交
わ
し
、
実
行

に
移
し
て
い
く
点
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の

点
こ
そ
が
最
も
取
組
の
難
易
度
と
し
て
高
く
、

か
つ
、
効
果
と
し
て
も
高
い
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
我
々
は
地
域
脱
炭
素
に
向

け
、
こ
の
「
飯
田
モ
デ
ル
」
の
確
立
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、「
実
行
の
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」

を
全
国
に
向
け
起
こ
す
べ
く
脱
炭
素
先
行
地

域
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

お
わ
り
に

「
脱
炭
素
化
」
や
「
環
境
」
と
い
っ
た
要

素
は
、
自
治
体
の
全
て
の
事
業
に
通
底
す
る

概
念
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
当
市

は
、「
環
境
文
化
都
市
」
の
概
念
を
最
上
位

の
目
指
す
都
市
像
と
し
て
位
置
付
け
、
あ
ら

ゆ
る
事
務
事
業
の
基
本
に
据
え
た
。

市
役
所
庁
内
に
お
い
て
も
未
だ
脱
炭
素
化

を
「
自
分
ご
と
」
と
と
ら
え
る
風
潮
の
定
着

に
向
け
て
は
課
題
も
多
い
が
、
今
年
度
か
ら

は
新
た
に
庁
内
組
織
と
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
推
進
本
部
」
を
設
け
、
脱
炭
素
化

に
向
け
た
情
報
共
有
や
検
討
の
場
と
し
て
、

統
合
的
か
つ
機
動
的
に
機
能
さ
せ
て
い
る
。

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
示
さ
れ

る
と
お
り
、
地
域
脱
炭
素
は
地
域
の
成
長
戦

略
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
運
営
に
求

め
ら
れ
る
考
え
方
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
実

施
に
当
た
り
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
視

野
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
要

素
で
あ
る
脱
炭
素
化
に
つ
い
て
真
摯
に
考

え
、
野
心
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ

り
、地
域
の
課
題
の
解
決
と
「
二
〇
五
〇
年
、

飯
田
は
日
本
一
住
み
た
い
ま
ち
に
な
る
」
た

め
の
地
域
の
成
長
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

人
の
日
常
生
活
と
社
会
活
動
が
集
積
し
て

い
る
都
市
は
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
社
会
資
本

が
整
備
さ
れ
て
い
る
人
工
環
境
と
い
え
ま
す
。

社
会
資
本
の
中
で
も
、
都
市
に
か
か
わ
ら
ず

植
物
の
も
つ
多
面
的
機
能
を
期
待
し
て
特
に

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
以

下
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、
米
国
で
発
案
さ
れ

た
社
会
資
本
整
備
手
法
で
、
植
物
は
も
ち
ろ

ん
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
社
会

資
本
整
備
に
活
用
す
る
と
い
う
考
え
方
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
欧
米
を
中
心
に

各
国
で
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
導

入
目
的
や
対
象
は
、
国
際
的
に
統
一
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
国
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
非
常

に
幅
広
い
自
然
環
境
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

米
国
で
は
都
市
の
緑
地
形
成
に
よ
る
環
境
貢

献
と
し
て
、
特
に
雨
水
管
理
等
の
観
点
に
力

点
を
お
い
て
い
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。
英
国

は
緑
が
も
つ
経
済
性
か
ら
得
ら
れ
る
様
々
な

利
益
を
環
境
の
視
点
か
ら
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
で
は
生
物
多
様
性
の
保
全

や
植
生
の
復
元
、カ
ナ
ダ
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（Green�

Grow
th

）
で
は
、
低
炭
素
を
含
む
環
境
問

題
や
資
源
の
循
環
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
植
物
を
植
栽
す
る
こ
と
で
創
出
さ

れ
る
空
間
を
総
称
し
て
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
植
物
が
も
つ
間
接
的
な
効
果
と
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
の
機
能
、
植

物
が
生
活
し
て
き
た
エ
ー
ジ
ン
グ
の
視
点
か

ら
文
化
性
を
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
い
は
、
木
材
と
な
っ
た
樹
木
に

よ
る
建
造
物
や
造
形
物
な
ど
も
自
然
素
材
の

活
用
対
象
と
し
て
、
巨
樹
や
老
木
の
保
存
と

保
護
で
は
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
生
活
や
経

済
的
環
境
な
ど
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
保
存
や
保
護
に
関
す
る
環
境
は
主
に

自
然
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
運
営

す
る
活
動
も
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
範
疇
に

入
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
対
象
と
な
る
代
表

的
な
空
間
は
主
に
都
市
で
あ
り
、
こ
の
空
間

で
展
開
さ
れ
て
い
る
公
園
や
各
種
の
緑
化
事

業
は
、
市
民
に
最
も
近
い
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
の
さ
ら
な
る
充
実
と
と
も
に
多
様
な

活
用
へ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
基
本
と

な
る
植
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
都
市
の
植

物
に
よ
る
空
間
創
出
に
関
係
さ
れ
て
い
る
方
々

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
大
変
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
環
境
形
成
効
果
の
大
き
い

植
物
を
取
り
扱
う
た
め
の
植
栽
技
術
と
し
て

の
植
栽
手
法
、
空
間
創
出
の
方
法
、
植
物
の

生
活
の
基
礎
と
な
る
植
栽
基
盤
の
あ
り
方
、

植
物
の
宿
命
で
あ
る
健
康
の
保
持
、
植
物
を

植
栽
し
た
目
的
を
維
持
す
る
た
め
の
生
理
調

節
な
ど
の
情
報
を
得
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

本
研
修
へ
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
象
に
関
与
す
る
植
物
は
広
く

「
み
ど
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
も

「
み
ど
り
・
緑
」
と
称
す
こ
と
に
し
ま
す
。

１
．我
が
国
に
お
け
る

み
ど
り
の
創
出
と
取
組

建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
は
、
人
々
の

生
活
環
境
の
快
適
化
を
目
的
に
国
土
の
み
ど

り
の
保
全
と
緑
化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
の

具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
「
緑

の
政
策
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
み
ど
り

を
社
会
資
本
と
し
て
位
置
づ
け
る
基
本
的
な

方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
市
民
の
共
働
参
画

の
在
り
方
を
も
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
方

針
を
基
に
各
自
治
体
で
「
緑
の
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
緑
の
政
策
大
綱
が
示

さ
れ
た
一
九
九
四（
平
成
六
）年
に
は
、
現
在
、

話
題
と
な
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

内
容
と
同
等
の
も
の
が
示
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

環
境
問
題
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
緑
豊
か

な
国
土
の
形
成
を
図
る
う
え
で
、
特
に
緑
の

多
様
な
機
能
を
活
か
し
た
生
活
環
境
づ
く
り

の
推
進
と
、
国
民
の
身
近
な
緑
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
建
設
省
と
し
て
生
活
者

重
視
の
視
点
に
立
ち
、
緑
の
保
全
、
創
出
、

「 グリーンインフラの
構築に向けた公園・都市
緑化研修へのいざない」

東京農業大学客員教授　濱野　周泰

センター通信
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活
用
に
か
か
る
諸
施
策
の
基
本
方
向
と
基
本

目
標
を
明
確
に
し
、
施
策
の
総
合
的
展
開
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
緑
の
政
策
大
綱
は

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

緑
の
保
全
、
創
出
、
活
用
に
関
す
る
総
合

的
な
計
画
の
策
定
は
、
各
自
治
体
が
策
定
す

る
緑
の
基
本
計
画
に
よ
っ
て
具
体
的
な
も
の

と
な
り
、
地
域
の
緑
の
新
た
な
資
源
の
発
掘

に
つ
な
が
り
ま
す
。
施
策
の
基
本
方
向
と
展

開
は
次
の
四
項
目
で
す
。

①�

緑
の
保
全
と
創
出
に
よ
る
自
然
と
の
共
生

は
、
緑
が
も
つ
自
然
界
に
お
け
る
生
態
系

の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
観
点
か

ら
で
す
。
二
十
一
世
紀
初
頭
を
目
途
と
し

道
路
、
河
川
、
公
園
等
の
緑
の
公
的
空
間

量
を
三
倍
、
所
管
の
公
共
施
設
等
の
高
木

本
数
を
三
倍
に
す
る
こ
と
を
基
本
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
民
有
地
緑

地
に
つ
い
て
風
致
地
区
制
度
等
の
施
策
を

講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
に
お
け
る

緑
地
の
占
め
る
割
合
を
三
割
以
上
確
保
し
、

緑
豊
か
な
生
活
環
境
の
実
現
を
図
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

②�

緑
豊
か
で
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
快
適
な

環
境
の
創
出
は
、
生
物
と
し
て
の
緑
が
生

活
す
る
こ
と
に
よ
る
生
理
的
作
用
に
よ
り

創
り
出
さ
れ
る
環
境
で
す
。
市
町
村
に
よ

る
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す

る
基
本
計
画
「
緑
の
基
本
計
画
」
の
策
定

を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
緑
の
保

全
、
創
出
、
活
用
に
向
け
て
施
策
の
総
合

的
展
開
を
図
る
も
の
で
す
。

③�

緑
を
活
用
し
た
多
様
な
余
暇
空
間
づ
く
り

の
推
進
は
、
緑
の
形
態
的
特
性
に
基
づ
く

空
間
と
し
て
創
り
出
さ
れ
た
潤
い
の
あ
る

景
観
へ
の
活
用
で
す
。
緑
の
創
出
と
活
用

の
対
象
地
と
し
て
は
、公
園
、道
路
、河
川
、

ダ
ム
、
砂
防
、
海
岸
、
斜
面
地
、
下
水
処

理
場
、
官
公
庁
施
設
、
公
的
住
宅
等
の
公

共
公
益
的
施
設
等
の
緑
や
市
街
地
開
発
事

業
等
と
一
体
と
な
っ
た
緑
、
民
有
地
の
緑

の
創
出
と
活
用
等
が
あ
り
ま
す
。

④�

市
民
の
参
加
、
協
力
に
よ
る
緑
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
は
、
緑
の
恩
恵
を
享
受
す
る

市
民
自
ら
が
緑
に
関
わ
る
こ
と
が
緑
の
必

要
性
を
理
解
す
る
機
会
と
な
る
こ
と
で
す
。

緑
の
保
全
は
既
存
の
緑
の
資
源

性
を
持
続
さ
せ
る
観
点
か
ら
、

緑
地
保
全
地
区
の
指
定
の
促

進
、
風
致
地
区
制
度
の
活
用
、

生
産
緑
地
の
保
全
、
自
然
環
境

の
保
全
に
配
慮
し
た
公
共
施
設

の
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。
そ

の
際
、
自
然
の
生
態
系
に
も
十

分
配
慮
し
た
人
間
と
自
然
が
共

生
す
る
緑
の
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
．「
み
ど
り
」
の
本
質

緑
の
政
策
大
綱
に
よ
っ
て
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
構
図
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
核
と
な
る
も
の
が
「
み
ど
り
」
で
す
。

み
ど
り
の
空
間
を
保
全
、
創
出
、
維
持
す
る

視
点
か
ら
取
り
扱
う
に
は
、
み
ど
り
を
生
物

と
し
て
の
植
物
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

全
て
の
生
物
は
、
環
境
の
中
で
し
か
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
宿
命
を
も
っ

て
い
ま
す
。
人
の
生
活
に
多
く
の
恩
恵
を
与

え
て
く
れ
る
植
物
も
、
環
境
と
密
接
な
関
係

を
も
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
生
物
と
し
て
の
宿
命
を
も
っ

て
い
ま
す
。

植
物
は
も
ち
ろ
ん
生
物
の
生
活
に
は
無
機

的
な
環
境
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
人
と
植

物
と
の
関
係
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
生
物
同
士

の
関
係
も
あ
り
ま
す
。
植
物
と
環
境
と
の
関

係
に
は
、
植
物
の
生
活
を
支
配
す
る
環
境
と

の
関
係
を
作
用
（action

）、
植
物
が
存
在
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
環
境
を
反
作
用

（reaction

）、
生
物
同
士
が
お
互
い
に
環
境

と
な
る
関
係
を
相
互
作
用
（coaction

）
と

い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
植
物
と
環
境
と
の

関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
植
物
の
生

活
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
要
因
を
環
境

要
因
、
植
物
の
生
活
を
特
に
大
き
く
支
配
す

る
要
因
を
限
定
要
因
と
呼
び
ま
す
。

作
用
は
、
無
機
的
環
境
要
因
が
植
物
の
生

活
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
す
。

植
物
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
、
植
物
は
、

無
機
物
か
ら
有
機
物
を
合
成
で
き
る
唯
一
の

生
物
と
し
て
自
然
界
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

生
態
系
の
中
で
は
、
生
産
者

と
し
て
そ
の
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生

活
は
環
境
の
作
用
を
受
け
て

い
ま
す
。
自
然
界
に
お
け
る

大
き
な
環
境
要
因
は
気
温
と

降
水
量
で
す
。
こ
れ
ら
の
作

用
に
よ
っ
て
植
物
の
生
態
分

布
が
決
ま
り
ま
す
。

反
作
用
は
、
植
物
が
生
活

明治神宮の森からの示唆を背景に創出した
「ののあおやま」の緑地

都市緑化の計画・設計，植栽。管理に多くの
示唆を与えてくれる明治神宮の森
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す
る
こ
と
に
よ
り
無
機
的
環
境
へ
は
た
ら
き

か
け
る
こ
と
で
す
。
反
作
用
あ
る
い
は
環
境

形
成
作
用
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
植
物
の

遷
移
に
よ
る
環
境
の
変
化
は
、
反
作
用
の
代

表
的
な
現
象
と
い
え
ま
す
。
植
物
が
生
育
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
表
へ
の
日
射
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
で
湿
気
が
保
持
さ
れ
、
土
壌
の
形

成
が
促
進
さ
れ
表
土
が
蓄
積
し
、
さ
ら
に
高

さ
の
高
い
植
物
が
生
育
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

植
生
の
階
層
が
多
様
に
な
り
ま
す
。
地
表
に

到
達
す
る
光
が
弱
く
な
り
日
陰
に
耐
え
る
植

物
が
生
活
す
る
空
間
と
な
り
ま
す
。
高
さ
の

高
い
樹
木
で
日
陰
に
耐
え
る
も
の
、
い
わ
ゆ

る
陰
樹
の
高
木
が
植
生
の
主
な
構
成
種
に
な

り
、
こ
れ
ら
の
樹
木
に
よ
っ
て
極
相
が
構
成

さ
れ
ま
す
。

植
物
は
、
呼
吸
作
用
に
よ
る
大
気
の
浄
化
、

根
系
が
発
達
す
る
こ
と
に
よ
る
土
壌
の
安
定

化
、
他
の
植
物
や
動
物
の
生
活
基
盤
を
作
り

出
し
て
い
ま
す
。
植
物
の
存
在
は
、
環
境
を

改
善
す
る
と
同
時
に
新
た
な
環
境
を
作
り
出

す
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
環
境
形
成

作
用
は
、
体
の
大
き
な
植
物
で
あ
る
樹
木
が

大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

相
互
作
用
は
、
生
物
同
士
が
お
互
い
に
環

境
と
し
て
影
響
を
与
え
合
う
は
た
ら
き
で
す
。

相
互
作
用
に
は
、
競
争
、
寄
生
、
共
生
な
ど

の
関
係
が
あ
り
ま
す
。
相
互
作
用
を
代
表
す

る
事
例
は
食
物
連
鎖
で
す
。
植
物
は
、
食
物

連
鎖
の
出
発
点
に
位
置
し
て
お
り
、
常
に
従

属
栄
養
生
物
（
消
費
者
）
の
食
餌
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
植
物
同
士
に
お
い
て
も
、

従
属
栄
養
生
物
と
同
様
に
競
争
関
係
に
晒
さ

れ
て
い
ま
す
。
ツ
ル
植
物
は
自
身
で
立
ち
上

が
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
他
物
を
自

分
が
立
ち
上
が
る
た
め
の
支
柱
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
樹
木
等
へ
絡
み
つ
く
（
あ
る

意
味
の
寄
生
）
こ
と
で
、
光
の
奪
い
合
い
を

有
利
に
進
め
ま
す
。
最
終
的
に
ホ
ス
ト（
支
柱
）

に
な
っ
た
樹
木
を
枯
ら
す
こ
と
に
な
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。

相
互
作
用
は
、
環
境
共
生
や
生
物
多
様
性

を
考
え
る
上
で
、
最
も
重
要
な
生
物
と
環
境

の
関
係
で
す
。
生
物
の
生
息
空
間
を
創
出
す

る
に
は
、
生
物
と
環
境
の
相
互
作
用
の
機
構

を
基
本
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に

食
物
連
鎖
を
含
め
た
生
態
系
に
お
け
る
物
質

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
、
生
産
者
と
消
費
者

の
基
礎
的
関
係
は
も
と
よ
り
、
植
物
、
動
物
、

無
機
的
環
境
の
多
様
で
複
雑
な
情
報
を
収
集

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
樹
木
の
管
理
に
つ

い
て
も
相
互
作
用
と
生
物
多
様
性
の
観
点
か

ら
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
．植
物
の
特
性

樹
木
も
生
物
と
し
て
環
境
の
支
配
を
受
け

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
環
境
の
中
で
、

そ
れ
を
受
け
と
め
て
生
活
し
て
い
る
と
も
言

え
ま
す
。
樹
木
は
も
ち
ろ
ん
植
物
は
、
動
物

と
は
異
な
り
生
育
を
始
め
た
場
所
が
不
適
当

な
環
境
に
変
化
し
て
も
逃
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
宿
命
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

樹
木
と
草
で
は
、
そ
の
生
活
に
違
い
が
現
れ

ま
す
。
草
は
、
生
活
に
不
適
切
な
環
境
に
な

る
と
次
の
年
に
は
、
発
芽
す
る
こ
と
な
く
生

活
は
単
年
で
終
え
て
し
ま
い
ま
す
。
樹
木
は

次
の
年
も
同
じ
場
所
で
生
活
を
続
け
ま
す
。

樹
木
は
、
毎
年
成
長
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場

の
環
境
を
加
齢
と
と
も
に
蓄
積
（
記
録
）
す

る
こ
と
で
樹
体
へ
反
映
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

生
活
を
継
続
で
き
る
許
容
範
囲
内
の
環
境
変

化
で
あ
り
、
樹
木
で
も
生
活
へ
の
許
容
範
囲

を
越
え
る
こ
と
で
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

樹
木
の
生
育
地
に
お
い
て
、
樹
木
の
生
育

を
阻
害
あ
る
い
は
減
退
さ
せ
る
環
境
因
子
の

総
称
を
環
境
圧
と
い
い
ま
す
。
樹
木
の
反
作

用
（
環
境
形
成
作
用
）
を
期
待
し
て
植
え
る

と
き
に
は
、
環
境
圧
の
除
去
、
改
善
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
都
市
で
は
、
樹
木

の
円
滑
な
生
活
を
阻
害
、
減
退
さ
せ
る
環
境

因
子
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
環
境
圧
を
見

極
め
て
そ
れ
を
除
去
、
改
善
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

都
市
に
お
け
る
樹
木
の
代
表
的
な
生
活
場

所
に
街
路
が
あ
り
ま
す
。
今
日
で
は
、
日
本

各
地
で
街
路
樹
と
し
て
約
二
〇
〇
種
の
樹
木

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
必
ず
し

も
街
路
の
環
境
に
適
応
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
樹
種
や
、
街
路
樹
と
し
て
備
え
る
べ
き

性
質
を
備
え
て
い
な
い
樹
木
が
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
都
市
は
、
舗

装
さ
れ
た
道
路
や
歩
道
、
構
造
物
に
よ
っ
て

地
表
は
被
わ
れ
、
街
路
樹
の
生
育
に
は
厳
し

い
環
境
で
す
。
通
気
透
水
の
不
良
な
植
え
桝

で
は
、
街
路
樹
の
根
は
生
育
不
良
と
な
り
病

気
に
冒
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
都

市
の
環
境
が
誘
引
と
な
り
、
植
え
桝
は
素
因
、

菌
類
が
主
因
と
な
り
病
気
が
発
生
し
ま
す
。

根
の
病
気
は
、
支
持
力
を
失
い
倒
伏
害
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

緑
地
の
計
画
・
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
何

故
、
そ
の
樹
木
が
必
要
な
の
か
、
そ
の
樹
木

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
に
か
を
十

分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
単
に
環

境
に
適
応
す
る
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
樹
木

で
創
出
す
る
景
観
を
想
定
し
て
樹
種
を
選
択

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
植
え

た
後
の
健
全
生
育
を
担
保
す
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
移
動
で
き
な
い
樹
木
に
つ
い
て
植

え
付
け
た
直
後
か
ら
世
話
と
い
う
管
理
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

私
は
安
曇
野
の
出
身
で
映
画
「
黒
部
の
太

陽
」
な
ど
の
影
響
も
あ
り
土
木
を
志
し
て
、

昭
和
五
十
五
年
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
に
て
土
木
施

工
に
三
十
七
年
間
従
事
。
定
年
後
の
平
成
二

十
九
年
末
よ
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
て
主
に

土
木
構
造
物
の
維
持
管
理
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
平
成
元
年
に
監
理
技
術
者
登

録
を
行
い
、
平
成
十
六
年
か
ら
は
、
監
理
技

術
者
講
習
講
師
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

２
．
施
工
現
場
の
監
理
技
術
者
と
し
て

私
が
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士
を
取
得
し

た
こ
ろ
か
ら
塩
害
や
Ａ
Ｓ
Ｒ
な
ど
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
に
関
す
る
問
題
が
顕

在
化
し
て
き
て
土
木
構
造
物
の
品
質
に
関
わ

る
管
理
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
監
理
技

術
者
制
度
が
制
定
さ
れ
、
私
も
当
初
か
ら
登

録
し
、
現
在
ま
で
連
続
し
て
更
新
し
て
い
ま

す
。
特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
研
鑽
と

し
て
、
平
成
七
年
こ
ろ
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
技
士
、
主
任
技
士
の
資
格
取
得
学
習
に
て

最
新
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
間
に
は
、
発
電
構
造
物
、
道
路
一
般
構

造
物
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
様
々
な
土
木
構
造
物

の
施
工
管
理
を
経
験
し
、
鉄
道
山
岳
ト
ン
ネ

ル
の
施
工
に
携
わ
っ
た
時
点
で
は
監
理
技
術

者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
監
理
技
術
者
の
専
任
制

度
の
下
、
定
年
ま
で
鉄
道
山
岳

ト
ン
ネ
ル
の
施
工
に
従
事
し
ま

し
た
。
私
が
主
に
監
理
技
術

者
、
現
場
代
理
人
と
し
て
仕
事

を
し
た
期
間
は
、
新
幹
線
ト
ン

ネ
ル
の
覆
工
剥
落
事
故
も
あ
り
、

覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
に

関
す
る
様
々
な
問
題
に
対
処
し
、

高
度
化
を
図
る
機
運
が
あ
り
、

様
々
な
技
術
開
発
と
そ
の
適
用

試
験
が
行
わ
れ
た
時
期
と
重
な

り
ま
す
。
こ
の
期
間
で
は
、
私

の
携
わ
っ
た
山
岳
ト
ン
ネ
ル
施

工
現
場
の
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト

延
長
が
十
五
ｋｍ
余
り
を
連
続
し

て
担
当
し
て
お
り
、
様
々
な
品

質
面
の
新
技
術
の
開
発
に
腐
心

し
、
施
工
技
術
の
向
上
に
尽
く
せ
た
こ
と
は
、

そ
の
時
々
に
は
苦
労
こ
そ
あ
れ
、
今
と
な
っ

て
は
、
土
木
技
術
者
と
し
て
幸
せ
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
携
わ
っ
た
技
術

開
発
の
主
な
も
の
と
し
て
、
覆
工
背
面
平
滑

工
法
（
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ
工
法
）
の
実
用
化
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防

水
性
の
向
上
や
ひ
び
割
れ
の
抑
止
、
覆
工
背

面
空
洞
の
発
生
減
少
に
役
立
つ
工
法
で
あ

り
、
現
在
は
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
覆
工
コ
ン

ク
リ
ー
ト
標
準
工
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
私
は
、
そ
の
平
滑
面
を
構
成

す
る
防
水
シ
ー
ト
と
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
間

の
充
填
材
料
の
開
発
に
関
わ
り
、
ト
ン
ネ
ル

掘
削
で
必
ず
使
用
す
る
バ
ッ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
す
る
モ
ル
タ
ル
を
採
用
す
る
こ
と

で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
品
質
の
向
上
の
実
現
や

適
用
範
囲
の
拡
大
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

監理技術者からのメッセージ

監理技術者講習を生かして

技建開発株式会社
技師長　北沢 淳史

FILM工法
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ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
は
、
覆
工
技
術

だ
け
で
な
く
掘
削
技
術
な
ど
も
、
品
質
や
作

業
さ
れ
る
方
々
（
ト
ン
ネ
ル
マ
ン
）
の
安
全

に
関
わ
る
点
で
重
要
で
す
。
そ
の
安
全
面
で

は
唯
一
心
残
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
が
監
理
技
術
者
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
現

場
に
て
ト
ン
ネ
ル
作
業
員
の
お
一
人
が
落
盤

に
よ
り
被
災
す
る
死
亡
災
害
が
発
生
し
た
こ

と
で
す
。
発
生
時
の
管
理
面
で
は
、
現
場
代

理
人
を
含
め
私
や
現
場
担
当
者
、
ト
ン
ネ
ル

専
門
業
者
の
所
長
以
下
、
切
羽
作
業
の
責
任

者
ま
で
が
普
段
か
ら
安
衛
法
関
連
の
法
規
に

真
摯
に
向
き
合
っ
た
管
理
を
行
っ
て
い
た
ほ

か
、
作
業
員
へ
の
安
全
教
育
な
ど
は
そ
の
時

点
の
一
般
的
な
レ
ベ
ル
よ
り
一
段
高
い
内
容

を
実
践
し
て
い
た
と
今
で
も
自
負
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
管
理
に
関
し
て
法
的
な
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
山
岳
ト
ン

ネ
ル
は
、
落
盤
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る

切
羽
に
て
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
唯
一
と
言
っ
て
も

よ
い
工
事
で
あ
り
、
現
在
で
も

落
盤
事
故
に
よ
り
ト
ン
ネ
ル
作

業
員
が
被
災
す
る
事
故
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
の
あ
る

切
羽
作
業
の
内
、
鋼
製
支
保
工

の
建
て
込
み
に
関
し
て
、
切
羽

に
立
ち
入
ら
ず
に
作
業
を
行
う

こ
と
（
当
時
、
私
が
実
施
を
試

み
、
次
期
尚
早
と
し
て
一
旦
あ

き
ら
め
て
い
た
ア
イ
デ
ア
）
を

後
に
後
輩
た
ち
の
手
で
さ
ら
に

発
展
さ
せ
た
技
術
と
し
て
実
現

さ
れ
た
こ
と
（
第
二
十
二
回
国

土
技
術
開
発
賞
優
秀
賞
：
鋼
製

支
保
工
建
込
み
ロ
ボ
ッ
ト
）。

更
に
、
火
薬
の
装
薬
な
ど
の
完

全
自
動
化
に
向
け
て
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
と
て
も
誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

３
．
監
理
技
術
者
講
習
講
師
と
し
て

平
成
十
六
年
か
ら
は
、
監
理
技
術
者
と
し

て
実
務
を
経
験
し
た
者
に
よ
る
講
習
が
必
要

と
い
う
点
か
ら
、
広
く
民
間
へ
も
人
材
を
求

め
る
機
運
に
乗
り
監
理
技
術
者
講
習
講
師
と

し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
か
ら
比
較

的
年
齢
も
若
い
こ
と
も
あ
り
午
後
の
講
義
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
講
義
の
基
に
す
る
テ
キ

ス
ト
は
、
し
っ
か
り
と
構
成
さ
れ
て
い
て
そ

の
ま
ま
内
容
を
伝
え
て
も
十
分
な
内
容
で
す

が
、
監
理
技
術
者
の
実
経
験
を
伝
え
る
と
い

う
点
か
ら
そ
の
経
験
に
つ
い
て
も
講
義
す
る

こ
と
を
推
奨
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
が
始
め

た
頃
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
問
題
が
午

後
の
部
に
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
任
技
術

者
・
診
断
士
の
知
識
や
様
々
な
種
類
の
施
工

現
場
管
理
の
経
験
を
基
に
経
験
の
講
義
を
構

成
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
梨
リ
ニ
ア

実
験
線
ト
ン
ネ
ル
の
現
場
に
移
る
頃
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
問
題
が
午
前
中
に
な
り

午
後
の
講
習
内
容
か
ら
離
れ
た
た
め
、
講
義

の
新
た
な
話
題
と
し
て
、
環
境
面
と
し
て
八

甲
田
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
携
わ
っ
た
“
自
然
由

来
の
汚
染
土
の
処
理
に
つ
い
て
”
を
副
教
材

と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
防
災
面
で
は
、

そ
の
時
点
で
研
究
報
告
が
あ
っ
た
長
周
期
地

震
動
に
よ
る
高
層
ビ
ル
で
の
危
険
性
な
ど
の

資
料
を
副
教
材
と
し
て
と
り
あ
げ
、
講
義
を

構
成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
報
告

に
よ
る
東
北
地
方
の
想
定
震
源
域
が
東
日
本

大
震
災
の
震
源
域
と
合
致
し
て
い
た
た
め
、

震
災
後
は
話
題
と
し
て
適
切
で
は
な
い
と
考

え
、
築
地
・
豊
洲
の
土
壌
汚
染
問
題
な
ど
に

切
り
替
え
ま
し
た
。
現
在
は
、
前
職
を
定
年

後
、
出
身
地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
再
就
職

し
、
主
に
道
路
構
造
物
の
点
検
・
維
持
管
理

に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
業
務
の
ト
ン
ネ
ル

の
補
修
設
計
で
実
施
し
た
点
群
測
定
に
よ
る

地
形
や
構
造
物
形
状
の
測
定
か
ら
作
成
し
た

３
Ｄ
モ
デ
ル
を
利
用
し
た
設
計
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
事
例
）
な
ど
の
事
例
を
副
教
材
と
し

て
話
題
に
使
っ
て
い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い
つ
く
ま
ま
に
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
に
な
っ
て

思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
私
を
土
木
技
術
者
と

し
て
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
導
い
て
く
れ
た
一

番
は
、
監
理
技
術
者
講
習
の
講
師
と
い
う
立

場
で
の
研
鑽
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
そ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
様
と
私
の
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第１０回ロボット大賞　国土交通大臣賞受賞「鋼製支保工設置システム」
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静
岡
県
に
は
約
一
四
〇
名
の
建
築
職
員
が

お
り
、本
庁
は
交
通
基
盤
部
建
築
管
理
局（
営

繕
）
と
く
ら
し
・
環
境
部
建
築
住
宅
局
（
建

築
行
政
）、
出
先
は
土
木
事
務
所
（
営
繕
・

建
築
行
政
・
住
宅
）
に
多
く
の
職
員
が
配
属

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
平
成
二
十
一
年
度
に

静
岡
県
の
建
築
職
と
し
て
採
用
さ
れ
、
今
年

で
入
庁
十
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
本
庁
・
出
先
様
々
な
部
署
に
配
属
さ
れ
、

現
在
の
教
育
委
員
会
教
育
施
設
課
で
六
箇
所

目
で
す
。
建
築
職
員
の
業
務
は
、
公
共
建
築

物
の
計
画
か
ら
施
工
、
建
築
確
認
申
請
や
許

認
可
の
処
理
等
の
法
規
関
係
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
配
属
先
に
よ
っ
て
様
々
な
業
務
に
広

く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
面
白
い
と
思

い
ま
す
。

静
岡
県
は
東
西
に
広
く
、
建
築
職
員
の
配

属
先
は
西
は
浜
松
か
ら
東
は
熱
海
・
下
田
ま

で
広
範
囲
に
渡
り
ま
す
。
浜
松
～
熱
海
間
は

新
幹
線
が
通
っ
て
い
る
た
め
多
少
自
宅
か
ら

離
れ
て
い
て
も
通
勤
可
能
で
す
が
、
下
田
は

交
通
事
情
が
厳
し
く
、
他
地
域
か
ら
の
通
勤

は
か
な
り
時
間
が
か
か
る
た
め
、
異
動
が
決

ま
っ
た
場
合
は
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
地
区
内

の
職
員
住
宅
に
入
居
し
ま
す
。
私
自
身
も
令

和
元
年
度
か
ら
三
年
間
下
田
に
勤
務
し
ま
し

た
が
、
住
環
境
に
不
満
は
な
い
も
の
の
引
越

し
が
と
に
か
く
大
変
で
し
た
。

下
田
で
は
、
建
築
基
準
法
の
相
談
対
応
や

地
域
内
の
県
有
施
設
の
営
繕
工
事
等
が
主
な

業
務
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
件
数
は
さ
ほ
ど
多

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
準
法
の
相
談

を
受
け
な
が
ら
農
地
法
や
国
土
利
用
法
、
港

湾
法
な
ど
他
所
属
の
担
当
業
務
が
折
り
重
な

っ
て
く
る
場
合
が
多
く
、
慣
れ
る
ま
で
は
引

継
ぎ
先
探
し
に
戸
惑
い
ま
し
た
。
ま
た
、
観

光
地
と
い
う
地
域
柄
、
宿
泊
施
設
の
開
業
に

関
す
る
建
築
相
談
が
多
く
、
特
に
既
存
施
設

を
活
用
し
て
新
た
に
営
業
を
始
め
る
ケ
ー
ス

で
は
、
建
築
物
の
適
法
性
を
確
認
す
る
よ
う

相
談
者
を
指
導
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

地
方
は
概
ね
ど
の
地
域
も
似
た
よ
う
な
状

況
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
下
田
は
建
設
業
や
建

築
士
事
務
所
を
営
む
業
者
が
少
な
く
、
工
事

等
発
注
時
の
不
調
リ
ス
ク
が
ネ
ッ
ク
で
し

た
。
私
の
担
当
工
事
で
は
幸
い
不
調
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
工
事
落
札
直
後
に
発
生
し
た

災
害
へ
の
復
旧
で
下
請
け
業
者
が
確
保
で
き

ず
に
着
手
が
遅
れ
、
や
む
を
得
ず
工
期
延
長

し
た
こ
と
が
あ
り
、
人
手
不
足
の
影
響
を
痛

感
し
ま
し
た
。

下
田
の
幹
線
道
路
は
生
活
道
路
で
も
あ
り

ま
す
が
、
大
半
が
山
道
な
の
で
少
し
強
い
雨

が
降
る
と
す
ぐ
に
倒
木
や
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
ま
す
。
迂
回
路
は
全
く
な
い
か
、
あ
っ
て

も
か
な
り
の
時
間
ロ
ス
が
発
生
す
る
た
め
、

復
旧
作
業
を
担
っ
て
く
れ
る
建
設
業
者
の
あ

り
が
た
み
を
今
ま
で
以
上
に
感
じ
ま
し
た
。

生
活
す
る
上
で
車
の
運
転
は
必
須
で
す
。

以
前
は
街
乗
り
の
み
の
休
日
ド
ラ
イ
バ
ー
で

し
た
が
、
平
日
は
通
勤
、
休
日
は
買
い
物
や

地
元
へ
の
帰
省
な
ど
で
運
転
時
間
が
激
増
し

ま
し
た
。
お
か
げ
で
運
転
に
は
大
分
慣
れ
ま

し
た
が
、
家
族
か
ら
は
運
転
が
荒
く
な
っ
た

と
不
評
で
し
た
。

静
岡
県
で
は
、
コ
ロ
ナ
流
行
前
も
県
内
数

カ
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
自
宅
付
近
の
オ
フ
ィ
ス
へ
の
出
勤

や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
も
条
件
付
で
認
め
ら
れ

て
は
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
か
ら

は
、
研
修
・
会
議
は
ほ
ぼ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
と
な

り
Ｐ
Ｃ
も
モ
バ
イ
ル
形
式
に
変
わ
り
、
多
く

の
職
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
や
す
い
環
境
に

変
わ
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
た
時
期
、

私
は
下
田
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
往
復
五

時
間
近
く
か
か
っ
た
本
庁
へ
の
会
議
出
張
が

ほ
ぼ
な
く
な
り
、
か
な
り
負
担
が
減
り
ま
し

た
。
窓
口
相
談
等
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
受
け
る

主査　峰村　　緑
静岡県　教育委員会事務局　教育施設課

「�地方自治体における�
建築技師としてのあゆみ」

活躍する女性技術者活躍する女性技術者
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こ
と
も
あ
り
、
組
織
の
内
外
で
対
面
に
こ
だ

わ
ら
な
い
仕
事
の
進
め
方
が
定
着
し
た
の
を

実
感
し
ま
し
た
。

営
繕
部
局
に
配
属
さ
れ
て
い
た
時
期
に

は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
外
壁
調
査
の
試

行
を
担
当
し
ま
し
た
。
建
築
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
、
民
間
建
築
物
で
の
外
壁
ド
ロ
ー

ン
調
査
の
実
施
例
を
見
て
、
静
岡
県
で
も
や

っ
て
み
よ
う
と
早
速
調
査
業
者
に
連
絡
を
と

っ
て
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
従
来
の
赤
外

線
調
査
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
画
像
撮
影
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
障
害
物
や
日
射
照
り

返
し
等
の
赤
外
線
調
査
の
弱
点
を
ク
リ
ア

し
、
手
の
届
く
範
囲
で
の
打
診
調
査
や
タ
イ

ル
引
っ
張
り
試
験
等
を
併
用
し
て
調
査
精
度

を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
実
際
に
や

っ
て
み
る
と
赤
外
線
調
査
の
精
度
に
課
題
が

あ
り
、
思
っ
た
通
り
の
結
論
は
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
技
術

に
初
期
段
階
で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
面
白
い

経
験
で
し
た
。

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二

十
九
年
度
に
建
築
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
研
修
を
受

講
し
ま
し
た
。
中
で
も
リ
フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
建

築
の
提
唱
者
で
あ
る
青
木
茂
氏
の
講
義
が
一

番
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
リ
フ
ァ
イ

ニ
ン
グ
建
築
の
実
績
が
な
い
時
期
に
、
古
い

ビ
ル
を
買
い
取
っ
て
改
修
し
自
宅
と
し
、
そ

れ
を
事
例
と
し
て
売
り
込
み
を
か
け
た
話
に

は
「
一
設
計
者
が
そ
こ
ま
で
す
る
の
か
」
と

驚
き
ま
し
た
。
既
存
の
安
全
性
や
適
法
性
は

も
と
よ
り
、
事
業
の
収
益
性
ま
で
検
討
し
た

上
で
リ
フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
建
築
を
提
案
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
本
音
を
交
え
た
実
務
的

な
話
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
の
中
で
全
国
の
自
治
体
建
築

職
員
と
交
流
が
で
き
た
事
も
収
穫
で
し
た
。

翌
年
六
月
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
の

際
は
、
被
災
地
応
援
に
派
遣
さ
れ
た
受
講
者

の
体
験
談
や
、
急
増
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

の
窓
口
相
談
に
つ
い
て
対
応
に
悩
ん
だ
話
等

が
共
有
さ
れ
、
受
講
後
も
有
意
義
な
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
女
性
技
術
者
と
し
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
個

人
的
に
は
こ
れ
ま
で
女
性
技
術
者
な
ら
で
は

の
視
点
で
職
務
に
当
た
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
さ
ほ
ど
な
く
、
必
要
性
も
あ
ま
り

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
庁
し
て
し
ば
ら
く

は
、
主
に
子
育
て
中
の
先
輩
女
性
職
員
か
ら

制
度
は
充
実
し
て
い
て
も
実
際
の
サ
ポ
ー
ト

体
勢
は
不
十
分
で
あ
る
旨
の
怒
り
の
声
を
聞

く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
テ

レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
男
性
職
員
の
育
休
取
得

も
増
え
て
お
り
、
み
ん
な
の
意
識
が
制
度
に

追
い
つ
い
て
き
た
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
本
県

の
建
築
職
で
も
後
輩
の
女
性
職
員
が
年
々
増

加
し
て
お
り
、
性
別
の
垣
根
は
徐
々
に
低
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
数
年
前
に
高
校
体

育
館
の
屋
根
外
壁
改
修
工
事
を
担
当
し
て
い

た
時
に
、
受
注
者
の
好
意
で
そ
の
高
校
の
生

徒
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
を
開
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
授
業
の
一
環
で
は
な
く
、

興
味
が
あ
る
生
徒
が
自
由
に
参
加
す
る
も
の

で
す
が
、
規
模
の
小
さ
い
学
校
に
も
関
わ
ら

ず
、二
十
人
程
の
生
徒
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

足
場
に
昇
っ
て
外
壁
塗
装
（
下
塗
り
）
を
体

験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
地
上
で
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
安
全
帯
を
試
着
し
て
も
ら
っ
た
り
、
三
十

～
四
十
分
ほ
ど
工
事
エ
リ
ア
内
を
見
て
も
ら

い
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
の
は
そ
の
中
に
数

人
の
女
子
生
徒
が
い
た
こ
と
で
す
。
楽
し
そ

う
に
現
場
を
見
て
積
極
的
に
質
問
す
る
姿
を

見
て
、
今
時
の
女
の
子
は
建
設
業
へ
の
抵
抗

感
が
思
っ
た
よ
り
も
小
さ
い
の
で
は
、
と
感

じ
ま
し
た
。
最
近
の
建
設
業
界
は
広
報
に
力

を
入
れ
始
め
て
お
り
、
静
岡
県
で
も
数
年
前

か
ら
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
現
場
を
身
近
に
感
じ
る
機

会
が
増
え
る
こ
と
で
、
彼
女
た
ち
の
よ
う
に

抵
抗
な
く
現
場
に
触
れ
、
建
設
業
に
良
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
増
え
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
す
。

現場見学1

現場見学2
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部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

土
地
・
用
地

★用地基礎（基礎講座） オンデ
マンド － 4/17

～23 7 40,000

☆用 地 基 礎
-用地職員のための基礎講座-

集合・
ライブ 40 5/15

～19 5 77,000

用地事務（建物・営
業・その他補償）

集合・
ライブ 40 6/27

～30 4 63,000

用地事務（土地） 集合 40 11/6
～10 5 77,000

用地職員のための
法 律 実 務

集合・
ライブ 30 8/23

～25 3 70,000

不動産鑑定・地価調査 集合 30 6/28
～30 3 70,000

河
川
・
ダ
ム

河 川 構 造 物 設 計 集合 30 7/11
～14 4 75,000

河川整備計画・事業評価
-実施例を中心に-

集合・
ライブ 30 8/29

～9/1 4 74,000

ダ ム 管 理 集合 30 11/13
～17 5 101,000

ダム操作実技訓練 集合 60
11/29

～
計10回

各3日 71,000

ダム管理主任技術
者（ 学 科 ） 研 修

集合 100

4/17
～21 5 102,000

ダム管理主任技術
者（ 実 技 ） 研 修

5/10
～計
19回

各3日 78,000

砂
防
・
海
岸

砂防等計画設計
-土石流、急傾斜地崩
壊、地すべり対策-

集合 30 5/30
～6/2 4 79,000

土砂災害対策
-地方公共団体におけ

る土砂災害防止法の運
用事例を中心として-

集合・
ライブ 30 9/13

～15 3 70,000

海 岸 技 術 の 実 務 集合 30 11/8
～10 3 70,000

道
路

道 路 整 備 施 策 集合・
ライブ 30 7/5

～7 3 68,000

市 町 村 道 集合・
ライブ 50 10/11

～13 3 70,000

舗 装 技 術 集合・
ライブ 30 7/25

～28 4 80,000

道路構造物設計演習 集合・
ライブ 60 8/23

～25 3 70,000

わかりやすい道路
計 画・ 設 計 演 習

集合・
ライブ 50 9/25

～29 5 96,000

橋
梁

鋼橋設計・施工
-基本技術から維持補修まで-

オンデ
マンド － 1/24

～2/13 21 69,000

★橋梁設計（基本講座） オンデ
マンド － 7/3

～9 7 19,000

☆橋 梁 設 計 集合 40 8/28
～9/1 5 97,000

PC橋の設計・施工 オンデ
マンド － 7/3

～16 14 69,000

PC橋の維持管理 オンデ
マンド － 11/15

～28 14 69,000

都
市

都 市 計 画 の 基 礎 集合・
ライブ 30 4/26

～28 3 77,000

都 市 計 画 Ⅰ 集合・
ライブ 30 6/12

～16
5 各 97,000

都 市 計 画 Ⅱ 集合・
ライブ 30 11/13

～17

部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

都
市

都 市 再 開 発 集合・
ライブ 30 6/6

～9 4 86,000

宅地造成技術講習 集合 105 7/3
～7 5 72,000

★区画整理（基礎講座） オンデ
マンド － 5/29

～6/4 7 28,000

☆区 画 整 理 集合・
ライブ 30 7/10

～14 5 91,000

街 路
-都市における円滑な交通の
確保と豊かな公共空間を-

集合 30 5/23
～26 4 80,000

交 通 ま ち づ く り 集合・
ライブ 30 10/31

～11/2 3 70,000

★公園・都市緑化（基礎講座）
-都市公園活用の秘訣-

オンデ
マンド － 9/4

～10 7 36,000

☆公園・都市緑化 集合・
ライブ 40 10/24

～27 4 77,000

下 水 道
-ストックマネジメント計画・

総合地震対策・維持管理-

集合・
ライブ 30 9/20

～22 3 72,000

景 観 ま ち づ く り 集合・
ライブ 30 7/18

～21 4 77,000

コンパクトシティ 集合・
ライブ 40 4/26

～28 3 66,000

公共空間デザイン・
マ ネ ジ メ ン ト

オンデ
マンド － 9/20

～26 7 33,000

建
築

建 築 設 計 集合 30 11/27
～12/1 5 87,000

建 築 S 構 造 集合 30 9/11
～15 5 99,000

木造建築物の設計・
施工のポイント
-公共建築物等におけ
る木材利用の促進-

集合・
ライブ 30 11/14

～16 3 70,000

建築リニューアル
-時代に合った機能と耐震
を考慮した改修・再生-

集合・
ライブ 50 10/18

～20 3 70,000

建築設備（電気） 集合 30 11/6
～10 5 91,000

建築設備（空調） 集合 30 10/23
～27 5 103,000

公共建築プロジェ
クトマネジメント

オンデ
マンド － 6/21

～27 7 28,000

建築工事のポイント 集合・
ライブ 30 6/21

～23 3 70,000

建築物の維持・保全 集合 40 1/16
～19 4 86,000

建 築 確 認 実 務 Ⅰ 集合・
ライブ 40 6/20

～23 4 71,000

建 築 確 認 実 務 Ⅱ 集合・
ライブ 40 10/10

～13 4 71,000

建 築 計 画 の 基 本 集合・
ライブ 30 5/9

～12 4 73,000

B I M
-BIMによる設計・施工の
見える化技術の利活用-

集合 30 9/21
～22 2 51,000

建築基準法（基礎講座） オンデ
マンド － 7/5

～12 8 42,000

建築設備改修（基礎講座） オンデ
マンド － 6/7

～13 7 27,000

住
宅空 き 家 対 策 集合・

ライブ 30 7/26
～28 3 70,000
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令和5年度　研修計画一覧

Ⅰ. 行政関係を対象とした研修（行政研修） Ⅱ. 行政・民間企業を対象とした研修（一般研修）
部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人）

事
業
監
理

公共工事契約実務 集合・
ライブ 30 9/6

～8 3 70,000

総合評価方式の活用 オンデ
マンド － 6/21

～7/4 14 53,000

施
工
管
理

土木工事積算
-積上型積算演習を通
じた土木技術の修得-

集合 50 5/30
～6/2 4 66,000

土 木 工 事 監 督 者 集合 30 6/13
～16 4 70,000

品 質 確 保 と 検 査 集合 30 8/22
～25 4 80,000 

防
災災 害 復 旧 実 務 集合 30 5/22

～26 5 95,000

河
川
・

ダ
ム ダム管理（管理職） 集合 30 4/26

～28 3 66,000

道
路道 路 管 理 集合・

ライブ 50 9/12
～15 4 82,000

橋
梁
道路管理者のため
の 橋 梁 維 持 補 修

集合・
ライブ 30 9/27

～29 3 70,000

都
市

開 発 許 可 Ⅰ
-開発許可事務の基礎-

集合・
ライブ 50 6/28

～30 3 60,000

開 発 許 可 Ⅱ
-開発許可事務の基礎-

集合・
ライブ 50 8/30

～9/1 3 60,000

開発許可専門
-的確な許可・指導- 集合 40 10/31

～11/2 3 65,000

宅地造成及び特定
盛 土 等 規 制 法
（ 盛 土 規 制 法 ）

集合 60 8/1
～4 4 82,000

建
築

建 築 基 準 法
（建築物の監視）

集合・
ライブ 50 6/12

～16 5 95,000

公共建築工事積算 集合 50 10/2
～6 5 92,000

公共建築設備工事
積 算（ 電 気 ） 集合 50 11/20

～22 3 64,000

建築物の環境・
省エネルギー
-公共建築におけるSDGs達成貢
献とカーボンニュートラル推進-

オンデ
マンド － 10/18

～24 7 30,000

建築工事監理Ⅰ
-公共建築工事を的確に監督、
工事監理する基本的ポイント-

集合 60 7/10
～14 5 97,000

建築工事監理Ⅱ
-公共建築工事を的確に監督、
工事監理する基本的ポイント-

集合 60 9/25
～29 5 97,000

建 築 設 備 改 修 集合 40 7/25
～27 3 71,000

建築設備工事監理 集合・
ライブ 30 5/17

～19 3 66,000

部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

事
業
監
理

アセットマネジメント
-社会資本を効果的、効率的に
運用・維持・管理するために-

集合 30 10/18
～20 3 70,000

官民連携（PPP/PFI）
-官民連携による公共
施設等の整備・運営-

集合・
ライブ 40 5/24

～26 3 70,000

会計検査指摘事例から学ぶ
-公共工事の設計・積算・

施工・契約の留意点-

集合・
ライブ 40 1/25

～26 2 46,000

施
工
管
理

土 木 施 工 管 理 集合・
ライブ 50 7/19

～21 3 67,000

コンクリート構造
物の維持管理・補修

オンデ
マンド － 11/15

～28 14 65,000

若手建設技術者のた
めの施工技術の基礎

オンデ
マンド － 5/17

～30 14 70,000

仮設構造物の計画・
設 計 ・ 施 工 集合 30 10/23

～27 5 80,000

土木技術のポイントA
（計画・設計コース）

集合・
ライブ 30 10/3

～6 4 79,000

土木技術のポイントB
（施工・監督・検査コース）

集合・
ライブ 30 10/11

～13 3 69,000

構 造 計 算 の 基 礎 集合 50 5/17
～19 3 70,000

盛土工の基本
-計画、施工から維持管理まで-

集合・
ライブ 30 9/20

～22 3 70,000

ICT施工のポイント 集合・
ライブ 50 9/5

～8 4 81,000

土木工事の原価管理 オンデ
マンド － 10/2

～8 7 25,000

土木構造物の設計
の 基 本 ・ 演 習

オンデ
マンド － 11/6

～12 7 30,000

若手職員のための建
設工事のポイント
（ 土 木 コ ー ス ）

オンデ
マンド － 7/10

～23 14 75,000

若手職員のための建
設工事のポイント
（ 建 築 コ ー ス ）

オンデ
マンド － 7/24

～8/6 14 75,000

コンクリート構造物
メンテナンスの基本

集合・
ライブ 40 7/19

～21 3 65,000

土
質
・
地
質

地 質 調 査
-地盤に関わる諸問題解決
の知識と留意点について-

集合・
ライブ 30 5/10

～12 3 70,000

や さ し い 土 質�
力 学 の 基 礎

集合・
ライブ 60 6/21

～23 3 70,000

★土 質 設 計 計 算
（ 基 礎 講 座 ）

オンデ
マンド － 5/29

～6/4 7 22,000

☆土質設計計算
-構造物基礎設計の演習-

集合・
ライブ 40 9/5

～8 4 76,000

防
災

地域の浸水対策
-ゲリラ豪雨対策など総合
的な雨水排水対策の推進-

集合・
ライブ 30 5/10

～12 3 66,000

土木構造物耐震技術 集合・
ライブ 30 11/20

～22 3 73,000

斜面安定対策
-設計・施工・復旧対策-

集合・
ライブ 30 10/31

～11/2 3 68,000

地すべり防止技術 集合 35 6/6
～9 4 90,000

水害対応タイムライン
-適切なタイミングで

躊躇なく行動-

集合・
ライブ 30 11/29

～12/1 3 70,000

事例から学ぶ水災害に
備えた市町村の対応

集合・
ライブ 30 1/17

～19 3 75,000

ト
ン
ネ
ル

ト ン ネ ル 工 法
（ N A T M ）

集合・
ライブ 30 10/16

～20 5 91,000

※ 網掛けしている研修は、令和5年度の新規研修です。

※�★の研修は、既存の集合研修のポイントを集約し、基礎編又は専
門編としてオンデマンド配信で実施します。☆の研修と併せて受
講されると、より理解が深まります。

※�ライブ研修は、当センターで実施する集合研修を同時に配信す
る研修です。

※�「募集人数」は、集合研修の定員です。ライブ研修、オンデマンド
研修の募集人数に制限はありません。

※オンデマンド研修の「日数」は、配信期間です。

※研修期間・日数等は変更することがあります。
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種 

目 受 検 区 分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

電
気
通
信
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級電気通信工事施工管理技士。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
金沢・名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・熊本・那覇

１０月５日㈭

１級 第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで １2月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
3月6日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月4日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・鹿児島・那覇

令和6年
１月５日㈮

２級 第一次検定・
第二次検定

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。

（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・鹿児島・那覇

第一次検定
令和6年
１月５日㈮

第二次検定
令和6年
3月6日㈬

造
園
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級造園施工管理技士。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

１０月５日㈭

１級 第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで １2月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
3月6日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月4日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮･
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和6年
１月５日㈮

２級 第一次検定・
第二次検定

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。

（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和6年
１月５日㈮

第二次検定
令和6年
3月6日㈬

技
術
検
定

土
地
区
画
整
理
士

学科試験・
実地試験

学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。

（学科試験免除者は、実地試験を
受検）

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰ 東京・名古屋・大阪・福岡 １2月8日㈮

一般財団法人 全国建設研修センター
試験業務局　〒187-8540 東京都小平市喜平町 2-1-2

ホームページアドレス：https://www.jctc.jp/
●土木施工管理技術検定〈1・2 級第一次検定及び第二次検定〉（土木試験課） ☎ 042（300）6860（代）
●管工事施工管理技術検定〈1・2 級第一次検定及び第二次検定〉（管工事試験課） ☎ 042（300）6855（代）
●電気通信工事施工管理技術検定〈1・2 級第一次検定及び第二次検定〉（電気通信工事試験課） ☎ 042（300）0205（代）
●造園施工管理技術検定〈1・2 級第一次検定及び第二次検定〉（造園試験課） ☎ 042（300）6866（代）
●土地区画整理士技術検定〈学科及び実地試験〉（区画整理試験課） ☎ 042（300）6866（代）

お
問
い
合
わ
せ
先
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種 

目 受 検 区 分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級土木施工管理技士。

3月１７日㈮から
3月3１日㈮まで ７月2日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・那覇

8月９日㈬

１級 第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

3月１７日㈮から
3月3１日㈮まで １０月１日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
１月１2日㈮

２級 第一次検定
（前期試験）
〔種別：土木〕

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・那覇

７月4日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）
〔種別： 土木・ 

鋼構造物
塗装・薬液
注入〕

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月５日㈬から
７月１９日㈬まで １０月22日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・熊本・鹿児島・那覇

（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

１１月3０日㈭

２級 第一次検定・
第二次検定

〔種別： 土木・ 
鋼構造物
塗装・薬液
注入〕

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。

（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月５日㈬から
７月１９日㈬まで １０月22日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・鹿児島・那覇

（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

第一次検定
１１月3０日㈭
第二次検定

令和6年
2月７日㈬

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級管工事施工管理技士。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

１０月５日㈭

１級 第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで １2月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
3月6日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月4日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮・
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和6年
１月５日㈮

２級 第一次検定・
第二次検定

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。

（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和6年
１月５日㈮

第二次検定
令和6年
3月6日㈬

令和5年度　技術検定のご案内
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監理技術者講習のご案内

【お申込み・お問合せ先】
一般財団法人　全国建設研修センター

事業推進室　講習部
〒187-8540 東京都小平市喜平町2-1-2
TEL 042-300-1741　FAX 042-324-0321

監理技術者講習テキスト

「監理技術者必携 令和5年版」の内容
第１章　建設業の現状と監理技術者
第２章　建設工事における技術者制度及び法律制度
第３章　施工計画と施工管理
第４章　建設工事における安全衛生管理
第５章　建設工事における環境保全
第６章　建設技術の動向

令和 5 年 3月 30 日発行Ⓒ
編　　集 『国づくりと研修』編集小委員会

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（300）2488

  FAX042（327）0925
発　　行 一般財団法人全国建設研修センター

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（321）1634

印　　刷 図書印刷株式会社

「講習修了履歴」と「資格者証」

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

国土交通大臣登録
講習実施機関 『監理技術者講習』の受講

国土交通大臣登録講習実施機関（登録番号第1号）

工事現場の
「監理技術者」
になることができます。

全国建設研修センター一　　般
財団法人

監理技術者講習
修了履歴（シール化）交付

の両方を取得

『講習修了履歴』
『資 格者 証』
『講習修了履歴』
『資 格者 証』

お申込み・日程等詳細はホームページをご覧ください。

今すぐ https://www.jctc.jp/  へアクセス!!

●現場経験豊富な講師が最新の情報を直接講義する対面講習です。
●建設業法、品確法及び建設工事における安全管理、環境保全、

新技術動向を重点的にまとめたテキスト（毎年更新）。
●建設関係の最新の情報を提供する補足テキスト（3ヶ月毎に更新）。

※従来の対面で実施する「会場講習」とは別に、インターネット回線を介した
「オンライン講習」も実施しております。

現場の監理技術者になるには『監理技術者講習』の受講と『監理技術者資格者証』
の両方が必要です。
建設業法の一部改正により、公共工事だけでなく、「民間の重要な建設工事（個人住宅を除く
殆どの建設工事が対象）」において専任で配置される監理技術者は、監理技術者講習を受講
することが義務付けられています。 

●講習修了履歴の有効期限は、講習修了日の属する年の翌年の１月１日から５年を経過しない12月31日。

編集後記
●今、世界が取り組まなければならない重要課題の一つが地球温暖化であるが、
今回はそのための温室効果ガスの排出をゼロにするというカーボンニュートラルを
特集にしてみた。建設行政における脱炭素社会実現を達成するため、国や自治体
及び民間が行っている取組をお読みいただき、一人一人が日常の生活の中で温暖
化対策について真剣に考えるきっかけになってもらえたら、それが地球を救う第一
歩になるかもしれない。（S）

●今回の特集では、カーボンニュートラルについて建設分野を例に、色々な角度か
ら検証してみようと思い組んでみました。現在、ゼロカーボンをめざした風力・太
陽光に関する情報を目にする機会は多いと思いますが、それ以外にも取り組まなけ
ればいけない事項が多々有ることが少しでも多くの皆様に浸透していけば幸いで
す。表紙の写真のような光景がいつまでも残る環境整備を見守っていきたい。（Y）
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研修カレンダー　2023年度
時期 期　間 日数 研　修　名 研修方式

４月

17～21日 5 ダム管理主任技術者（学科）研修 【集合】
17～23日 7 用地基礎(基礎講座) 【オンデマンド】
26～28日 3 都市計画の基礎 【集合・ライブ】
26～28日 3 コンパクトシティ 【集合・ライブ】
26～28日 3 ダム管理（管理職） 【集合】

５月

9～12日 4 建築計画の基本 【集合・ライブ】
10～12日 3 地質調査 【集合・ライブ】
10～12日 3 地域の浸水対策 【集合・ライブ】
15～19日 5 用地基礎 【集合・ライブ】
17～19日 3 構造計算の基礎 【集合】
17～19日 3 建築設備工事監理 【集合・ライブ】
17～30日 14 若手建設技術者のための施工技術の基礎【オンデマンド】
22～26日 5 災害復旧実務 【集合】
23～26日 4 街路 【集合】
24～26日 3 官民連携（ＰＰＰ／ＰＦＩ） 【集合・ライブ】
29～6月4日 7 区画整理（基礎講座） 【オンデマンド】
29～6月4日 7 土質設計計算（基礎講座） 【オンデマンド】
30～6月2日 4 土木工事積算 【集合】
30～6月2日 4 砂防等計画設計 【集合】
10～12日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第1回 【集合】
15～17日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第2回 【集合】
17～19日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第3回 【集合】
22～24日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第4回 【集合】
24～26日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第5回 【集合】
29～31日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第6回 【集合】
31～6月2日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第7回 【集合】

６月

6～9日 4 地すべり防止技術 【集合】
6～9日 4 都市再開発 【集合・ライブ】
7～13日 7 建築設備改修（基礎講座） 【オンデマンド】
12～16日 5 都市計画Ⅰ 【集合・ライブ】
12～16日 5 建築基準法（建築物の監視） 【集合・ライブ】
13～16日 4 土木工事監督者 【集合】
20～23日 4 建築確認実務Ⅰ 【集合・ライブ】
21～23日 3 やさしい土質力学の基礎 【集合・ライブ】
21～23日 3 建築工事のポイント 【集合・ライブ】
21～27日 7 公共建築プロジェクトマネジメント 【オンデマンド】
21～7月4日 14 総合評価方式の活用 【オンデマンド】
27～30日 4 用地事務（建物・営業・その他補償）【集合・ライブ】
28～30日 3 不動産鑑定・地価調査 【集合】
28～30日 3 開発許可Ⅰ 【集合・ライブ】
5～7日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第8回 【集合】
7～9日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第9回 【集合】
12～14日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第10回 【集合】
14～16日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第11回 【集合】
19～21日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第12回 【集合】
21～23日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第13回 【集合】
26～28日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第14回 【集合】
28～30日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第15回 【集合】

７月

3～7日 5 宅地造成技術講習 【集合】
3～9日 7 橋梁設計（基本講座） 【オンデマンド】
3～16日 14 ＰＣ橋の設計・施工 【オンデマンド】
5～7日 3 道路整備施策 【集合・ライブ】
5～12日 8 建築基準法（基礎講座） 【オンデマンド】
10～14日 5 区画整理 【集合・ライブ】
10～14日 5 建築工事監理Ⅰ 【集合】
10～23日 14 若手職員のための建設工事のポイント（土木コース）【オンデマンド】
11～14日 4 河川構造物設計 【集合】
18～21日 4 景観まちづくり 【集合・ライブ】
19～21日 3 土木施工管理 【集合・ライブ】
19～21日 3 コンクリート構造物メンテナンスの基本【集合・ライブ】
24～8月6日 14 若手職員のための建設工事のポイント（建築コース）【オンデマンド】
25～27日 3 建築設備改修 【集合】
25～28日 4 舗装技術 【集合・ライブ】
26～28日 3 空き家対策　 【集合・ライブ】
3～5日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第16回 【集合】
5～7日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第17回 【集合】
10～12日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第18回 【集合】
12～14日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第19回 【集合】

時期 期　間 日数 研　修　名 研修方式

８月

１～4日 4 宅地造成及び特定盛土等規制法(盛土規制法) 【集合】
22～25日 4 品質確保と検査 【集合】
23～25日 3 用地職員のための法律実務 【集合・ライブ】
23～25日 3 道路構造物設計演習 【集合・ライブ】
28～9月1日 5 橋梁設計 【集合】
29～9月1日 4 河川整備計画・事業評価 【集合・ライブ】
30～9月1日 3 開発許可Ⅱ 【集合・ライブ】

９月

4～10日 7 公園・都市緑化（基礎講座） 【オンデマンド】
5～8日 4 土質設計計算 【集合・ライブ】
5～8日 4 ICT施工のポイント 【集合・ライブ】
6～8日 3 公共工事契約実務 【集合・ライブ】
11～15日 5 建築S構造 【集合】
12～15日 4 道路管理 【集合・ライブ】
13～15日 3 土砂災害対策 【集合・ライブ】
20～22日 3 盛土工の基本 【集合・ライブ】
20～22日 3 下水道 【集合・ライブ】
20～26日 7 公共空間デザイン・マネジメント 【オンデマンド】
21～22日 2 BIM 【集合】
25～29日 5 建築工事監理Ⅱ 【集合】
25～29日 5 わかりやすい道路計画・設計演習 【集合・ライブ】
27～29日 3 道路管理者のための橋梁維持補修【集合・ライブ】

10月

2～6日 5 公共建築工事積算 【集合】
2～8日 7 土木工事の原価管理 【オンデマンド】
3～6日 4 土木技術のポイントA（計画・設計コース）【集合・ライブ】
10～13日 4 建築確認実務Ⅱ 【集合・ライブ】
11～13日 3 土木技術のポイントB（施工・監督・検査コース）【集合・ライブ】
11～13日 3 市町村道 【集合・ライブ】
16～20日 5 トンネル工法（NATM） 【集合・ライブ】
18～20日 3 アセットマネジメント 【集合】
18～20日 3 建築リニューアル 【集合・ライブ】
18～24日 7 建築物の環境・省エネルギー 【オンデマンド】
23～27日 5 建築設備（空調） 【集合】
23～27日 5 仮設構造物の計画・設計・施工 【集合】
24～27日 4 公園・都市緑化 【集合・ライブ】
31～11月2日 3 開発許可専門 【集合】
31～11月2日 3 交通まちづくり 【集合・ライブ】
31～11月2日 3 斜面安定対策 【集合・ライブ】

11月

6～10日 5 建築設備（電気） 【集合】
6～10日 5 用地事務（土地） 【集合】
6～12日 7 土木構造物の設計の基本・演習 【オンデマンド】
8～10日 3 海岸技術の実務 【集合】
13～17日 5 ダム管理 【集合】
13～17日 5 都市計画Ⅱ 【集合・ライブ】
14～16日 3 木造建築物の設計・施工のポイント【集合・ライブ】
15～28日 14 コンクリート構造物の維持管理・補修【オンデマンド】
15～28日 14 PC橋の維持管理 【オンデマンド】
20～22日 3 土木構造物耐震技術 【集合・ライブ】
20～22日 3 公共建築設備工事積算（電気） 【集合】
27～12月1日 5 建築設計 【集合】
29～12月1日 3 水害対応タイムライン 【集合・ライブ】
29～12月1日 3 ダム操作実技訓練第1回 【集合】

１２月
6～8日 3 ダム操作実技訓練第2回 【集合】
13～15日 3 ダム操作実技訓練第3回 【集合】
20～22日 3 ダム操作実技訓練第4回 【集合】

１月

16～19日 4 建築物の維持・保全 【集合】
17～19日 3 事例から学ぶ水災害に備えた市町村の対応【集合・ライブ】
24～2月13日 21 鋼橋設計・施工 【オンデマンド】
25～26日 2 会計検査指摘事例から学ぶ 【集合・ライブ】
10～12日 3 ダム操作実技訓練第5回 【集合】
17～19日 3 ダム操作実技訓練第6回 【集合】
24～26日 3 ダム操作実技訓練第7回 【集合】
31～2月2日 3 ダム操作実技訓練第8回 【集合】

２月 7～9日 3 ダム操作実技訓練第9回 【集合】
14～16日 3 ダム操作実技訓練第10回 【集合】

※研修時期・期間・日数は変更することがあります。※オンデマンド研修の「日数」は配信期間です。

一般財団法人 全国建設研修センター 研修局
〒187-8540　東京都小平市喜平町2-1-2
TEL.  042-324-5315　FAX.  042-322-5296
https://www.jctc.jp/training

※ 以下の市町村振興協会等では、当センター研修受講経費等に対する各道県内市町村への助成制度が設けられています。
（北海道・青森県・岩手県・栃木県・群馬県・神奈川県・新潟県・富山県・山梨県・岐阜県・静岡県・奈良県・和歌山県・岡山県・山口県・徳島県・高知県・
大分県・宮崎県）◎詳細は、各道県市町村振興協会・こうち人づくり広域連合にお問い合わせください。
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